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　　　プロローグ『知らぬが仏』





「きみはこの世界において、自分は主役だと思う？　それとも脇わき役やくだと思う？」

　彼かれが僕ぼくにそんなことを尋たずねてきたのは、いったいいつだっただろうか。

　昨日のような気もするし、十年以上前だったような気もする。

　そのときは確か、彼は小さくて薄うすい文庫本を読んでいて、僕は大きくて厚いコロコロを読んでいた。

　僕らは、そうやって時を過ごすことが多かった。

　彼は苦くて甘あまい笑え顔がおを浮うかべながら、僕の返答を待っていた。

「そうだね……」と、僕は考え込む。

　主役か脇役か。

　小さい頃ころは、自分こそがヒーローだと思っていた。自分には隠かくれたものすごい力があって、いつかは正義の味方となり、世界平和のために悪者と戦うのだと信じていた。

　しかし成長するにつれて、そんな想おもいは薄れていった。

　そよ風公園で会った変なスーツのお姉さんが、僕に教えてくれたのだ。

　この世界には、正義の味方なんて存在しないということを。

　ただ、ありえない話だけれど。

　万が一この世界に正義の味方が存在するのだとしたら──主役の人達がいるのだとしたら、現在、世界のために戦っていない僕は、どこにでもいるような脇役、通行人Ａでしかないのだろう。

　まあ、それでも──

「僕は、自分は主役だと思うよ。僕の物語の主人公は、僕しかいないからね」

　とりあえずかっこいいことを言っておいた。自分に言い聞かせる意味合いが強かったと思う。

「へえ。なるほどね。かっこいいこと言うじゃないか」

「きみは、どう思ってるの？」

「僕はどっちでもないと思ってるよ。いや、どっちも間ま違ちがっている、という方が正しいかな。僕は主役でも脇役でもなく、そして誰だれも、主役でも脇役でもない」

　意味がわからず、僕は首を傾かしげた。

「この世界には主役も脇役も存在しないんだよ。もちろん敵かたき役やくだって存在しない。この世界に存在するのは──読者だけだ」

「読者？」

「人間はみんな『自分』という名の小説の読者なんだ。不幸な人間は『自分』が自分の好みに合わなかったっていう、ただそれだけの話さ」

　どこか哀あわれむような笑顔で、彼は知った風なことを言った。

　僕はわかったようなわからないような気分のまま、なんとなく問い返す。

「でも、人間がみんな読者だとしたら、その物語は誰が書いてるの？」

「そんなの──」

　彼は人差し指を立てて天を指す。苦くて甘い、彼らしい笑顔を浮かべながら、冗じよう談だんっぽく言った。

「──神様に決まってるだろう？」










　　　第一章　転校生と幼おさな馴な染じみ





「うん。生活費は確かに受け取ったから。うん。いや、もう切ろうよ、国際電話って高いんだから。うん。んじゃまたねー」

　一方的に電話を切った。お父さんはおしゃべりで、放っておくと一時間ぐらいしゃべり通すから、こっちが気を使わなければならない。

　電話を切った後、僕はリビングのソファに座すわり、昨日届いた封ふう筒とうを手にとった。

　中に入っているのは十万円。

　海外で暮らしている両親から届いた、当面の生活費である。

　僕としては、生活費は封筒で送って来るんじゃなくて銀行振ふり込みにして欲ほしいんだけど、お父さんが「銀行を通すといろいろとマズくってよ。資金洗せん浄じようが……」と言うので、『定期的に封筒で送る』という形に落ち着いている。

　でも、お金って普ふ通つうの茶ちや封ぶう筒とうで送っても大だい丈じよう夫ぶだったっけかな？

　ていうか、そもそもこのお金は海外から直接送られているはずなのに、なんで日本のお札なんだろう？

「……ま、なんでもいっか」

　考えるのが面めん倒どうくさくなったので、思考を放ほう棄きした。

　お父さんのことだから、きっと僕のためを思って、日本円を用意してくれているんだろう。資金洗浄のことも『お札をズボンのポケットに入れたまま洗せん濯たくしたせいで大だい惨さん事じになることだぜ』ってきちんと教えてくれるくらい、立派なお父さんだし。

　僕は手の中にある十万円をぎゅっと握にぎりしめる。

「……大事に使わなきゃな」

　お父さんとお母さんが、僕のために一いつ生しよう懸けん命めい稼かせいでくれたお金だ。無む駄だ遣づかいせずにちゃんと計画的に使おう。

　僕がじんわりと家族愛を感じていると、ピンポーン、と、チャイムが鳴った。

　こんな休日の朝に、いったい誰だろ？

　僕は玄げん関かんに向かってドアを開き──驚おどろいた。

　目の前の男が、奇き妙みような格好をしていたから。

　一言で言えば、修しゆ行ぎよう僧そう、という感じである。すっぽりとかぶった編あみ笠がさのせいで、口元と鬚ひげが少し伸のびた顎あごしか見えない。黒っぽい僧そう衣いを纏まとっていて、足元は草履ぞうりだった。手には大きな錫しやく杖じようが握られている。

　異様な風ふう体ていの男に僕が言葉を失っていると、

「お兄さんっ！」

　彼はいきなり叫さけんだ。しゃらん、と錫杖を鳴らし、険しい顔つきで辺りを見み渡わたす。

「この家には悪あく霊りようが取とり憑ついています！」

「え、えぇ……？」

　なにを言い出すんだこの人は？

「これは、まずいですな……。私も長いこと除じよ霊れいの旅を続けていますが、ここまで強力な波動は始めてだ。これは、早さつ急きゆうに対処しなければ大変なことになりますぞ！」

「…………」

「ほら、お兄さんの後ろにも……」

「ええ!?　な、なにがいるんですか？」

「た、大変だぁ。口に出すのも恐おそろしい……」

「そんなっ!?　そこで口ごもらないでくださいよ！」

「とにかく、落ち着いてください。いいですか。冷静に、私の目を見て、私の話をよく聞いてください」

「は、はぁ」

「この家は、悪霊に取り憑かれています」

「……そ、そうなんですか……」

　いや、まさか、そんな……。この家に、悪霊が取り憑いていたなんて……。

「最近、なにかよくないことがありませんでしたか？」

「あ、ありましたっ！」

　僕は全力で食いついた。

「昨日、タンスの角に足の小指をぶつけちゃったんですけど」

「ああ、それは間違いなく悪霊の仕し業わざですね」

「じゃ、じゃあ、今日の朝の占うらないで、最下位だったのも……」

「間違いない」重々しく頷うなずく修行僧さん。「他にもなにか、お悩なやみなどはありませんか？」

「えっと……。同級生の女の子が、お腹なかが弱くって、トイレが近いんですけど」

「ああ、それは間違いなく悪霊の仕業ですね」

「それなら、後こう輩はいの女の子が、魔ま法ほう使つかいのコスプレしながら、町を徘はい徊かいするのも……」

「悪霊の仕業です」

「先せん輩ぱいが、ひとりで寂さびしく腹話術をやっているのも……」

「言うまでもない」

　な、なんてこった……。

　僕の家に取り憑いた悪霊のせいで、みんなに迷めい惑わくをかけていたなんて……。

　みんながあんな風にちょっとおかしくなってしまったのは、僕のせいだったのか……。

　ああ！　みんなに合わせる顔がない！

「落ち込むことはありませんよ、お兄さん」

　絶望の余り玄関に膝ひざをついてしまった僕に、修行僧さんは優やさしい声をかけてくれた。

「あなたはなにも悪くありません。全すべては悪霊の仕業です」

　編笠をとって、温かい眼まな差ざしを僕に向ける。

「……でも、僕は、いったいどうしたら」

「なにも心配いりません！」

　そう言って僕の肩かたを強く叩たたき、僧衣の袖そでから壺つぼをひとつ取り出した。

「私が退たい魔まの気を込めて作った、ありがた～い壺です。この壺を家の鬼き門もんに飾かざっておけば、立ちどころに悪霊は祓はらわれることでしょう！」

「ほ、ほんとですか！」

　歓かん喜きの叫びを上げつつ、僕はその壺をまじまじと見つめる。

　……おお。

　言われてみれば確かに、なんかすごそうなパワーが発せられている気がする。

　一見、その辺の百円ショップで売っていそうにも見えるけど、きっと僕のような素人しろうとにはわからない高度な術が施ほどこしてあるのだろう。

「ただ、大変申し上げにくいのですが、この壺は大変貴重な土を使っているので、どうしてもお値段の方が高くなってしまうのですが……」

「あ、お金、かかるんですか……」

　ただじゃないとは思ってたけど、あんまり高いのはちょっとなぁ。

「なにを言っているんですか！　あなたがそんな風にお金に執しゆう着ちやくしているから、この家の悪あく霊りよう達たちが活性化してしまっているんですよ！」

「な、なんだってーっ！」

　そうか。両親から送られてきたお金を大切に使おうとするあまり、僕は金の亡もう者じやになってしまっていたというのか。

　まあ確かに、お金って貯ためこんでてもしょうがないんだよね。使ったら使った分だけ日本の経済は潤うるおうわけだし。

「……わかりました。僕、その壺を買います！」

「おお！　さすがです。あなたならわかってくれると思っていました！」

「それでお値段の方は……」

「そうですね……。あ、ちなみに、おいくらぐらいまでなら出せますかね？」

「今、家にあるのが、十万円くらいなんですけど……」

「ああ！　なんという偶ぐう然ぜんでございましょう！　この壺の値段も、ぴったり十万円なんですよ！」

「ええ！　本当ですか!?」

「本当です！」

「うわぁ。すっごい偶然ですね。きっと、僕はこの壺を買う運命だったんですね！」

「その通りでございます！　ささ、気が変わらないうちに早く──ではなくて、一刻も早くこの壺を飾った方がいいでしょうから、お金の方を……」

「はい、わかりました！」

　僕は急いでリビングまで戻もどり、生活費が入った封筒を持ってきた。

　お父さん、お母さん。

　僕、有意義な買い物をするよ！

「八、九、十。はい確かに。んじゃこれ、壺ね。じゃあお元気で」

　お金を渡わたすと、修行僧さんは僕にありがたーい壺を乱暴に手て渡わたし、そそくさと帰り支じ度たくを始めた。

「この壺って確か鬼門の方角に飾るんでしたよね。鬼門って、具体的には家のどの辺に飾ればいいんですか？」

「あー、大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ。それ、すっげー効く奴やつだから、適当にその辺に置いときゃいいっすよー」

「…………」

　なんか、急に応対が適当になったような。

　もうこいつに用はねーってオーラをひしひしと感じる。

「あ、あのっ、最後にお名前を教えてくれませんか！」

　僕に背を向けて駆かけ足あしで去っていこうとする修行僧さんに、僕は問いかけた。

　すると彼は振ふり返かえり、にこりと爽さわやかに微笑ほほえんだ。

「あっしはしがない旅の修行僧……」

　編笠を目ま深ぶかにかぶり、表情を隠す。それからぐっと親指を立てて、こう言った。

「名乗るほどの者じゃあ、ございやせん」

　か、かーっこいいっ！

　胸を打たれた僕は、修行僧さんが見えなくなるまで手を振り続けた。

　ああ、いい人って、いるんだなあ。

　あの人はこれからも旅を続けながら、人々を悪霊から救い続けるのだろう。

　ありがとう、修行僧さん！

　僕はあなたのことを一生忘れない！



「騙だまされたぁあああ──っ！」

　翌朝、ようやく自分がハメられたことに気づいた僕は、悔くやしくって情けなくって、教室の隅すみっこで頭を抱かかえながら悶もん絶ぜつしていた。

　どうしよどうしよどうしよどうしよどうしよどうしよ……。

　十万円なくなっちゃった。

　当面の生活費がパーになってしまった……。

　明日からどうやって生きていけばいいんだろう……。

「……なんていうか、さぁ」

　しゃがみ込んだ僕の頭上から、憐れん憫びんの感情がたっぷりとこもった声が降ふってくる。

「籠かご島しまくんって、本当にお馬ば鹿かさんよね」

　ぐさっ。言葉のナイフが心に深く刺ささった。漫まん画がだったら、吹ふき出だしのトンガリが体に突つき刺さっているところである。

　ふらふらと顔を上げると、クラスの委員長である織おり野のさんが、ダメな子供を見るような目で僕を見ていた。

　織野栞しおり。真面目まじめな優等生だけど、お腹が弱いのがたまに瑕きずの女の子である。見た目は、かわいいときれいの間を行ったり来たりしているような感じ。

「なんでそんな簡単に騙されちゃうのよ、もう」

「た、巧たくみな話術に誘ゆう導どうされて……」

「いや、話を聞く限り、巧みさなんて欠片かけらもなかったわよ」

　端たん的てきに切り捨てる織野さんを前にして、僕はただただ小さくなる。

　今日の朝、壺のおかげで悪霊がいなくなったと思い込み、テンション高めで教室に入っった僕は、

「おはよう織野さん。あ、ねえ、聞いてよ。昨日、親切な旅の人が、僕に壺を売ってくれたんだ。おかげで僕の家に取り憑いていた悪霊が祓われたんだよ。まあ、十万円もしたのは痛かったけど、ありがたい壺らしいから、しょうがないよね」

　と、得意になって自じ慢まんしたのである。

　僕が話している間に、織野さんの顔色は段々と悪くなり、最終的には顔から表情が失われた状態で「籠島くん。その話、くわしく聞かせて……」と冷たい声で言った。

　それから織野さんは、一いつ生しよう懸けん命めい僕ぼくが騙されていることを説明してくれたのだが、自分の失敗を認めたくなかった僕は「あの修行僧さんを馬鹿にするなら、いくら織野さんでも許さないぞ！」と、人間関係に修復不可能な亀き裂れつを入れる勢いで口論した。

　しかしあっという間に論破され、僕は自分が詐さ欺ぎにあったという認めたくない事実を認めたのだった。

「……まあ。まあまあ、まあまあまあまあ」

　僕はゆっくりと立ち上がった。前まえ髪がみをふぁさぁっとかき上げ、制服のしわをピッピッと伸ばし、余よ裕ゆうたっぷりに言う。

「まあまあ、ちょっとはおかしいなって思ってたんだよねー」

「強がんないの」

「うぐっ。……違ちがうんだよ。僕はみんなのためを思って……」

「それは責任転てん嫁か」

「ぬう……」

　いつもは優しい織野さんがなんだか厳しい。「こいつは甘あまやかしたらダメになる男だ」と判断されたのかもしれない。

「まあ、そうは言っても、これはさすがに笑えない事態よね」織野さんは真しん剣けんな表情になる。「立派な詐欺事件だし、額も額だから。その男の人が、これからも同じ手口を繰くり返かえすかもしれないし、ちゃんと警察に連れん絡らくしとかないと」

「そ、そうだよね。善良な市民を騙すなんて許せないよ！」

「……籠島くんは知らない人の話を無む闇やみに信用しないこと」

「……はい」力なく頷いた。「それで……その、織野さん。このこと、他の人には言わないでもらえる？　特に栗くり栖すちゃんには……」

「うん？　もちろん言いふらすつもりはないけど……。でも、どうして？」

「いや、情けないにも程ほどがあるからさ。それに、栗栖ちゃんの前では、頼たよりになる先輩のままでいたいし」

「……栗栖ちゃんはたぶん、籠島くんのことを頼りになる先輩だなんて微み塵じんも思ってないわよ」

　なんだと。

　いや、まさかそんなことはあるまい。

　栗栖ちゃんはいつだって僕ぼくに優しく微笑みかけてくれるんだ。ときどきその笑え顔がおが愛あい想そ笑わらいのように見えるときがあるんだけど、それは気のせいに決まってるんだ。

「とにかく、このことは二人だけの秘密ということで、どうぞよろしく」

「ふーん。二人だけの秘密、か……」

　一いつ瞬しゆん、織野さんの表情がほころんだ。が、すぐに引ひき締しまり、いつも通りの真面目な顔で言う。

「わかった。じゃあ、なんとか対策を練りましょうか、二人で」

「うん」

　そこでチャイムが鳴り、対策会議はおあずけとなった。

　僕らそれぞれの席に着く。チャイムが鳴り終わるか終わらないかぐらいで、教室のドアが開き、担任の星ほし川かわ先生が入って来た。

「えー。今日はみなさんに、新しい友達を紹しよう介かいしたいと思います」

　あいさつもそこそこに、星川先生はそんなことを言った。

　途と端たんにクラスがざわめく。男か、女か、とあちこちでおしゃべりが始まる。

　新しい友達。すなわち、転校生か。

　普ふ段だんなら人並みに興味が湧わくところだけど、今はそれどころじゃない。十万円盗とられたというショックで気分がブルー過ぎる。

「はいはい、静かに。それじゃあ、桔き梗きよう院いんさん、入ってきて」

　星川先生がそう言うと、教室のドアから一人の少女が現れた。

　まず、金色の髪かみが目に飛び込んできた。綺き麗れいに染めたというよりは色が抜ぬけてしまったような、明るいというよりは白んでいる髪色だった。その金きん髪ぱつを高い位置でひとつに束ねている。

　目つきはちょっとキツい。への字に引き結んだ口元と相まって、気が強そうな印象を受けた。

　転校生は仏ぶつ頂ちよう面づらのまま教きよう壇だんに立つ。

「それじゃあ、自己紹しよう介かいを」

「はい」

　短く返事をし、転校生はチョークをとって、黒板に自分の名を書く。



　桔梗院柚ゆず希き



　素す晴ばらしく綺麗な字だった。書道の心得があるに違いない、とクラスの全員が思ったことだろう。

「桔梗院柚希です。よろしくお願いします」

　チョークを置いてこちらに向き直った桔梗院さんは、ひどくつまらなそうな声でそう言った。少なくともその声からは「よろしく」という要素はあまり感じ取れなかった。

　仕方がないから自己紹介の定型文を述べた、という様子である。

「桔梗院は、京都から越こして来たそうだ」むっつりと黙だまり込んでしまった桔梗院さんに代わって、星川先生が補足する。「みんな仲良くして上げるように。それから織野、籠島」

「はい」「はい」と、僕と織野さんが手を挙げる。

「あいつらがうちのクラスの委員長と副委員長だ。なにかあったら、頼ってくれ」

「はい」

　桔梗院さんは、またも事務的に返事をするだけだった。

　それから、目だけを動かして、クラス全体を見渡すようにする。

　ふと──僕のところで目が止まった。

　僕と目が合った瞬しゆん間かん、桔梗院さんは少しだけ顔をしかめた。

　どうしたんだろう？

　もしかして、前に会ったことあるとか？　いや、それはないな。なかなか印象的な女の子だし、会ったことがあれば忘れるはずがない。

















　僕が不思議に思っている内に、桔梗院さんはぷい、と視線を外して、元の無表情に戻ってしまった。



　転校生の桔梗院さんは、ものすごくクールな人だった。

　朝のホームルームが終わってから、クラスの多くが桔梗院さんの元に駆け寄って多種多様な質問を投げつけた。しかし彼かの女じよは、その全てを無表情のまま受け流すだけだった。

　嫌いやそうな顔こそしないが、露ろ骨こつに嫌そうな態度だ。

　そんな桔梗院さんの「放っておいてくれ」オーラを察したのか、転校生登場、という学生にとってのお祭りイベントは、早くも終わりを迎むかえつつあった。

　そんなこんなで昼休み。

　僕は織野さんと机を合わせて、一いつ緒しよにご飯を食べていた。

　なんで織野さんと一緒に食べているかと言うと、その理由は単純明快。

　お弁当を分けてもらうためである。

　……情けないにも程があるな、僕。

　普段は購こう買ばいでパンを買っているのだけど、当面の生活費を失ってしまった僕の財政状じよう況きようは、大変厳しいものとなっているのだ。

「はあ」僕は感かん嘆たんの息を漏もらした。「相変わらず、織野さんの料理はおいしいね」

「そ、そう？　ありがと」

「特に、この白いご飯がおいしいよ。やっぱり日本人は白米だよね」

「……籠島くんって根本的に人を褒ほめるのが下手よね」

　呆あきれる織野さん。しまった。そりゃ白米ほめちゃ意味ないのか。

「で、でも、毎朝こんなお弁当作るなんて、ホントすごいよ」

　フォローを入れながら、僕は改めてお弁当を眺ながめる。冷れい凍とう食品はひとつも入っていない、手作り感溢あふれる女の子らしいお弁当だ。

「毎日やってれば慣れるわよ。私の場合、料理は趣しゆ味みみたいなものだし。創作料理とか、よくやるから」

「あー、わかるわかる。創作料理って楽しいよね。僕もよく、自分の味みたいなものを追求したりするよ」

「……ごめん、一緒にしないで」

　すごく嫌そうな顔をされた。自分の描かいた絵画を子供の落書きと一緒にされた画家のような表情である。

　うーむ。最近発覚した衝しよう撃げきの事実なのだけど、どうも僕は世間一いつ般ぱんで言うところの味音おん痴ちという奴らしい。

　ちょっとしたコンプレックスなんだけど、最近は「むしろチャームポイントじゃね？」と考えるようにしている。

　ポジティブが僕のウリなのだ。

「さて」食事を終え、弁当箱を鞄かばんにしまってから、織野さんが言う。「籠島くんを騙した男のこと、ちゃんと考えましょうか」

「……そうだね」

　楽しい昼食のせいで危あやうく忘れるところだったが、僕は今、とてもピンチなのだ。

　現実から目をそらしたらだめだ。

　…………目をそらしたいなー。現実逃とう避ひしたいなー。

「明日になったら『あなたが騙し取られたのはこの金の十万円ですか？　銀の十万円ですか？』って、泉の精せい霊れいさんが現れて万ばん事じ解決しないかなあ」

「夢見過ぎ……。ていうか、金の十万円ってなによ」

　真面目に考えなさい、と怒おこられて、僕は真面目に考えてみる。

「……でも、警察に連絡するくらいしかできることはないよね、実際」

「そうね……。けど、今の段階じゃ、いくらなんでも情報が少な過ぎるから。その人の名前とかはわからないの？」

「一応、僕も気になって尋たずねたんだけど……」

「そしたら？」

「『名乗るほどの者じゃあ、ございやせん』って言われた」

「……それで？」

「謙けん虚きよでかっこいい人だなって思った」

「お馬鹿」

　ぐさっ。またもや心が傷つけられた。

　まあでも織野さんに「お馬鹿」って言われるのって、あんまり悪い気しないんだよなあ、とか考えちゃってる僕は、もしかするとどうしようもない奴なのかもしれない。

「私の方から、警察にお願いしてもいいんだけどね。上層部には、何人か知っている人がいるから。けど、だからってあんまり無理は言いたくないし……」

「え。織野さん、そんな権力あるの？」

「あ、ち、違う違うっ！」

　まるで、警察の上層部と深い繋つながりを持つ組織の一員、しかもそれなりの立場にいる人間が持つような大物のオーラを一瞬放った織野さんだったが、あたふたと手を振る今の彼女は、ただの女子高生にしか見えなかった。

　相変わらず織野さんは、ときどきわけのわからないことを口走るよなぁ。

「……はあ。八方塞ふさがりだ」

　がっくりと机に項うな垂だれる。

「なによりもまずは食費だよ。明日から、いや、今日の夜から何食べて生きてけばいいんだろう……」

「あ、あのさぁ」

　僕が頭を抱えていると、織野さんが声を上げた。

　顔を少し赤らめて、恥はずかしそうに言う。

「しばらくの間、私が籠島くんのお弁当作って──」



「ねえ」



　と、クールな声が会話に割り込んできた。

　振り向けば、そこにいたのは転校生の桔梗院さんだった。

「あんた、ちょっと来て」

　仏頂面のまま、冷たい視線で僕を見る。

「え、ぼ、僕？」

「早くして。昼休みが終わる前に済ませたいから」

　言うや否いなや、桔梗院さんはくるりと踵きびすを返して歩き出した。

「あ、ちょっと待ってよ」

　僕は慌あわてて席を立ち、とりあえず彼女を追いかける。

「待って、桔梗院さん」織野さんが言う。「なにかわからないことでもあったの？　それなら、私も一緒に行くわよ。委員長だから──」

「うっさい」

　無ぶ遠えん慮りよな言葉に「なっ」と織野さんの表情が固まる。

「そういうお節せつ介かいはいらない。あたしは──」すっと僕を指さす。「──こいつに用があるだけ」

「お、お節介ってなによ！　人がせっかく……」

「そういうのをお節介っていうの」

「……そ、それに、籠島くんに用事ってなによ？」

「なに？　あんた、こいつの彼女なわけ？」

　鬱うつ陶とうしそうに吐はかれたその問いに、織野さんは顔を真っ赤にした。

「ち、ちち違うけ、ど……」

「だったら、あんたには関係ないでしょ。ほっといて」

　桔梗院さんは再び歩き出す。「ほら、あんたは早く来なさい」と急せかされ、僕はわけがわからないまま、彼女に付いて行った。



　桔梗院さんに連れて行かれた場所は、人気のない体育館裏だった。

　今日転校してきたはずの彼女がどうして体育館裏の場所を知っていたかというと「昼休みの前半使って探したの」ということらしい。

「二人っきりになれるんだったら、どこでもよかったんだけどね」

　投げやりに言いながら、じっと僕を見つめる。

「………」

　僕はというと、ガッチガチに緊きん張ちようしていた。

　ごくりと唾つばを飲み込み、沸ふつ騰とうしそうな頭で現在の状況を必死に分ぶん析せきする。

　女の子に呼び出された。体育館裏。二人っきりになれる場所。

　……おいおい。

　これは、もう誰だれがどう考えても、告白だろう。

　僕はこれから、桔梗院さんにコクられるのだ。

「…………っ」

　心臓が馬鹿みたいに高鳴っている。だって、告白とかされるの初めてだし！

　いや、ちょっと待てよ。よく考えるとおかしくないか。桔梗院さんは今日転校してきたばかりなんだぞ。僕とだってまだほとんど話してないし。

　そのことを踏ふまえた上で、僕はもう一度冷静に考え直す。

　結論はひとつ。

　これが世に言う──一ひと目め惚ぼれだな！

　……いやあ。僕って、実はかっこよかったのかなあ？

「なにきょどってんのよ。キモいんだけど」

「な、なにをぅ！」

　惚ほれている男に対して、なんて冷たいことを言うんだろう。

　それにしても、ずいぶんと平然としているな、桔梗院さん。

　これから僕に告白するというのに、感情の高ぶりのようなものを全く感じない。顔も全く紅潮していない。美白のまんまだ。

　さてはこの子……慣れているな。

　くそぅ。慣れてる人にとっては、告白なんて些さ細さいなイベントかもしれないけれど、僕のような純情少年には、一生の思い出となるような一大イベントなんだぞ！

「……ふぅ」

　僕はひとつ深呼吸をした。落ち着け、落ち着くんだ籠島諦あきら。ビークール。

　桔梗院さんが僕のことを好きになってくれたことはすごく嬉うれしいけれど、残念ながら、僕は桔梗院さんのことが好きじゃない。

　だって、今日会ったばかりだし。

　ここで軽々しくＯＫして、桔梗院さんと付き合うことは簡単だ。けれども、それは僕の望むところじゃない。だから無難に「友達から始めよう」と返事をしよう。

　へたれ？　臆おく病びよう者もの？　考えが古い？

　ふん。なんとでも言ってくれ。

　僕はこういうことに関しては、なあなあにしたくないんだ。

　愛とか恋こいとか、付き合うとか付き合わないとか、そういうことを安易に決めたりしたくない。

　だから──ちゃんと断ろう。

「いきなりこんなことを言うと驚おどろくかもしんないけど……」

　桔梗院さんは告白とは思えないほど平へい坦たんな口調で言う。

「……うん」

　僕は静かに頷うなずいた。胸の中が、申し訳なさでいっぱいになる。

　ごめんね、桔梗院さん。せっかく勇気を振ふり絞しぼって（全然そんな風には見えないけど）、僕に告白してくれたのに。

　ああ、まったく。

　僕って奴やつは罪な男だぜ！



「あんた、悪あく霊りようが取とり憑ついてるわ」



「友達から──へ？」

　今なんて言った、この子？

　悪霊……？

　なんだか、聞き覚えがある単語だ。具体的には昨日の朝に。

「交通事故で死んだ夫ふう婦ふの霊れいね。夫婦で仲良くあんたの背後にくっついてる。すっごい無念そうな顔をしてるわ」

　僕──ではなく、僕の後ろを見つめている。

「そこまで霊れい力りよくが強い奴じゃないから、実害はないだろうけど……でも、悪お寒かんぐらいは感じてたんじゃない？　夜、寝ね苦ぐるしかったりしなかった？」

「え、いや、別に……」

「あ、そう。ならいいけど。ま、早いとこ成じよう仏ぶつさせてあげた方がよさそうね。いつまでもこの世にしがみついてても、いいことはないし。早く楽にしてあげたい」

「……あの、桔梗院さん、さっきから、なんの……」

「ああ。あたし、幽ゆう霊れいが見えんのよ」

　しれっと。すごく軽い調子で桔梗院さんは言った。

「京都で代々続いている陰おん陽みよう師じの家系なの。かの有名な安あ倍べの晴せい明めいの血を引く一族、安倍晴明の名前ぐらいならあんたでも知ってるでしょ？　土つち御み門かど家っていう本家があって、桔梗院家はその分家。あたしはそこの長女ってわけ」

「…………」

「この町に来たのは、すごく簡単に言えば武む者しや修しゆ行ぎようよ。成人するまでの間、あっちこっちの霊れい域いき──幽霊や妖よう怪かいが多くいる地域に飛ばされるのが通例なの」

「…………」

　背中に嫌な汗あせが流れるのを感じた。

　なんか、告白は告白でも、すっごい告白をされちゃったな……。

　いきなり幽霊が見えるとか陰陽師だとか言い出した桔梗院さんに、僕は、

「へ、へえ。すごいね」

　と言った。しかしまあ、桔梗院さんの話はまるっきり信用していない。

　さすがに、もう騙だまされないって。

　昨日、痛い目に合ったからね。僕にはきちんと学習機能が備わっているのだ。

　そんな僕の、若じやつ干かん引いてしまったような態度から察したのか、

「ま、信じてくれてもくれなくてもどっちでもいいんだけど。あたしのやることは変わんないし」

　桔梗院さんはぶっきらぼうにそう言って、軽く息を吐いた。

　僕の中にはわずかに「告白しようとして緊張しすぎた結果、幽霊とかわけのわからないことを口走ってしまった」という可能性があったのだが、どうやらその線は薄うすそうだ。

　しかし、悪霊が取り憑いているときたか……。

　……ああ、早くもトラウマになりつつある昨日の出来事が蘇よみがえってきた。

「これからあんたに取り憑いている霊を成仏させるから、しばらくじっとしてて」

「お、お金なら、払はらわないよっ！」

　金欠の僕は全力で叫さけんだ。

「今、本当にお金がなくて困ってるんだから！　どうせ騙すなら、もっとお金を持ってる人にしてよ！」

「……はあ？　なに言ってんの、あんた？」

「僕を騙そうったってそうはいかないぞ！　アレだよ！　うん、アレだ！　僕のお父さんは弁護士だから、僕を騙したら大変なことになるから！」

　全力ではったりをかます僕。これが全力である。

「急にどうしたっていうの？　なに、霊れい感かん商法に引っかかったことでもあるわけ？」

「は、はあっ!?　ななななにを言ってるのかねきみは!?」

　全力でしらを切る僕。これが全力である。

「とにかくっ」

　わたわたとしている僕が鬱陶しいのか、桔梗院さんが金色の髪をかき上げて、大きく息を吐いた。

「金なんかとんないから、じっとしてて」

「本当に？　本当だね？　後になって請せい求きゆうとかしないでよ。僕、お父さんが国際弁護士だから、そういうのにすごく詳くわしいんだから──」

「ああ、もうっ！　しつこいっつーの！　黙って立ってろ！」

　キレ気味に怒ど鳴なられて、僕は反射的に気をつけの姿勢になった。

　すると桔梗院さんは、ポケットからしゅるりと一枚お札を取り出した。白い長方形の紙に何語なのかよくわからない文字が綴つづってある。

　その札を、べしん、と僕の額に貼はり付けた。

「あいたっ。ちょっと、もっとやさしく──」

「黙ってろ」

「……はい」

　怖こわいなあ、もう。完全に自分の世界入っちゃってるよ。

　いろいろな意味で怖い。

　目を閉じて集中し始めた桔梗院さんを眺めながら、僕はぼんやりと考えてみる。

　お金が目的じゃない、と、この子は言っていた。

　ということは……あれか。

　幽霊が見えるとか言って、みんなの気を引きたいだけなんだろうなぁ……。

　そういえば、小学校のときもいたな、そうやってクラスの人気者になろうとしてた女の子が。どこの学校にも一人くらいいるんだろう。

　でも、高校生にもなってそういうのは、ちょっとキツい。

　キャラの立て方を間ま違ちがっているとしか言いようがない。

「すぅ──」

　桔梗院さんは、静かに息を吸った。

「臨りん・兵ぴよう・闘とう・者しや──」

　うお！　なんかそれっぽいことやり出した！

　僕の目の前で、二本指を立てた手を空間に九回走らせる。

「皆かい・陣じん・列れつ・在ざい・前ぜん──浄じよう！」

　声を張り上げ、僕の額のお札の前でぴたりと手を止めた。

　なにをやっているんだこの子は、と思いつつも、桔梗院さんの表情があまりにも真しん剣けんだったため、僕ぼくは気け圧おされ、なにも言うことができなかった。

「……はい、終わった」

　安あん堵どしたような息を吐きながら、桔梗院さんは手を下ろした。それと同時、僕の額に貼り付いていたお札も剥はがれて、地面にひらひらと落ちる。

「夫婦の霊は、ちゃんと成仏させることができたわ。いつまでもこの世に縛しばられていてもいいことないから、ほんとよかった」

　やりきった、という表情である。

「あ、お礼とかはいらないから。別にあんたのために除じよ霊れいしたわけじゃないし。同じクラスに取り憑かれた人間がいると、目め障ざわりだっただけ」

「…………」

「このことは誰にも言わないで──なんて言わないわ。言いふらすなりなんなり好きにしていいわよ。どうせ誰も信用しないだろうし、したとしても不気味に思うだけだろうから」

　じゃあね、と。

　言いたいだけ言った桔梗院さんは、すぐに体育館裏からいなくなった。

　一人取り残された僕は、コンクリートの壁かべに背をつけて、そのままずるずると地面にしゃがみ込む。

「……イタいなぁ」

　これは、中二病コスプレ娘むすめの栗栖ちゃんに匹ひつ敵てきするイタさだ。転校してきたばかりで不安なのはわかるけど、幽霊が見えるとか言って周りの気を引こうとするのは、やっぱりどうかと思う。

　まあ、霊感商法を行う詐さ欺ぎ師しに比べれば、悪意がない分、全然マシなんだけど。

「…………」

　僕は首を回して、自分の肩かた越ごしに背後を眺めた。

　なにも見えない。

　桔梗院さんが除霊してくれたから、もし仮にいたとしても見えるはずがないんだけど、それでも、さっきまで自分の背後に幽霊がいたなんて、どうしても思えない。

　まあ確かに、言われてみれば、肩かたが軽くなったような気がしないでも──

「はっ！　ダ、ダメだダメだ！」

　こんな風に考えたら、桔梗院さんの思おもう壺つぼ（？）だ。

　肩が軽くなったのなんて、プラシーボ効果に決まっている！

　学習するんだ僕！

　幽霊なんかいない！





「なんだか辛しん気き臭くさい顔をしているな、籠島」

　放課後。コン部の部室にやってきた僕は、神楽井かぐらい先せん輩ぱいと格ゲーをやっていた。対戦が終わり一段落着いたところで、先輩が心配するようなからかうような声で訊きいてきた。

　神楽井先輩はゲームが趣味で、放課後一いつ緒しよに遊ぶことがよくあるのだ。

　しかし、神楽井先輩のゲームの仕方は、とても変わっている。

「はっ。どーせお前の悩なやみなんて、母親にエロ本が見つかったとか、そんなレベルだろ？　ったく器うつわのちっちぇえ小こ僧ぞうだな」

「こらガク太た。あんまり籠島をいじめるな。いくらゲームで負けて悔くやしいからって」

「はあ？　なに言ってんだもにゅ美み？　全然悔しくないし。あー、全然悔しくないね！」

「……器が小さいのはどっちだ」

「うるせっ！　ほら坊ぼう主ず！　もう一回やるぞ！」

「ふぅ。すまないな、籠島。付き合ってやってくれ」

「……………まあ、いいですけど」

　相変わらず神楽井先輩の腹話術はレベルが高すぎてちょっと怖いなぁ、と思いながら、僕はコントローラーを操作して、キャラを選せん択たくする。

　神楽井先輩は膝ひざの上にぬいぐるみのガク太くんを乗せて、後ろから小さな手を握にぎってコントローラーを操作していた。二度手間なことこの上ない。

「ぬん！　だら！　おらぁ！」

　叫び声を上げながら、小さくて柔やわらかい手で激しくボタンを連打するガク太くんと、それをやれやれと見下ろす神楽井先輩。

　どう見ても神楽井先輩は自律駆く動どうするガク太くんに手を添そえているだけにしか見えないんだけど、それはまあ目の錯さつ覚かくという奴だろう。

「それで、籠島」

　対戦が終わり（またもや僕の勝ち）、「んがぁ！」と悶もだえるガク太くん、の声を出しながら、自分の声も出す神楽井先輩。

　二つの声を同時に出せるなんて、もう世界レベルの腹話術だ。

　いつか世界に羽ばたく前にサインをもらっておこうかな。

「なんでそんな、らしくもない辛気臭い顔をしているんだ？」

「僕にだって悩みぐらいあるんですよ」

「ふむ。今日、お前のクラスに転校生が来たらしいが、もしかしてそれ関係か？」

「よく知ってますね、そんなこと」

「私を誰だと思っている？」

　ふふん、と得意げに微笑ほほえむ。

　そういえば神楽井先輩は、まるではるか未来からやって来た人の如く凄すさまじいコンピューター技術を持っているのだった。この安あ達だ太た良ら高校のデータも、神楽井先輩が管理を任されている。

　つまり、この学校のことで彼かの女じよに知らないことはないということだ。

「お察しの通り、転校生関係ですよ」

　僕は、今日の昼休みの出来事だけを話した。十万円もする壺を買わされたことは恥ずべきことなので、偶ぐう然ぜん知ってしまった織野さん以外には隠かくしておく。

「ほう。初日から転校生に手を出すとは。籠島も奥おく手てそうに見えて、案外積極的だな」

「……今の話をどう聞いたら、そうなるんですか？」

「羨うらやましい限りだよ。転校生というのは平成文学において極きわめて重要な属性のひとつだ。どうせなら私のクラスにやって来てくれればいいものを」

「…………」

　神楽井先輩は、オタク文化のことを平成文学と呼び、並々ならぬ愛情を注いでいる。キレイ系の美人さんなのに、ギャルゲーやエロゲーをやりまくっているのだ。

「ただかわいいだけの転校生ならよかったんですけどね……。なんていうか、ひとくせもふたくせもありそうな女の子でしたよ」

　幽霊とか、妖怪とか、陰陽師とか。

　そういう非日常的な存在を、僕は信じない。

　十年前、そよ風公園で出会った変なスーツのお姉さんが、そう言っていたから。

「ああ、そうだ籠島。今日は大事な話があったんだ」

「なんですか？」

「お前、この部に入らないか？」

「この部って、コン部にですか？」

　こくり、と頷く神楽井先輩。

　コン部は、正式名めい称しようをコンピューター部という。元々は十人ぐらいでパソコンやプログラムの作成を行う部活だったのだが、今年の春、帰国子女である神楽井先輩が入部して、その結果全すべての部員が辞やめてしまった。現在は先輩一人なのである。

「別に入ってもいいですけど……でも、どうしていきなり？　なにか問題でもあったんですか？」

「うむ。実は最近、生徒会が主導となって、人数の少ない部活を廃はい部ぶにしようという動きが起きているんだ。この部活も、そのターゲットになってしまったというわけだ」

「へえ。生徒会が、ですか」

　部員が一人しかいないコン部が今まで存続を認められていたのは、神楽井先輩が学校のセキュリティなどの管理をしているおかげだったんだけど、結局、それは例外でしかなかったということか。

　そういうのが気に入らない人間もいるのだろう。

「まったく、なんなんだろうな、この高校の生徒会はっ！」

　息を荒あらくする神楽井先輩。だいぶご立腹のようである。コン部の存続に関して、生徒会の人間と揉もめたりしたのだろうか。

「平成文学ならば、生徒会というのはすごく魅み力りよく的てきで楽しそうな組織だというのに……あいつらと来たら、なんという没ぼつ個こ性せいの集まりなんだ……。五人中四人が男ってやる気あるのか！　誰が買うんだ、そんな話！」

　……憤いきどおりの方向がおかしい。

　確かに、うちの生徒会は割と地味な人ばかりだけども。

　確かに、漫まん画がやアニメじゃ生徒会はすっごく楽しそうな組織だけども。

　まあ、その話は置いといて。

「じゃあ、この部室が使えなくなるかもしれないってことですか？」

「ああ、そうだ」

「……それはちょっと悲しいですね。ここ、めちゃくちゃ居い心ごこ地ちいいのに。最上階だから眺ながめもいいし、パソコンがあるから冷れい暖だん房ぼうはばっちりだし」

「私としても、この部室を失うのは惜おしい。せっかく、ここのパソコンをＢ３ワールドにリンクしやすいように改造するのに、結構な手間がかかったからな。複数のパソコンを並列に繋つないで──」

「え。Ｂ３ワールド？　なんですか、それ？」

「あーっ！　な、なんでもない！　なんでもないから気にするな！」

「そうですか」

　なんでもないなら、気にしなくっていいや。

「とにかく、人数を集めてきちんとした部にしたいんだ。そうすれば、文句を言う人間もいなくなるだろう。もちろん、コンピューター部としての活動は、私に任せてもらえれば大だい丈じよう夫ぶだ。この時代の高校生が──じゃなくて。うん、まあそれなりにやっておく」

「僕はオッケーですよ。でも、他のメンバーはどうするんです？」

　正式な部活動に必要な人数は、五人だったはず。僕と神楽井先輩を入れても、あと三人足りない。

「織野と栗栖でいいだろう」神楽井先輩は当然のように言う。「あの二人も、確か部活には入っていなかったと思うが」

　織野さんと栗栖ちゃんの二人は、神楽井先輩ともそれなりに親交がある。このコン部の部室で、僕も入れて四人で勉強会を開くことがよくあるのだ。

「そうですけど、でも、本人達に聞いてみないことには……」

「あの二人なら、私が本気で頼たのめば断るはずがない」

　そう言って不敵に微笑む。

　……織野さんと栗栖ちゃんの人の良さを利用する気だ、この人。

「で、後一人はどうするんですか？」

「誰だって構わないんだがな。籠島、お前は誰か心当たりはいないのか？」

「あー、どうでしょう？　僕の周り、部活入ってる人ばっかりですし」

　ちなみにうちの高校は兼けん部ぶ禁止。だから、もう一人の部員は必然的に帰宅部の人間から選ばなければならない。

「そうか。うーむ。大々的に宣伝するのも面めん倒どうだが、かといって、部活動に入っていない人間を探し出すのも面倒だ……」

　神楽井先輩は腕うでを組んで考え込むが「あ、そうだ」と、すぐになにかを閃ひらめいた。

「いるじゃないか。絶対に部活に入っていない人間が一人」

「誰ですか？」

「転校生」

　ああ、確かに。今日転校してきたばかりの桔梗院さんは、どう考えてもまだ部活には入っていないだろう。今日も、授業が終わるとさっさと一人で帰っていた。

「籠島はもう転校生と仲良くなったんだろう？　渡わたりに船とはこのことだ。ちょっと頼んでみてくれ」

「だから仲良くなんてなってませんって」

「頼むだけ頼んでみてくれ。転校生とは仲良くするものだ。世の中にはどんなに望んでも転校生と友達になれない輩やからもいるんだぞ。男だったら転校生と仲良くしてなんぼだろ」

　どんだけ転校生っていう肩かた書がきにロマンを感じているんだろう。

　神楽井先輩のギャルゲー脳は、ちょっと深刻なレベルでまずそうだ。

「転校生というのは、新しい刺し激げきと物語の急展開を予想させる素す晴ばらしい属性だ。この転校生と対極の魅み力りよくを持つのが、幼おさな馴な染じみだな。ずっと一緒にいたという絆きずな、そして近すぎるから気がつかなかったという切なさ、さらに──」

「へー。すごいっすねー」

　べらべらと語り始めた神楽井先輩を適当に流しつつ、僕はそろそろ帰ろうかと思い、支し度たくを始めた。

「まあ、幼馴染みなら、僕、いますけどね」

「つまり、ツンデレが時代と共に変化を遂とげ──っ」

　ぴたり、と。

　何気ない僕の一言で、トークが止まった。振ふり返かえると、目を思いっきり見開いて、口をパクパクと開閉させている神楽井先輩がいた。

「ど、どうしたんですか？」

「……お前、今、なんて言った？　幼馴染みがいる……だと……？」

「え、ええ、まあ」

　はあっ！　と悲鳴のような声を上げて、神楽井先輩は天を仰あおいだ。

「幼馴染みなんて、転校生とは比べ物にならないほど、現実で手に入れられる確率の低い属性だぞ……。そんな人類の宝──否いや、人類の最終兵器を、お前は保有しているというのか……」

「そんな、幼馴染みを核かく兵へい器きみたいに言われても……」

「平成文学において、幼馴染みというキャラクターが頻ひん繁ぱんに登場するのは『現実にはかわいい幼馴染みなどいない』という若者達の絶対的なコンプレックスを解消するためなんだぞ。それなのに……。お、お前は、自分がどれほど恵めぐまれた境きよう遇ぐうにいるかわかっているのか……」

「……は、はあ」

　あまりの食いつきに、僕はちょっと引いた。

　神楽井先輩の幼馴染みに対するロマンは、転校生の軽く十倍はあったようだ。

「……え、なにお前？　なんなのお前？　クラスに転校生がやってくるわ、幼馴染みはいるわって。なんだお前は？　神か？　神なのかお前は？」

「…………」

　なんか、すっげー面倒くさいテンションになっちゃったなぁ。

　学校中の男から、冷れい徹てつなクールビューティーだろうと思われている神楽井先輩だけれど、こうして話すと、それがただの幻げん想そうだということがよくわかる。

　外見の割にフレンドリーでコメディなのだ。

「おい籠島。その幼馴染みはかわいいのか？」

「……いや、かわいいっていうよりは、かっこいい感じですよ」

「ふむ。ボーイッシュな子なのか」

「？　いや、ボーイッシュっていうか、ボーイですけど」

「……は？」

　ぽかーん、と口を開く神楽井先輩。

「え、あ……はあ？　すまない、籠島。私はこの時代の言葉は勉強しているつもりなんだが、今、お前が口にした言葉の意味が理解できない。もう一度言ってくれるか？」

「だから、ボーイですよ。まあ、けっこう大人っぽい奴ですから、ボーイっていうよりはガイって感じですかね」

　すると神楽井先輩は、未知の言語を聞かされた人のような顔になってしまった。

「か、籠島……。もしかしてお前の幼馴染みは、男、なのか……？」

　嘘うそだろ、嘘だと言ってくれ、という必死な様子だ。

「はい」

　しかし僕は普ふ通つうに頷いた。

「……同性の幼馴染み……だと……？」

　両手で頭を抱かかえ込み、整っていた長い髪かみをぐしゃぐしゃと乱す。自分の学んできた全てのことを否定された学者のようであった。

「……籠島、お前、ひょっとして、ホモなのか？」

「違ちがいますよ！　なんでそうなるんですか！」

「だって、男のくせに男のことを幼馴染みだなんて……。もはやそれしか考えられないだろう」

　神楽井先輩のギャルゲー脳は、もう取り返しがつかないレベルらしい。

　まあ、僕もそれなりにサブカルチャーには触ふれている人間だから、幼馴染みイコール異性っていう考えはわからなくもないけれど。

「そもそも幼馴染みって、別に異性限定の言葉じゃないですからね」

「いやいや、それにしたって、ていうか、だって、だって、だって、だって、だってさぁ……だってさぁ……だってだってだって」

　子供のように駄だ々だをこね始めた。

　本当に面倒くさいテンションである。

「はあ……。もういいさ。現実になにか期待した私が馬ば鹿かだった」

　深く息を吐はいて、神楽井先輩は愛用のデスクトップパソコンのある席に座すわる。

「かわいい幼馴染みがいるのなんて、やはりゲームの中だけか……」

　パソコンを機動させ、ギャルゲーを始める。

「……もう何回も言いましたけど、もう一度言いますね。神楽井先輩。ギャルゲーは人目につかないところでやりましょうよ……」

「断る。私はなにも恥はずかしいことはしていない」

















　胸を張って堂々と言い切った。なんという無む駄だな男らしさ。

「なんなら、お前も一緒にやっていくか、籠島？　二度と男を幼馴染みだなんて言えないように矯きよう正せいしたやろう」

「……遠えん慮りよします。ギャルゲーは一人で楽しんでください」

　二人でとか、気まずくてしょうがない。

「それで籠島。その同性の幼馴染みとやらは、いつからの幼馴染みなんだ？」

「……え？」

「だから、いつからの幼馴染みなんだ？　小学校か、もしくは幼よう稚ち園えんか？　それとも親同士仲が良くて赤あかん坊ぼうの頃ころから、というパターンか？」

「パターンとか言わないでくださいよ」

　でも──あれ？

　いつから？　いつから、だって？

「……考えたこともありませんでした」

「ん？　考えたこともないって、そんなことがあるのか？　正確な日付は覚えてなくても、だいたいはわかるものだろう」

「です、よね。僕も、そう思います……」

　本当に、考えたこともなかった。

　彼かれとは──気がついたら当たり前のように友達だった。

　彼と友達でなかった時代を、思い出せない。

　あれ？

　彼とは、いつから友達なんだっけ？

　彼と初めて会ったのは──いつだったっけ？





　僕の家から、人気のない方に人気のない方にと進んで行くと、少し寂さびれた神社に辿たどり着つく。僕は信しん仰こうとは無む縁えんの人間なので、その神社にどんな神様がいるかは知らない。

　夕日によって一層赤みを増した鳥居をくぐり、神社の境けい内だいに入った。辺りはとても静かで、ざぁざぁと、風が木々の葉を揺ゆらす音しか耳に入らない。

　家に帰ってから、僕はこの神社に向けて自転車を漕こいだ。

　ここに来れば──

「あ、やっぱり」

　石いし畳だたみの上を歩いて行くと、社の小さな階段に、一人の男が座っていた。

　黒に近い灰色の着流しと白に近い灰色の髪かみ。白と黒がはっきりしない、曖あい昧まいで朧おぼろげなモノトーン調の容よう貌ぼう。

　彼は長い足を組み、その上に薄い文庫本を乗せて読んでいた。僕に気づくと、本から顔を上げて、



「やあ、アキラ」



　そう言って彼は微笑んだ。苦くて甘あまい、彼らしい笑え顔がおだった。

「久しぶりだね、カイ」

　軽く答えて、僕は彼の一段下に座った。

　篠しの瀬せ戒かい。

　僕の幼馴染みである。

　幼稚園や小学校が一緒だったとか、同じ塾じゆくやクラブに通っていたとか、特にそういう接点はないのだけれど、僕は──気がついたら彼と友達だった。

　カイはこの神社にいることが多い。カイに会えるかなぁ、なんて思いながらここに来ると、まるで待まち伏ぶせしているみたいに、彼はここにいる。

　カイは読んでいた本に愛用の栞しおりを挟はさむと、ぱたりと閉じた。

「別に読んでてもいいよ。読書中だったんでしょ？」

「いや、いいよ。本を読むよりもアキラと話した方が楽しいからね」

　冗じよう談だんっぽい言葉だったが、単純な僕は冗談でも嬉うれしくなってしまう。

「ねえカイ。ここの神社ってなんの神様がいるんだっけ？」

「ここは稲荷いなり神社だから、お稲荷様がいるんだよ」

「お稲荷様？　なにそれ？　いなり寿ず司しとなにか関係ある？」

「稲荷は狐きつねだよ。あそこに狐の像があるだろう？」

「あ、本当だ」

　カイの言う通り、鳥居から少し離はなれたところに狐の像がふたつあった。

「ちなみにいなり寿司は、狐の好物である油あぶら揚あげを使ってるから稲荷寿司というんだ」

「なーるほど。さすがカイ。相変わらずもの知りだね」

「アキラがものを知らなすぎるんだよ」

　意地悪く笑うカイに、僕はむっとして言い返す。

「悪かったね、無知で」

「拗すねるなよ。子供じゃないんだから」カイは苦く笑しようする。「別に、無知は悪いことじゃないだろ。知らない方がいいことなんて、この世には山ほどある」

「『知らぬが仏』ってことだね」

「そうさ。本当に大事なことは、神様だけが知ってればいい」

「神様だけ……？」

「『神のみぞ知る』ってことだよ」

　軽く言って、彼は苦く甘く微笑んだ。

　時折、カイはこんな風によくわからないことを言う。僕には理解できないような難しい意味があるのかもしれないし、なんの意味もないのかもしれない。

　ただ僕は、彼のこういう話を聞くのが嫌きらいじゃなかった。

　それから僕らは、他た愛あいもない話をした。僕が最近ハマっている漫画のことやカイが最近読んだ小説のこと。僕が昨日思いついた爆ばく笑しよう必至の一発ギャグを披ひ露ろうしたり、それに対してカイが困った顔をしたり、などなど。

「桔梗院……？　アキラ、それは本当かい？」

　クラスに京都から転校生が来た、という話をしたら、カイは少し驚おどろいた。

「本当だよ。桔梗院さんのこと、なにか知ってるの？」

「いや。その転校生個人については知らないよ。ただ、桔梗院という名は知っている。京都の方じゃそこそこ有名な家だからね。大だい陰おん陽みよう師じ安倍晴明の血を引く土御門家。そして、その分家がひとつ、桔梗院家」

　桔梗院さんが言っていたことと同じだった。安倍晴明の血を引くとか、分家とか。そのへんは、彼女の脳内設定ではなかったらしい。

「えっと、それで、安倍晴明さんの血を引いてるからってなんなの？　なにか、すごい力があるとか？」

「いいや。そんなことはない。ただ、血を引いてるってだけじゃないかな」

　カイはやけにわざとらしく言った。

「土御門の方は占うらないや風水で儲もうけてるらしいけど、桔梗院の方は、あんまりいい話は聞かないな。悪い噂うわさの方が多いくらいだ」

「悪い噂？」

「『狐に憑つかれた一族』」

　声のトーンが、少し落ちた。

「狐に呪のろわれた桔梗院家には女児しか生まれず、そして代を経へるごとに、生まれてくる女子の髪は金色に近くなっている──なんて噂が広まっている」

　桔梗院さんの髪の色。

　それは、確かに金色だった。

「……呪いって。なんだか時じ代だい錯さく誤ごだね。そういうのが未いまだに残ってるんだ」

「時代は関係ないだろ。いつまで経たっても、こういう類たぐいの話はなくならないよ。人間が存在する限り、幽ゆう霊れいも妖よう怪かいもいなくならない」

　断定口調で言ったカイに、僕は思わず問い返す。

「じゃあ、きみは幽霊の存在って信じてるの？」

「ん？　んー、そうだなぁ。いないと思うぜ」

　やけに含ふくみを持たせる調子で、カイは言った。

　そっか。やっぱりいないのか。カイがそう言うのなら、その通りなんだろう。

「たとえば、座ざ敷しき童子わらしって妖怪、アキラは知ってるかい？」

「うん、まあ。座敷童子は割と有名な妖怪だから」

「どのくらい知ってる？」

「ええと、家に取り憑いて、そこに住む人を幸せにするとかなんとか……」

　あとは──

　子供が集まって遊んでいると、知らない間に一人増えていた。誰だれか一人紛まぎれ込んでいるはずなのに、どの子も見たことのある顔をしている。その一人が、座敷童子。

　──とか。

　つまり、知らない間に友達になっている妖怪。

　それが、座敷童子なんじゃないだろうか。

「オーケイ。そんだけわかってりゃ十分だ。話が早い」

　満足そうに頷うなずいて、カイは言う。

「座敷童子という妖怪は、共同体の中での『富の偏かたより』を是ぜ正せいするために生まれた、民みん俗ぞく学がく的な装置なんだよ」

　……さっぱりわからない。

　そんな僕の表情から察したのか、カイはわかりやすく言い直す。

「すごく簡単に言えば『なぜあいつの家だけ金持ちなんだ？』という疑問に対する答えとして『あそこの家には座敷童子が住んでいるからだ』という答えが欲ほしかっただけさ」

「ふむふむ」

「座敷童子は東北の妖怪だけど、似たような由来の妖怪ならどこにだっているぜ。狐きつね憑つきや犬神憑き。いわゆる憑きもの筋とよばれるものは、だいたいそうだね」

「なるほど、よーくわかったよ」

　カイが自分のことのように詳くわしく教えてくれたおかげで、ようやく理解できた。

「つまり──妖怪なんていないってことだね」

　結局、全ては、科学が未発達な時代に生まれたものなのだろう。

　わけがわからない理り不ふ尽じんな状じよう況きようを説明するために生まれたもの。

　それが、妖怪。

「そいつはどうかな？」

　しかしカイは、曖昧に言葉を濁にごした。

「科学的にどうってなったら、そりゃ妖怪は存在しないって言い切れる。けど、科学に支配されつつあるこの時代でも、人は変わらず神を信じ、妖怪を恐おそれる。仏を拝んで、悪あく魔まを忌いみ嫌う。科学的に証明されなくても、その存在が人の心に影えい響きようを与あたえるのなら、それはいるって言ってもいいんじゃないかな」

「それは……たとえば、自殺があった部屋の家賃が安くなったりとか、妖怪モノや陰陽師モノの漫画を書く人がいるとか、そういうこと？」

　僕ぼくが確かく認にんすると、彼は静かに顎あごを引いた。

「……でも、それって結局はいないってことだよね？　人間が自分から生み出して、それに踊おどらされてるだけっていうか……」

「そのへんは科学と一いつ緒しよだろ」

「科学と一緒？」

「人の手によって生み出されたくせに、段々と人の手には負えなくなっていくのさ、科学もオカルトも。子供が親の望んだ通りには育たない、みたいな話だよ」

　僕は、わかったようなわからないような気持ちになった。

「混乱させちゃったかな？　まあ、本当はアキラの言う通りだよ。妖怪なんていない。いくら人の心に影響を与えようとも、その存在はただのフィクション。実在の人物・団体・事件などには関係していても、実在はしていない」

　そう言ってカイは微笑んだ。大人が子供をあやすような、そんな笑顔だった。

「幽霊も妖怪もいない。だから、きみの知らないうちに座敷童子がきみの友達になっているなんてことは、ありえない」

「……そっか。うん。そうだよね」

　カイの話を聞いて、僕の中にあった疑念が全て晴れた。

　幽霊も妖怪もこの世にはいない。

　だから桔梗院さんは、そしてあの修しゆ行ぎよう僧そうさんも、やっぱりインチキなのだろう。

「……暗くなってきたね。そろそろ帰るよ」

　腰こしを上げ、階段を下りて歩き出した。

　軽く別れを済ませて、僕はカイに背を向ける。

　結局、十万円騙だまし盗とられたことは言わなかった。

　心配させたくないという気持ちと、恥ずかしいという気持ちから。

　……うぅ。でも、今日の晩ご飯どうしよう……。

「アキラ！」

　背後から声がして振り返ると、カイがなにかを投げてよこした。なんとか受け取り、手の中を見てみると、それは五百円玉だった。

「こないだ借りてた五百円、ちゃんと返したぜ」

「え。僕、カイにお金なんか貸してたっけ？」

「あれ。僕の勘かん違ちがいだったかな。まあいいや。じゃあ、貸してやるよ。それで晩飯でも買うといい」

「え、でも……」

「今度、お金があるときにでも返してくれよ」

「……はは。ありがと」

　僕は、笑うしかなかった。

　聡そう明めいな幼馴染みには、僕の隠していることなんて、全て見み透すかされていたらしい。










　　　第二章　除じよ霊れいごっこ





「なんでまた憑かれてんのよっ！」

　開口一番、桔き梗きよう院いんさんは驚きよう愕がくの表情でそう叫さけんだ。

　翌日の早朝。教室に入るところで、ばったりと桔梗院さんに遭そう遇ぐうした。僕は昨日の除霊ごっこを思い出して、声をかけようかどうか一いつ瞬しゆん迷ったが、ここでシカトするのもどうだろうか、と考え、ごく普通に「おはよう」と言ったのだ。

　それなのに……。

「嘘でしょ……。昨日の今日でなんでまた……なんなのあんたって……？」

　桔梗院さん曰いわく、僕はまた悪あく霊りように取り憑かれているらしい。

「あたしの除霊が失敗したってこと……。ううん、そんなはずない。昨日の霊れいはちゃんと成じよう仏ぶつしたから……」じぃっと僕の肩かたらへんを見る。「うん。やっぱり昨日の霊とは違う。新しく取り憑かれたってことか……」

「……あのさぁ」

　ちょっとうんざりとしてきたので、ついつい言ってしまう。

「そうやって無む闇やみやたらに人を怖こわがらせるの、やめようよ。そんなことしなくても、僕、桔梗院さんの友達になってあげるから。あ、なんだったら、メアド交こう換かんしようか」

「ちょっと黙だまってて」

　僕の善意を一いつ蹴しゆうして、骨こつ董とう品ひんを見る鑑かん定てい士しの如ごとく、僕の肩に真しん剣けんな眼まな差ざしを送る。

「あんたって昔っから取り憑かれ易やすい体質だったの？」

「あんた、あんたって。僕には籠かご島しま諦あきらっていう名前が……」

「質問に答えろ」

「……はい」頷く僕。だって怖いんだもん。「ええと、憑かれるとか憑かれないとか、よくわかんないよ。そういうのとは、割と無縁な生活を送ってきたつもり」

「そう。でも、除霊した直後に新しい霊に取り憑かれるなんて、普通ならありえないわ。馬鹿みたいに霊れい力りよくが高い人間は、たまにそういうことがあるけど、あんたって別に霊力が高そうにも見えないし……となると……」

　腕を組んで一人で考え込む桔梗院さん。しばらくして「ねえ」と顔を上げて、

「今日の放課後、あんたの家に行っていい？　ていうか行くから」

　とんでもないことを言った。

「え、ええ？」

「聞こえなかったの？　あんたの家に行くって言ったのよ」

「聞こえたけど……でも、どうして？」

「あんた自身に原因があるとは思えないからよ。こうなって来ると、一番原因となっている可能性が高いのは、あんたの家ね」

「いや、そうじゃなくって」

　どうしてそんな嘘をついてまで僕の家に来たいのか、って聞きたかったんだけど。

　なんだろう。やっぱりこの子、僕に気があるのかな？

「あんたの家ってどこらへん？」

「えっと、そよ風公園ってわかる？　あ、正しくは元公園。今は立ち入り禁止になってるところ……。そこの近くなんだけど」

　って、転校してきたばかりなのにわかるわけないか。そう思ったのだが、意外にも桔梗院さんは納なつ得とくの頷きを見せた。

「ああ、あそこね。割と近いじゃない」

「よく知ってるね。桔梗院さん、越こしてきたばかりじゃないの？」

「自分の住む土地に精通しておくことは陰陽師の基本よ。この町の地理なら、もうあんたよりも詳しい自信があるわよ」

　なるほど。どうやら散歩が趣しゆ味みらしい。

「んじゃ、その元そよ風公園に、放課後……六時？　に、集合ね。一いつ旦たん家に帰ってから、必要なもの揃そろえて行くから」

「必要なもの？」

「除霊に必要なものよ。あんた、自覚はないかもしれないけど相当ヤバイわよ。昨日はすごく簡単にやったけど、今日はマジでやるから。じゃ、六時ね」

　一方的に別れを済ませると、桔梗院さんは教室に入っていった。

　廊ろう下かに取り残された僕は、必死に頭を働かせる。

　桔梗院さん、いったいなにが目的なんだろう？

　幸いなことに、昨日の夜『どこかに金が落ちてないか？』と家中を隅すみから隅まで掃そう除じしたため、家はとても綺き麗れいだ。こないだ、織おり野のさんと栗くり栖すちゃんが来たときのように、エロ本がどうこうってことはもうないだろう。

　ちなみに『どこかに金が落ちてないか？』作戦の戦果は、七二三円。冬物のズボンに入っていた五百円玉が大きかった。

　……とはいえ、焼け石に水なのには変わりはない。次の生活費が送られてくる三ヶ月後までの生活を考えると、涙なみだが出そうだ。

　あーあ。

　ＲＰＧみたいに、その辺の棚たなとか開けたら小こ銭ぜにが出てくればいいのに。

　野の良ら猫ねことか倒たおしたら、経験値とゴールドもらえないかなあ。

「……おはよ」

　動物虐ぎやく待たいなことを考えていた僕の前に、織野さんが現れた。軽く頬ほおをふくらませて、不ふ機き嫌げんそうな顔をしている。

「どうしたの、織野さん？　調子でも悪いの？」

「……桔梗院さんと楽しそうになに話してたの？」

「え。ああ、いや、別に楽しそうに話してたつもりはないんだけど」

　というか、むしろお互たがいにうんざりした様子で話していた気がする。それが楽しそうに見えるなんて、織野さん、ずいぶんと遠くから見てたんだろうな。

「えっとね」

　説明が面倒だったので、僕は色々とハショって言う。

「桔梗院さんが、僕の家に遊びに来たいんだって」

「ええっ!?」

　織野さんが声を荒あらげた。目を見開いて、顔全体で驚きを表現している。

「え、ええ？　な、なんで桔梗院さんが籠島くんの家に行くの？」

「さあ？」

　そんなの僕が聞きたいくらいだ。彼かの女じよの行動原理は、僕にはさっぱりわからない。

「そ、それで、オーケイ、したの？」

「うん。まあ、来たいなら来れば、って思うし」

「……なにその上から目線」

　織野さんは額に手を当てた。なんだかすごく残念そうな顔をしている。桔梗院さんが僕の家に来ると、なにか不都合なことがあるのだろうか。

「嘘でしょ……。なんで昨日の今日でそんなことに。いったいなんなのよ、あの子……」

「……織野さんって、もしかして桔梗院さんのこと嫌い？」

「いや、別に、嫌いってわけじゃないんだけど……。まあ、ああいう態度はどうなのかな、って思う」

　織野さんは教室の中に視線を流した。その先には、仏ぶつ頂ちよう面づらのまま窓の外を眺ながめる桔梗院さんがいた。

　彼女に話しかけるクラスメイトは誰もいない。それは、桔梗院さんが自分からそういう風にしているからだろう。

　上う手まくみんなに馴な染じめない、というのではなく、馴染む気が全くない様子だ。

　周囲に対してなんの期待もしていないような、そんな目をしている。

「それで、桔梗院さんは、なにしに籠島くんの家に行くの？」

「さあ？」

　だから僕が聞きたいくらいだ。

「籠島くんの家って、確か両親海外に行ってるのよね……。じゃ、じゃあ、二人っきりになっちゃうじゃないっ！」

　ああ、そういえばそうか。

　うーん。確かに、そういうのはよくないのかもしれないな。

「だから、ね。私も行くから──って、あ」

　そこで織野さんは、どうしても外せない用事を思い出したような表情になった。

「……ほ、放課後はお腹なかが痛くなりそうな気がするから、やっぱりやめとく……」

「そんなのがわかるの!?」

　腹痛を未然に予知するスキルを身につけているというのか。

　やっぱりすごいな、織野さんは。伊だ達てに腹痛による遅ち刻こくと早退を繰くり返してない。

　腹痛のプロフェッショナルと呼んで、心から尊敬しておこう。

「とにかくっ。二人っきりだからって、変な気起こしたらダメだからね！」

「わ、わかってるよ」

「ちゃんとエッチな本は片付けておくのよ」

「ぐふっ！」

　まだ引っ張るのか、それ！

　もう一生そのネタでからかわれそうだ。

　織野さんは、こないだ僕の家にやって来たときに、部屋に散らかっていたエロ本を片付けるという、女性にとっては大変苦痛なイベントを経験済みなのである。

　なんか織野さん、僕のお母さんよりもよっぽどお母さんだなあ。

「私のときみたいに、エッチな本を見せつけて、相手の困った反応を楽しもうとしたら駄だ目めだからね！」

「こないだのことそんな風に思ってたのっ!?」

　そんな気持ちは断じてないぞ！　そんなマニアックな楽しみ方はしない！

　事実を脚きやく色しよくしすぎだ！

「ふーん。どうかなぁ。籠島くんって、エッチな本買うときって、わざわざ女性店員がいるレジに持っていって、女性店員の困る顔を見て楽しんでそうだし」

「いやいや！　あ、あれ。織野さんって僕のこと嫌いなのかな……？」

　ちなみに、家にあるエロ本のほとんどお父さんのお古である。自分で買ったことなんて、数えるほどしかない。しかもその全すべては男性店員のレジで購こう入にゆうしたもので、女性店員のレジで購入したことは一度もない。へたれな僕である。

「……ねえ、もしかして織野さん、怒おこってる？」

「怒ってないし」

　むすっと頬をふくらませる。どう見ても怒っているようにしか見えない。

「いや、怒ってるでしょ？」

「超怒ってないし」

「……いや、でも」

「スーパー怒ってないし」

　つん、とそっぽを向く。

「そっか。怒ってないなら、よかった」

　スーパーが付いたら大だい丈じよう夫ぶだろう。織野さんが怒っていないとわかり、僕は心の底から安あん堵どした。だって本人が怒ってないって言ってるし。

「…………」

　しかし織野さんは、むっすーっとして、僕を睨にらんでいた。





　桔梗院さんを迎むかえに行くために、五時五十分くらいに家を出た。

　夕暮れの道を歩いて数分、待ち合わせ場所である元そよ風公園に近づくと、桔梗院さんが目に入った。制服ではなく、白と赤の和風な衣装に身を包つつんでいる。

　あの陰陽師っぽい衣装が『除霊の準備』なんだろうか。気合入ってるなぁ。

　そして、もう一人、小さな女の子がいた。

　桔梗院さんとよく似た金色の髪と、それをすっぽりと覆おおう麦わら帽ぼう子し。服は真っ白なワンピース。目は吊つり上あがった狐目。

　首には──古めかしい、無骨なデザインの首くび飾かざりがあった。

　髪の色だけよく似た二人は、なにかを話しているようだった。

「玉たま音ね様。やはりあなたまで来ることはなかったんじゃないですか？　取り憑いている霊も、どこにでもいるような低級霊でしたし、あたしひとりでも問題なく除霊できると思います」

















「別にお前が心配だからというわけではないぞ、柚ゆず希き。ただ師し匠しようとして、たまにはお前の成長を見ておかんといけないからのぉ」

「いつまでも子供扱あつかいしないでくださいよ、もぉ……」

「ふん。儂わしから見れば、お前なんぞいつまで経っても子供じゃ」

「そりゃ玉音様から見たら、人間なんてどいつもこいつも子供になっちゃうじゃないですか。ていうか、いいんですか？　確か今日は土地神様に挨あい拶さつに行くって」

「そんなもんいつでもよかろう」

「ですが、住む土地を変えたならば、できるだけ早くその土地の神に会った方がいいでしょう。それが通例ですし……」

「はっ。どうせ儂がこの町にやってきたことなんぞ、この土地の神は気づいとらんわい。この忌いま々いましき首飾りのせいで、儂の妖力は十分の一以下に抑おさえられとる。お前ら桔梗院家の許可なしには力を使えんしの」

「……すいません」

「ふん。柚希、お前が謝あやまることでもあるまい。生まれたばかりの儂を封ふうじたのは、お前の何代も前の桔梗院家の奴やつらじゃ。まあ、お前の母──桔梗院楓かえでには、個人的な恨うらみがあるがのう。あやつには何度苦く汁じゆうを飲まされたことか……」

「……母様は、ああいう人ですから。他人をおもちゃにすることに生きがいを感じているというか。『人？　妖怪？　あたし以外の存在に優ゆう劣れつも上下もあるわけないっしょ？』とか、よく言ってますし」

「『唯ゆい一いつ神あたし』は健在か……。楓の方が、儂なんぞよりもよっぽど牝め狐ぎつねじゃわい」

「ですね……あ」

　そこで、桔梗院さんがようやく僕に気づいた。

「遅おそかったわね」

「まだ五分前だよ。そっちが早かっただけ」

　僕は二人に近づく。この子は？　と僕が質問するよりも早く、麦わら帽子の少女は一歩前に出た。

「ふぅむ」狐目で、僕を興味深そうに見上げてくる。「貴様が柚希の言っていた、馬ば鹿かみたいに悪霊に憑かれとる馬鹿みたいな顔と馬鹿みたいな頭をした馬鹿みたいな馬鹿か」

　……ちょっと馬鹿って言い過ぎじゃね？

　桔梗院さん、陰かげ口ぐちハンパねー。

「儂の名は玉音じゃ。柚希から聞いておるじゃろう？」

「……いや。聞いてないけど……」

「なんじゃ、聞いとらんのか。ならば心して聞くがよい。儂はかの有名な白はく面めん金こん毛もう玉ぎよく面めん九きゆう尾びの狐──玉たま藻もの前まえの一匹ぴきむす──」

「ちょっ、ちょっと玉音様っ！」

　誇ほこらしげに自己紹しよう介かいを始めた少女の口を、桔梗院さんが慌あわてて塞ふさいだ。そして、ごにょごにょと小声で話し始める。

『玉音様。こいつは一いつ般ぱん人じんですから、玉音様が九尾の狐の娘むすめであることは内密にしておいて下さい』

『ふん？　なぜじゃ？　この男には柚希が陰陽師であることは隠かくしておらんのじゃろう？　ならばなにも問題あるまい』

『確かにそうですが……しかし、陰陽師と妖怪が一つ屋根の下で暮らしていることを快く思っていない連中もいます。堂々と公言することではないでしょう』

『ふん。儂は好きでお前の家にいるわけではない。お前の家の祠ほこらに封ふう印いんされている母上のために、しかたなくじゃ』

『わかっています……。けれど、土つち御み門かど本家でも、玉音様の存在を知っているのは一部の人間だけですから。無闇やたらと言いふらすわけにも……』

『所しよ詮せん、桔梗院家は陰かげの一族ということか。本家の土御門に比べなんと華はながないことか。儂を使し役えきしている代だい償しようは大きいということかのぉ？』

















『…………』

『……そんな顔をするな。あー、わかったわかった。全部お前に任せる。好きにせい』

『ありがとうございます』

　深々とお辞じ儀ぎをし、それから桔梗院さんは僕の方を向いた。

「ええと。この子はあたしの……そうね。妹の玉音様。ですよね、玉音様」

「あー、そうじゃそうじゃ。儂は柚希の妹の玉音じゃー」

　適当な感じで頷く玉音ちゃんとやら。

　はっきり言って、そんな自己紹介は耳に入らなかった。というか、さっきから二人の会話はほとんど耳に入っていない。そんなことよりはるかに気になることがあったのだ。

　……この玉音ちゃんとかいう女の子、一いち人にん称しようが『儂』だ。

　リアル儂っ娘。生まれて初めて見た。

　うわー、きっついなぁ……。きっと小学校で目立とうと頑がん張ばった結果、豪ごう快かいに失敗しちゃってるんだろうなぁ。

「なんじゃ小こ僧ぞう。その哀あわれむような目は？」

　……小僧ときたか。きちんとジジィ言葉を使いこなしているようだ。別に小僧と呼ばれたところで腹が立ったりはしないけれど、この子の将来を考えると、目上の人間に対してこういう態度を取るのはいただけない。

　ので、僕はきちんと注意することにした。

「きみ、その言こと葉ば遣づかい、すっげー変だよ」

「……は？」きょとんとする玉音ちゃん。「なにを言っておる？　儂の言葉遣いがおかしいじゃと？　いったいなにがおかしいというのじゃ？」

「だから、それだよ。自分のこと儂って言ったりとか──」

「ちょ、ちょっとなに言ってんのよあんた！」桔梗院さんが慌てて口を挟はさんできた。「いいじゃないの、自分のこと儂って言ったって！」

「でも桔梗院さん。止めさせるなら早い方がいいと思うよ。今はまだかわいいで済むのかもしれないけど、いずれこの子も成長して大人になるんだから」

「だ、黙って、お願いだから黙って！」

「おい柚希。この男はさっきからなにを言っているのじゃ？　儂が儂のことを儂というと、なにか問題でもあるのか？」

「な、なんにも問題なんかないですよ！　全然おかしくなんかないですよ！」

「桔梗院さん、本当に妹が大事だったら、多少傷つくことになっても、変なものは変だって教えてあげないと」

「マジで黙れおまええっ！」

　なんか必死だな、桔梗院さん。

　妹を馬鹿にされて怒っているというよりは、絶対に怒らせちゃいけない相手を怒らせないように頑張っている、という感じである。

「……ていうか、桔梗院さん、なんで妹に敬語なの？」

「そ、そんなのは人の勝手でしょ！　うちの家系はそうなってるの！」

　ふむ、そうか。ハウスルールなら口出しできない。

　やっぱり、古くから続く名家って変な習慣があったりするんだなあ。

　そんなことを考えながら、僕は視線を姉から妹にシフトする。ジジイ口調を訂てい正せいすることは諦あきらめて、普ふ通つうに自己紹介をすることにした。

「僕は籠島諦。お姉ちゃんのクラスメイトなんだ。よろしくね」

「ふん。貴様のような人間と慣れ合うつもりはないがの。まあ、名前を呼ぶことぐらいは許してやろう。尊敬と畏い敬けいの念を込めて玉音様と呼ぶがいい」

「うん。わかった。えっと、じゃあ玉音だから、玉ちゃんって呼ぶね」

「玉ちゃんじゃとっ!?」

　大きな目を見開いて驚愕する玉ちゃん。

「……齢よわい八百を超こえた、誇り高き妖よう狐こであるこの儂に対して、玉ちゃん、じゃと……」

　ほっぺが、ぴくぴくと引ひき攣つっている。

「……どうやら貴様には仕置きが必要なようじゃな。妖力を封じられているとはいえ、貴様のような霊力の低い人間が太た刀ち打うちできる儂ではないぞ……」

「落ち着いてください玉音様！　馬鹿の言うことなんて相手にしないでください！」

「離はなせ！　離すんじゃ柚希っ！　お前の指図は受けん！」

　僕に跳とびかかってこようとした玉ちゃんを、桔梗院さんが後ろから羽は交がい絞じめにして抑えた。その様子を見ていた僕は、

「こら」

　と少しきつめに言って、こつん、と玉ちゃんの頭を軽く叩たたいた。

「んなっ！」と玉ちゃん。

「は、はあっ!?」と桔梗院さん。

　二人とも、なにやってんだこいつ頭は大丈夫か、という顔をしていた。

「僕のことはいくら馬鹿にしてもいいよ。でも、自分のお姉ちゃんに向かって『お前』なんて言ったらダメだよ。わかった？」

　僕はとてもいいことを言った。

「ば、馬鹿っ！　なにやってんのよ！　今すぐ玉音様に謝って！」

「桔梗院さん、甘あまやかすだけが教育じゃないんだよ。お姉ちゃんなら、年上の人間との接し方っていうのをきちんと教えてあげないと」

「あんたこそ年上に気を使えええっ！」

「……こ、こここ、こんな屈くつ辱じよくは初めてじゃ。この儂が、陰おん陽みよう師じでもないただの人間に頭を小こ突づかれたじゃと……？　おい柚希。こいつ、殺すぞ、いいな」

　狐目の奥おくで怒いかりの炎ほのおが燃え上がる。

　次の瞬しゆん間かん、麦わら帽子が、下からなにかに押おし上げられたように吹ふっ飛とんだ。そしてワンピースの裾すそが、お尻しりからなにかが生えてきたかのように波打った。

「ちょっと玉音様！　耳と尻尾しつぽ！」

　桔梗院さんは不安そうに僕と玉ちゃんとの間で視線を往復させるが、僕にはなんのことかわからない。

　耳？　尻尾？

　そんなの、全く見えないけれど。

「そうか。こいつ、霊力が低いから見えないのか」一人で納得する桔梗院さん。「とにかく落ち着いてください玉音様。ものを知らない馬鹿の戯たわ言ごとですから」

「……ぐぬぬ」

　なんとか怒りを飲み下したのか（なんで怒ってるのかさっぱりだけど）、玉ちゃんは一歩下がって、大きく息を吐はいた。落ちていた麦わら帽子を拾ってかぶり直す。

「柚希っ！　儂はもう帰って寝ねるぞ！」

「……はい。わかりました」

「え、桔梗院さん、いいの？　もう暗くなって来たし、小さい女の子が一人で帰るのは危ないんじゃ」

「…………」

　お前はもう口を開くな、という目で睨まれた。なんでだろう？

「ふんっ」

　心底不ふ愉ゆ快かいそうに鼻を鳴らして、玉ちゃんは僕らに背を向けて歩き始めた。一人で帰らせるのはやっぱり心配だったけど……まあ、しっかりしてそうだし、大丈夫かな。

「バイバイ玉ちゃん。またねー」

　僕が手を振ると、玉ちゃんは勢い良く振ふり返かえり、

「阿呆ぉ──っ！」

　顔を真っ赤にして叫んだ。

「阿呆ぉ──っ！　阿呆ぉおお──っ！　貴様の母上はデベソじゃぁあ！」

　言うだけ言って、夕ゆう闇やみに融とけ込むようにいなくなった。

「あはは。あんなこと言ってるよ。やっぱり一人で帰るのは寂さびしかったのかな？　まだまだ子供みたいだね、玉ちゃんって」

「…………」

　桔梗院さんはその場にしゃがみ込み、もうしゃべる気力もないわ、とばかりに口を閉ざしていた。





　玉ちゃんが帰ってしまった後、僕と桔梗院さんは当初の予定通り、二人だけで僕の家へ向かった。

「そういえば、玉ちゃんっていくつなの？」

「いくつだったかしら？　八百歳さい超えてるのは確かで……普通の妖狐は、尻尾が九つになるまで九百年以上かかるんだけど、玉音様は……」

「……？」

「あっ！　えっと。うん。九歳よ、九歳！」

　九歳か。見た目の通りである。

「僕って一人っ子だから、兄弟や姉妹がいるのって羨うらやましいんだよね。桔梗院さんは、玉ちゃんと二人姉妹なの？　他に兄弟は？」

「いない。玉音様、だけ……」

　ふと、桔梗院さんの顔に翳かげりが差した。暮れなずむ空を見つめながら、切ない表情で言葉を紡つむいでいく。

「両親が忙いそがしい人だったからね。あたしは玉音様に育ててもらったようなもの。呪じゆ符ふの使い方も禹う歩ほの踏ふみ方かたも九字の切り方も、ほとんど玉音様が教えてくれた……」

「…………」

　妹に育ててもらったって。

　どんだけ頼たよりにならないお姉ちゃんなんだろう。気が強そうに見えるけど、家では意外とへたれなのかな。逆内弁慶？

「本当、玉音様には感謝してるわ……。あたしのオムツ替かえてくれたのも、玉音様だって聞いてるし……」

「え……」

　さすがに聞き流せず、僕は度ど肝ぎもを抜ぬかれた。恐きよう怖ふのあまり、声が震ふるえてしまう。

「……き、桔梗院さん、妹にオムツ替えてもらってるの……？」

　玉ちゃんは九歳らしいから、それは、最近のことなんじゃないのか。

　それはもう……完全に……そういうプレイってことだよな。

　うわあ……。うわうわうわうわ。

　ものすごいカミングアウトをされちゃった……。

　どん引きの僕を見て、自分の世界に入っていた桔梗院さんが、はっとする。

「あっ、いや、ち、違ちがっ！　ち、違くって……」

「いや、いいんだよ……。別に。うん。いいんじゃないかな。そういうのが好きでも……世の中、いろんな人がいるし……」

「ああもう、違うっつーのっ！　玉音様がオムツを替えたっていうのは、あたしが赤あかん坊ぼうのときの話だからっ」

「え。そのときは、九歳の玉ちゃんはまだ生まれてないよね？」

「……それ、はっ」

「それは？」

「…………ええ、そうよ！　あたしは妹にオムツ替えてもらってるのよ！　なんか文句あんの！」

　キレられた。耳まで真っ赤にして息を荒くしている桔梗院さんに対して、僕はなんとか心を整理し「……いや、文句ないっす」と小さく言った。

　……いやあ。世の中、いろいろな女の子がいるんだなあ。

　妹じゃないと興奮できないとか、そんな感じなのかなあ。

　そういや、霊れい感かんが強い人は性欲も強いって言うからなあ。

　そんな風に世界の広さを実感した僕と「……こいつマジ死ねばいいのに」と恐ろしいことを呟つぶやく桔梗院さんが歩き続けること数分。

　ようやく僕の家に到とう着ちやくした。

　二階建ての一いつ軒けん家や。築……確か二十年くらい。

「あ、あ……」

　僕の家を見た桔梗院さんは、口を半開きにしたまま、絶句していた。僕の家というよりは、僕の家に渦うず巻まくなにかを凝ぎよう視ししているように見える。

「……悪あつ鬼きの巣そう窟くつじゃない。嘘うそでしょ……？　十や二十じゃないわよ、この数」

　悪鬼の巣窟って。人様の家に対してなんてことを言うんだろう。

　名めい誉よ毀き損そんで訴うつたえちゃうぞ。

「……あんた、こんな家によく住んでられるわね」

「生まれたときから住んでるからね。耐たい性せいがついてるとか、そういうのじゃないの？」

　適当に返事をした。だって、僕にはどこをどう見ても慣れ親しんだマイホームしか見えないし。

「お父さんとお母さんが、僕が生まれると同時に買ったらしいよ。知り合いから五万円で譲ゆずってもらったって言ってた」

「五万っ!?」

「うん。なんかいろいろあった家だからって安くしてもらったんだって」

「『いろいろ』ってなによ!?　そこをちゃんと聞いときなさいよ！」

　ふーむ。

　そういえば、お父さんの仕事がいよいよやばくなり始めたのって、確かこの家に住み始めてからだって言ってたな。逆に、海外に飛ばされてからは、驚おどろくほどうまくいっているとも言っていた。

　この事実だけを聞くと、まるでこの家に取とり憑ついた悪霊が悪さをしているように感じるかもしれないが、しかしここでそう考えてしまっては、世間の霊感商法を行う詐さ欺ぎ師しのいいカモになってしまう。

　学習するのだ、籠島諦よ。

「はぁ……」

　家の周りをぐるぐると歩いていた桔梗院さんは、玄げん関かんの近くに戻もどってくると大きく息を吐いた。

「あんたの家に原因があるっていう予想が当たってたには当たってたけど……この規模だとは予想外だわ……。マジ、ちゃんと仕事料もらいたいぐらい」

「お金なら一銭も払はらわないからね！」

　金の亡もう者じやの如く『金』というワードに食いついた。最近、お金に関してはものすごくシビアなのだ。

「もういいわよ別に。乗りかかった船だから、ちゃんとやったげる。つーか、こんなの見せられたら放っとけないし」

　桔梗院さんはふところから数枚のお札を取り出して、枚数を確かく認にんする。

「結界を張って一気に祓はらうから。少し離れてて」

「あ、うん」

　すっかり仕事モードになってしまった桔梗院さんに、僕はただ頷うなずくしかなかった。

　いやしかし、どうしたもんかなあ、この状じよう況きよう。

　せっかく陰陽師っぽい格好までして来てくれたことだし、ここは除霊ごっこに付き合ってあげるのがベストなのかな。うん、そうしようか。

「ん？　あれ。除霊用の呪符が足りない……。あ、そうか、昨日一枚使ったからか。……しょうがないわね」

　一人呟き、今度は白紙の札を取り出した。

　そして、カリっと親指を噛かんだ。

　小さな傷口から血が滲にじみ出だす。桔梗院さんはそれを利用して、白紙の札にすらすらと、慣れた様子で赤い文字を綴つづった。

「よし、と。あれ、あんたまだそんなとこにいたの？　危ないからもっと離れ──」

「なにやってんのっ!?」

　僕は反射的に叫び、全速力で桔梗院さんに詰つめ寄よって右手を掴つかんだ。

　いきなり自分の指を噛んで血を出すなんて、この子、頭大丈夫かっ!?

「う、うわぁ……。こんなに血が出てるじゃないか」

「なっ、なにすんのよ！　離せ、離せってば！」

　暴れる桔梗院さんを無視して、僕が傷口を見つめる。すごく綺麗に切れていて、治りが早そうな傷口だった。

「なに考えてるんだよ桔梗院さん！　もっと自分の体を大切にしてよ！」

　確かに、漫まん画がとかじゃよくあるけど！

　ナルトで口寄せの術をやるときとかみんなやってるけど！

「うっさい！　離せっ！　血文字なんていつものことだから、平気なのよ！」

「いつものことだって!?」

　なんてこった……。ずいぶんと慣れた仕草だと思ったけど、まさか常習犯とは。

　これは、リストカットと同じ自傷行こう為いなんじゃないのか……。

　桔梗院さんはもしかするとＰＴＳＤを患わずらっているのかもしれない。だからきっといろいろとアレなんだろう。早さつ急きゆうに心のケアが必要だ。

「ああ、ちょっと桔梗院さん、暴れないでよ。血が止まらないから」

「だーかーらーっ！　離せっつーの！　お前が離さねーから、暴れてんだっ！」

　鬼き神じんの如き表情で怒ど鳴なり散ちらす声は僕の耳には全く入らず、僕はただ、自分の手の中にある手を見つめていた。

　うわぁ、どんどん血が出てくる……。

「……かくなる上は、てい！」

　ぱくっ、と。

　僕ぼくは桔梗院さんの親指を咥くわえた。

「は、はあっ!?」

　奇き声せいを上げる彼女を無視して、僕は血を吸い続ける。

　ちゅー。ちゅー。ちゅごぉぉぉおおおおお──っ！

「よし、止まった。よかったね、桔梗院さ──へぐっ！」

　満面の笑えみで止血の完かん了りようを喜んでいた僕の顔面に、鉄てつ拳けんがめり込んだ。

　見れば、顔を真っ赤にした桔梗院さんが、がちがちと歯を鳴らしていた。

　あ、あれ。なんか、怒ってる？

　スーパー怒ってる？

「こここ、この変態っ！　変態っ！　あんた頭おかしいんじゃないのっ！」

「そんな……僕はただ血を止めようと思っただけで……。ほら、少女漫画とかでよくあるじゃん。包丁で指を切ったドジっ娘な主人公の指を、男の子が舐なめてあげて、それで女の子がきゅん、としたりとか」

「少女漫画でよくあることは『ただしイケメンに限る』って注ちゆう釈しやくがつくのよ！」

　えー……。

　身も蓋ふたもないことを……。そんなこと言われちゃったら、もういろいろと人生に対するやる気がなくなっちゃうじゃないか……。

「うわぁ……。もうマジ最悪マジでキモい。帰ったら消毒しなきゃ……」

　ごしごしと僕の服に指をこすりつける桔梗院さん。

　傷つくなぁ。

　僕の善意は、残念ながら彼女には伝わらなかったようだ。

「……いや、でも、妹とオムツプレイしてる人にキモイとか言われたくないんだけど」

「はあ!?　誰だれがオムツプレイしてるっていうのよ!?」

「え。してないの？」

「…………し、し、してる、けど……」

　ぎりぎりと歯を食くい縛しばりながら、呪じゆ殺さつするような目で僕を睨む。七代祟たたりそうな恐おそろしい視線だった。

「血液を口こう腔こう摂せつ取しゆすることによって感かん染せん症しようになるリスクを犯おかしてまでちゅーちゅーしてあげたっていうのに」

「ちゅーちゅー言うな。あとあたしの血液は健康そのものだ」そこで、桔梗院さんの動きがぴたりと止まった。「ちょっと待って。ちょっと待って、ちょ、ちょっと待って……」

「なに、どしたの？」

「あんた、あたしの親指、吸ったわよね……」

「うん」

「なんで吸ったかっていうと、あたしが指を噛んで血を出したからよね……」

　わなわなと震えながら、顔を赤くしたり青くしたりする。

　ああ、なるほど。僕は彼女の言わんとすることがわかった。

「間接キッスになっちゃったね」

　てへっ、という感じで言った。

「てへっ、じぇねええっ！」

　僕の胸むなぐらを掴んでがっくんがっくん揺ゆらす。

「ご、ごめんって。あ、でもそうか。なんか血っぽくない味がすると思ったら、あれ、桔梗院さんのリップクリームの味だったのか。納なつ得とくだよ」

「もうお前は口を開くなぁああっ！」

　間接キッスでここまで照れるとは。桔梗院さんは思っていたよりも純情な女の子だったようだ。僕の方は人命救助の気持ちが強かったから、あんまり照れとかはないんだけど。

　と。

　二人で仲良くじゃれ合っている（僕の個人的な見解）──と。

「──っ！　こ、これは──」

　一いつ瞬しゆんで、桔梗院さんの表情が険しくなった。勢いよく後ろを向き、暗くなり始めた空を睨にらみつける。

　さっきまでの慌てた様子が嘘のような、極きわめて真しん剣けんな表情で空間を見み据すえていた。

　なにか、スイッチが切り替わったようだ。

　公私を完かん璧ぺきに分ける、一流のプロフェッショナルの如く。

「まずい……。霊れいが暴走し始めてる」

　舌打ち交じりに言って、先ほどの騒さわぎで地面に散らばった呪符を悔くやしそうに眺ながめる。

「呪じゆ術じゆつっていうのは、手順が全てなのよ。ったく、あんたのせいで面めん倒どうくさいことになったわ。散らばった呪符が、イタズラに霊を刺し激げきしちゃったみたい」

　自じ嘲ちよう気味にぼやきながらこちらを振り返る。

「こんだけ密度の濃こい霊なら、いくら霊れい力りよくが低いあんたでも見えるんじゃない？」

　皮肉げな言葉を受けて、僕は「……うん」ともっともらしく頷いた。

「いや、なにが？」

　見える見えないって、なにが？　別になんにも見えないけど。

　桔梗院さんはがっくりと肩かたを落とした。

「え、ええ？　うっそ。あれでもまだ見えないって言うの？　あのレベルだったら、一般人にも見えておかしくないのに……」

　そう言いながら一枚札を取り出して、僕の胸に、ぴっ、と貼はった。

「なにこれ？」

「霊力を測る呪符よ。メーターみたいなもん。ある程度のレベルまで行くと振り切っちゃうから、霊力が低い人間にしか使えないんだけど──って、あ、あれ？」

　桔梗院さんは目を丸くする。

「呪符が全く反応しない。ってことは……霊力……ゼロ？　皆かい無むってこと……？」

　僕の霊力はゼロらしかった。

「……そうか。だから、玉音様の耳も尻尾も見えなかったのか。人化の術を使ってるから、人の姿まではこいつが視し認にんできても、見せようと努力していない部分は全く感じ取れてないのね……」

　一人でぶつぶつと呟き始めた桔梗院さんに、僕はつい尋たずねる。

「霊力がゼロって、すごいの、それ？」

「逆よ。全っ然すごくない。天才の真逆みたいな感じ。根本的に才能がない。少年漫画だったら絶対に主人公になれない体質ね。ここまでのダメな奴は生まれて初めて見たわ」

　言いたい放題言っちゃってまあ。

「うーん。イマイチわかりづらいな。わかりやすくなにかに例えてくれない？　それこそ少年漫画とかで」

「そうね。スカウターにシカトされるレベルだわ」

「わかりやすい！」

　スカウターにシカトって……それもう背景じゃん。

　戦せん闘とう力りよく５のゴミにすらなれてないじゃん。

　しかし、まったく。

　桔梗院さんがどういう自分ルールで僕の霊力を設定したかはよくわからないけれど、いやはや、さっきからずいぶんと熱が入った除じよ霊れいごっこである。

　そろそろ飽あきてきたし、話を変えようかな。桔梗院さん、割と少年漫画とか読んでるみたいだし、ここはひとつ、ドラゴンボールの話でも振ってみよう。

「最近、ゲームとかでトランクスやベジータのスーパーサイヤ人３が出てきちゃってるけどさ、桔梗院さんはどう思う？　原作ファンの僕としては、どうもああいうのは──」

「危ないっ！」

　雑談の途と中ちゆう、桔梗院さんは僕を突つき飛ばした。とんでもないスピードで迫せまって来た『なにか』から、僕を助けたようなアクションであった。

　なんとか体勢を立て直し、桔梗院さんの方を向くと。

　彼かの女じよはもう、僕なんか見てなかった。

「臨りんぴ兵よう闘とう者しや皆かい陣じん列れつ在ざい前ぜん──雷らいっ！」

　右手は二本指を立て、左手はお札を構えている。

　見えない攻こう撃げきを躱かわすように跳ちよう躍やくを繰り返し、そしてタイミングを見計らって、裂れつ帛ぱくの声と共に印を結び、札を投げた。

　洗練された無む駄だのない動きに、ひとつに束ねた金きん髪ぱつが一拍ぱく遅おくれてついて行く。

「式神召しよう喚かん──『カラ』『キリ』『クル』！」

　人の形をした紙を三枚投げる。持ち主の手元を離れた三枚の紙は、局所的に旋せん風ぷうでも起きているのだろうか、いつまでも地面に落ちることなく、桔梗院さんの周りをひらひらと舞まっていた。

「ふぅ！」「しっ！」「破ァアア──っ！」

　桔梗院さんは。

　一人でなにもない空間に腕うでを振り、足を踏み出し、札を投げ飛ばし、印を結んでいた。

「これで──終わりよ！」

　彼女の指が空間を引き裂さく。

　五回。五角の星を描えがくように、五回。

「桔梗院家二十四代目当主、桔梗院柚希の名の下に、五行の力を今解き放たん！」

　刹せつ那な、あたりに閃せん光こうが走った。あまりにも眩まぶしくて、僕は反射的に目を閉じた。

　しばらくして目を開くと、どこか軽くなった空気と、天を仰あおいで息を吐く桔梗院さんがいた。

「あー、つっかれたー」

　疲ひ労ろう感かんが溢あふれる声を出しながら、僕の元に歩いて来る。

「なんとかやっつけたわ。まったく、あんた、本当にあたしに感謝しなさいよ。これ、軽く五万は取れる仕事量だったから。ま、今度からはちゃんとお金もら──」

　がしっと。

　得意そうに語る桔梗院さんの肩を、僕は掴んだ。

「……もう、いいんだよ」

　僕の声は、震えていたかもしれない。

　涙なみだすら流していたかもしれない。

「そんな風に、無理して一目を引かなくたって、いいんだよ。きみは、そのままでいいんだ。そのままのきみでも、僕は友達になってあげるから……」

　この子は……本当にまずい。

　幽ゆう霊れいがいるとか騒ぎ出すわ、妹に敬語使うわ、オムツプレイするわ、リストカットみたいなことするわ、挙句の果てに一人でとんでもないクオリティのパントマイムをするわ、って……。

　いよいよ、笑えないレベルの心の病を患っているとしか思えない。

　このままじゃ駄だ目めだ。この子は、一人にしちゃ駄目だ。

　僕がなんとかしてあげなきゃ！

　そんな僕の優やさしさに溢れた温かい視線を受けて、桔梗院さんは、

「…………ちっ」

　と、不ふ機き嫌げんそうに舌打ちした。

　残念ながら、僕の愛（？）は伝わらなかったようだ。

　しっかーし！

　僕の燃もえ滾たぎる熱いハートは、冷たい視線なんぞものともしない！

　僕が桔梗院さんを真人間にしてあげるんだ！










　　　第三章　寂しい目





　と、いうわけで。

「桔き梗きよう院いんさんもこの部活の仲間になることになりました！」

　コン部の部室にて、僕はテンションを上げて言った。

　桔梗院さんに友達を作ってあげよう大作戦の序章として、僕が選んだのは、桔梗院さんをコン部に入部させることだった。元から神楽井かぐらい先せん輩ぱいに頼たのまれていたことだし、ちょうどよかったと言えるだろう。

　僕の懸けん命めいな盛り上げに対して、神楽井先輩と栗くり栖すちゃんは、ぱちぱち、と、ささやかな拍はく手しゆと柔やわらかな笑顔をプレゼントしてくれた。

　まあ、この二人はいい。この二人の態度にはなんの問題もない。

　問題なのは……、

「……ふん」「……ちっ」

　むすっとして、わかりやすく機き嫌げんが悪そうな残りの二人である。

　織おり野のさんと桔梗院さんは目を合わせようとせず、互たがいに反対方向を向いている。

　この二人、どうしてか仲が悪いんだよなぁ。

　うーむ。困った。空気が淀よどんでしまっている。

「栗栖ちゃん」

「はい。なんですか、籠かご島しま先輩」

「なんか面おも白しろいこと言って、空気を和なごませてよ」

「はいっ!?」

　ぎょっとする栗栖ちゃん。

「か、か、籠島先輩……無む茶ちやぶりという言葉を知ってますか？」

「栗栖ちゃんこそ知っているかい？　日本には年功序列っていう恐ろしい制度があるんだよ。まあ、きみはハーフだから知らないかもしれないけどね」

「ね、年功序列……」

「社会人になったら、先輩が一発芸をやれと言ったら一発芸をやらなきゃならないんだ。もちろん、僕は優しいから、そこまで厳しいことは言わないけどさ」

　栗栖ちゃんは僕の冗じよう談だんを真に受けてしまったのか「……こっちの世界は恐ろしいです」と呟きながら、考え込んでしまう。

　本当に素す直なおでいい子だ。からかいがいがあるというものである。

「ええと、桔梗院先輩。ご、ご趣しゆ味みは？」

　散々悩なやんだ結果、栗栖ちゃんはお見合いのような雑談を新メンバーに振った。

「別に。特にない」

　返ってきたのは冷たい言葉だった。

「そ、そうですか……」

「桔梗院さんの趣味はオカルトだよ！」

　しょぼんとする栗栖ちゃんが見ていられなくて（というか半分以上僕の責任なので）、慌あわててフォローに回る。

「お化けとか妖よう怪かいとかが大好きなんだって。だから栗栖ちゃん、これから暑くなってくるし、そういうときは桔梗院さんに怪かい談だんでも聞かせてもらうといいよ」

「お、お化けっ!?」

　がたがたっ、と。栗栖ちゃんは椅い子すに座すわったまま後ずさるという器用なことをやってみせた。顔色は一気に青くなり、自分で自分の肩を抱だきしめている。

　ぶるぶる震えるその姿は、小動物そのものだった。

「……どうしたの、栗栖ちゃん？」

「い、いえ、別に」

「もしかして、お化けとか苦手だった？」

「なななななにを言ってるんですか籠島先輩っ!?　私、もう高校一年生ですよ！　魔ま法ほう学校で言ったら八回生ですよ！　そそ、そんなお化けが怖こわいとか、まさか……」

「…………」

「…………」

「……あ、栗栖ちゃん、後ろ」

「ひぃいっ！」

　やべ。ちょっと楽しい。

　でも、栗栖ちゃんはお化けが苦手だったのか。普ふ段だん、魔物と戦っている──という設定でコスプレして遊んでいるくせに、変なの。

「あんた、栗栖だっけ？」

　頬ほお杖づえを突きながら、桔梗院さんがつまらなそうに言う。

「お化け、怖いの？」

「う……、す、すいません」

「謝んなくていいわよ。お化けってそういうもんだし。……けど、お化けが苦手なら、そこの男には近寄んない方がいいわよ。そいつ、まだ悪あく霊りよう憑（つ）いてるから」

「え、ええええっ!?」

　栗栖ちゃんが仰ぎよう天てんした。僕も仰天である。

「なんてこと言うんだよ桔梗院さん！」

「アドバイスよ。家の方は昨日まとめて祓ったけど、あんたに憑いてるのはまだそのまんまだから。ま、あんたって霊感ゼロだし、どうせ害はないと思うわよ。放っておいたら、そのうちどっか行くでしょ」

　いや、そんな脳内設定はどうでもいいんだよ！

　なに言ってもいいから、僕が栗栖ちゃんに嫌きらわれるようなことは言わないでよ！

「く、栗栖、ちゃん……」

　僕はおそるおそる横を向く。栗栖ちゃんは、さっと顔を逸そらした。

「そんな、栗栖ちゃん……」

「え、いや、別に、怖がってなんかいませんよ。ただ、ちょっとしばらくの間、近寄らないでもらえたらうれしいなぁって……」

　がーん、と、僕は果てしなく落ち込む。

　ふらふらと立ち上がり、栗栖ちゃんに一歩近づいた。そうしたら栗栖ちゃんは立ち上がり、一歩下がった。

　二歩近づいた。二歩下がられた。三歩近づいた。三歩下がられた。

「か、籠島先輩、なんか必死すぎて怖いです……」

「落ち着いて。ほぉら、怖くないだろー。僕だよー、優しい優しい籠島先輩だよー」

「ここ、怖いです！　お化けもですけど、籠島先輩の血走った目が怖いです！」

「待ってよ。怖がらないでよ！　もっと僕の近くに来てよ！」

「ひ、ひぃいい！　近寄らないでください！」

「さあ、さあ！」

「いやァあああ──っ！」

「セクハラ禁止っ！」

　ぐえ。

　織野さんに襟えり首くびを引っ張られて、僕は正気に戻った。

　ちょっとおふざけが過ぎたようである。反省反省。

「さて。コントはもういいかな。とりあえず、部長としてあいさつのようなものをしておこう」

　タイミングを見計らったように、神楽井先輩が切り出した。

　別にコントってわけじゃなかったんだけどなぁ。

「聞いている者もいるかもしれないが、もう一度言っておこう。『コンピューター部』としての活動は私が全すべてやっておく。きみ達は、来たいときに来て、好きなことをしてくれて構わない。無論、幽霊部員でもオーケイだ」

　そこで一いつ旦たん言葉を切り、目を閉じて軽く頭を下げた。

「私の聖域を確保するために、きみ達を利用するような形になって申し訳ないと思っている。すまない。そしてありがとう」

　さすが、きっちりするところはきっちりとしてくれる。ここが先輩のいいところだ。

　それから神楽井先輩は、白い紙を僕らに配り始めた。入部届だ。人数分、用意してあったらしい。

　ちなみに、織野さんと栗栖ちゃんは、神楽井先輩の目もく論ろ見み通り二つ返事で入部をオーケイしてくれた。忙しそうな二人には、出欠自由というのが大きかったのだろう。

　もひとつちなみに、副部長は僕となった。特に理由はない。神楽井先輩が『お前でいんじゃね？』と言ったので、『いっすよー』と安やす請うけ合あいした。

　僕、織野さん、栗栖ちゃんは、入部届の記入を終えた。

　しかし──桔梗院さんは、全く手を動かそうとしなかった。

　やがて億おつ劫くうそうに口を開き、

「あたしは、この部活に入るつもりはない」

　と、きっぱりと言い放った。

「今日は、そこの馬ば鹿かに無む理り矢や理り連れてこられただけ」僕を睨みつけ、キツい口調で続ける。「こんなわけのわからない部活に入るつもりは毛頭ない」

「ふむ」と、頷く神楽井先輩。

　わけのわからない部活、と言われたことに対する怒いかりはないらしい。まあ、神楽井先輩が創部したというわけでもないんだから、当然か。

「桔梗院、といったね。これは、きみにとっても悪い話じゃないと思うんだよ。この部に所属するといっても、実質的な活動はなにもない。そのへんのサークルよりも制限は少ないことだろう」

　ずいぶんとぶっちゃけた話だった。

「ていうか、名前だけ貸してくれたらそれでいいよ」

　……ぶっちゃけ過ぎである。

　それじゃ『ちょっとアレな桔梗院さんになんとか友達を作ってあげよう』という僕の目的が果たせないじゃないか。

「名前だけだろうとなんだろうと、嫌いやなものは嫌」

「うーむ。そうか。いったい、なにがそんなに嫌なんだ？」

「嫌いな奴やつがいるから」

「誰だ？」

「そこの馬鹿」

　きっぱりと言って、僕の方を見る。僕は自分の後ろを見た。誰もいない。やれやれ。どうせ、浮ふ遊ゆう霊れいがいてそいつが気に入らない、とか言い出すんだろうなぁ。

「お前だお前っ！」

　ボールペンが頭にヒットした。

「ええ！　僕っ!?」

「なんでそんなにびっくりしてんのよ！　自分が好かれてるとでも思ってたの!?」

「うん！」

「元気よく頷くな！」

　だって桔梗院さん、幽霊いるとか嘘ついて、やたらと僕に構ってくるし。

　嫌よ嫌よも好きのうちかなーって思ってたのに。

「……ねえ桔梗院さん」不ふ愉ゆ快かいそうな声で、織野さんが口を挟はさんだ。「私のボールペン、投げないでくれる？」

「ああ。あんたのだったの？」

「そう、私の」

「どうりで趣味が悪いボールペンだと思った」

「……え、なに？　もしかして喧けん嘩か売ってるの、あなた？」

「べ、つ、にー」

「…………」

　火花を散らす勢いで睨み合う二人。

　本当に仲が悪いな。転校初日のファーストコンタクトが悪かったのだろうか。

「ふ、二人とも、喧嘩はやめてください……」

　栗栖ちゃんが、あたふたとしながら言う。

「せっかく、縁えんがあって知り合ったわけですから、私はみなさんと仲良くしたいです……。お化けはちょっと怖いですけど……えへへ」

「「…………」」

　小さな声で一いつ生しよう懸けん命めい言う後こう輩はいの姿に、織野さんと桔梗院さんはバツが悪そうな表情になって、肩の力を抜いた。

　先輩として、大人げないと自覚したのだろう。

「ふぅ。やれやれ。栗栖ちゃんの方がよっぽど大人みたいだね」

　シャープペンと消しゴムが顔面にヒットした。

　痛っ！　目に入った目に入った！

「だから私の文ぶん房ぼう具ぐを投げないでって言ってるでしょ！」

「うっさい！　つーか、今はあんたも投げてたじゃないの！」

「それは……籠島くんの得意顔が、あんまりにもムカついたから、つい、反射的に……」

「でしょ！　あいつがムカつくから悪いのよ！」

「うううるさい！　それでも人のもの投げちゃだめなのっ！」

　消えかけていた火が再燃してしまった。

　神楽井先輩が「今のはお前が悪い」という目で見てくる。栗栖ちゃんが「お願いですから空気読みましょうよ」という目で見てくる。

　……なんか、凹へこむなぁ。悪気はなかったんだけどなぁ。

「ていうか、昨日よ、昨日！　桔梗院さんは、籠島くんの家になにしに行ったの!?」

「だーかーらー、あんたには関係ないって、昼休みにも言ったでしょ！」

「か、関係あるわよっ！　籠島くん、両親が海外にいて一人暮らしなんだから。そういう男の子の家に、女の子が一人で遊びに行くのはどうなの！」

「あたしだって好きで行ったわけじゃないわよ！　だーれが、好きこのんでこんな馬鹿の家に行くか！」

「だったら、行かなきゃいいじゃない！」

「あたしにも事情ってもんがあるの！」

「事情ってなによ!?」

「それをあんたに言う必要はない！」

　ぎゃあぎゃあと言い争う織野さんと桔梗院さん。段々と口くち喧げん嘩かはヒートアップし、いつ手が出てもおかしくない様子だった。

　……この二人が本気で戦ったら、なぜか周囲に甚じん大だいな被ひ害がいが出そうな気がするので、恐ろしい。

　どうしたものかと僕が困っていると。

　ばぁんっ！

　と、机が割れるんじゃないかというほどの打だ撃げき音おんが、部室に響ひびき渡わたった。

　二人の口論はピタリと止やみ、全員の視線が、長机の短辺へと集中する。神楽井先輩は机を叩たたいた状態のまま手を固定し、目を閉じ、むっつりと口を閉ざしていた。

　しん、と静まり返る部室。

　やがて神楽井先輩は、

「よし。写真を撮とろう」

　と、明るい口調で沈ちん黙もくを破った。

　室内の微び妙みような空気もどこ吹ふく風で、自分の鞄かばんを探さぐり始める。

「写真って……。いきなりどうしたんですか？」

「部員が集まったら写真を撮ろうと思って、昨日カメラを買っておいたんだ。青春系ゲームのＯＰでよくある、メンバーみんなが揃そろった写真が撮りたくってな」

「……またギャルゲーですか」

　まあ、その例えはなんとなくわかったけど。

　あれだ。ＯＰの最後に、カーテンを揺らしながら部室に入ってくる風で、ひらりと床ゆかに落ちる一枚の写真のことだ。

『幽ゆう☆遊☆白書』の最終回的な。

「ほら、みんな立ってくれ。そこの壁かべの前に一列で並ぶんだ」

　僕は真っ先に席を立ち、言われた通り壁の前に立った。

　なんだかんだ言って、やっぱりこの人は先輩だ。写真を撮る、という選せん択たくがベストなのかどうかはわからないけれど、険悪だった空気が変わったのは確かである。

　そんな神楽井先輩の心こころ遣づかいを察したのか、織野さん、栗栖ちゃんも席を立つ。

　しかし。

「どうした、桔梗院。ほら、早く並べ」

「……嫌」強気な彼女にしては珍めずらしい、気落ちした声だった。「写真、嫌いなのよ」

「うん？　なんだ、今日はメイクのノリが悪いとか、そういうことか」

「全然違う。そうじゃなくて……」

「まあ、いいからいいから。別に、写真撮ったからには部に入れ、なんて言わないから。記念だよ記念」

「あ、ちょ、ちょっと……」

　嫌がる桔梗院さんを半ば無理矢理立たせて、僕らと一いつ緒しよに並ばせる。

「さ、撮るぞー」

　すでに使い方はマスターしているのか、神楽井先輩はタイマーをセットしたデジカメを机の上に置き、僕らと共に並んだ。

　ぴろりろりん、と、かわいらしい音が響く。

「さて、ちゃんと撮れてるかな……っ」

　デジカメを手に取り、その画面を眺めた瞬しゆん間かん、神楽井先輩の表情が曇くもった。

「どうしたんですか？　なっ」続いて僕、「え？」織野さん、「ひ、ひぃ……」栗栖ちゃんが画面を覗のぞいて、それぞれ悲鳴のような声を漏もらした。



　その写真は、端たん的てきに言ってしまえば、心しん霊れい写真だった。



　神楽井先輩は、美び脚きやくの一本が写ってなくて。

　織野さんは、右みぎ腕うでが消失していて。

　栗栖ちゃんは、顔の横にうっすらと女の人の顔が見えていて。

　そして僕は、首から上が存在してなかった。

　……僕、怖っ！　デュラハンみたい！

　てか、僕だけ被害のレベル、でかくない？

「ひぃぃ……」栗栖ちゃんは貧血でも起こしたかのように、へなへなと床にしゃがみこんだ。「た、た、助けて、ママぁ……ママぁ……」

　……そのセリフは高校生としてどうなのかとも思ったが、ともかく。栗栖ちゃんほどではないが、織野さんも神楽井先輩も、顔色を悪くしていた。

　おそらく、僕も。

「だから、言ったでしょ……」

　桔梗院さんが、らしくない小さな声で言う。

「あたしが写真撮ると、いっつもこうなのよ……。あたしの霊力が、周りの浮遊霊を刺激しちゃうの……。あたしは──ちゃんとした退魔の心得があるあたしだけは、無事なのに……周りの人間が、いっつも」

　僕は改めて写真を見る。確かに桔梗院さんだけ、なにもおかしなところがなかった。

「いや、でも、桔梗院さん……こんなの、ただの偶ぐう然ぜんでしょ？　心霊写真って、確か全部科学で解明できたと思うし……」

　それに。

「お化けなんて、いるはずないじゃないか」

「……もうあんたはそう思ってればいいわよ」

　吐はき捨すてるように言って、桔梗院さんは席を立った。

「あたしにこれ以上構わないで。あたしは友達なんていらないんだから」

　冷たく言い放ち、僕らを睨みつける。

　ああ、まただ。

　また、その目だ。

　僕らになんにも期待していないような、寂さびしい目。

「あ、おい、桔梗院！」

　神楽井先輩が呼び止めたが、彼女は無視して、足早に部室から出て行った。

　嫌な空気が、本当に嫌な空気だけが、残った。

　まるで、お化けが空間を埋うめ尽つくしているみたいな。





　桔梗院さんとは、もう関かかわらない方がいいんじゃないのか。

　その日の晩、リビングのソファに寝ねっ転ころがりながら、僕はそんなことを考えていた。

　友達を作ってあげようなんて、僕の押おし付つけがましい善意だったのかもしれない。友達を作る作らないなんて、個人の自由だ。

　僕は自分の価値観を、彼女に押し付けようとしていたのかもしれない。

　幽霊がいるとかいないとか、本当に陰おん陽みよう師じなのか否いなかとか。

　そういう些さ細さいな問題はどうでもいい。

　大事なのは、桔梗院さんの気持ちだ。

　桔梗院柚ゆず希きというひとりの人間には、確固たる自分のルールがあるように見える。

　それを僕が、大した覚かく悟ごもなく、イタズラに侵おかしてしまっていいのだろうか。

　放っておくのが、一番いいんじゃないのだろうか。

「……でも、なぁ」

　彼女の目。あの寂しそうな目が、嫌に脳のう裏りに焼き付いている。

「あーあ。よくわかんないや」

　立ち上がって、うーん、と伸のびをした。

　僕の脳みそは、難しいことを考えるのがどうにも苦手なようである。

　それに、人のことよりまず自分のことだ。自分のことが満足にできない人間に、他人のことをとやかく言う資格はない。

　さあ、自分のことを考えよう。

「…………マジで十万円、どうしよう……」

　詐さ欺ぎに関しては、とりあえず警察には電話してみた。そうしたら、消費者相談センターを紹しよう介かいされた。そちらの電話口のお姉さんには「え？　十万円で壺つぼを買った？　あの、今どきそんな人いませんから。そういう悪質な冗談は控ひかえていただきたいのですけど」と怒おこられて、泣きたくなった。

　二十分かけて、なんとか冗談ではないとわかってもらえたけど、結局、僕の持っている情報が少なすぎて手の打ちようがない、ということらしかった。

「……ま、なるようになるよな、きっと」

　問題は先送りにしておいて、とりあえず、今この瞬間を生きよう。

　というわけで、今日を精せい一いつ杯ぱい生きるため、つまりは空腹を満たすため、要は金が欲ほしいので、僕は自じ販はん機きの小こ銭ぜにチェックに出かけることにした。

　……情けないにも程があるけど、背に腹は代えられないのである。

　僕は靴くつを履はき、玄関を開けた。



　玄関を開けたら、桔梗院さんがいた。



　ちょうど、呼よび鈴りんを押そうとしているところだったようだ。

「あれ、どうしたの？」

　ほんの数時間前、あんなにも険悪なムードで別れたというのに、どうして。

「あ、もしかして、謝あやまりに来たの？」

「……なんであたしがあんたに謝んなきゃなんないのよ」

「ええと、キツいこといっぱい言ってごめんなさい、とか？」

「死ね」

　面と向かって死ねって言われちゃった。

　……なんだかなぁ。

　神楽井先輩じゃないけれど、もしもギャルゲーだったら、初対面の印象は最悪でも、そこから段々と好感度が上がっていくっていうのが、よくある展開だと思う。

　けれど、桔梗院さんは初対面の好感度が一番マシだったような気がする。

　パラメーターがゼロからマイナスに突き進すすんでいる気しかしない。

「これ、返しに来たのよ。パクったと思われると心外だから」

　冷たく言い切り、ぽい、となにかを投げた。

　慌てて受け取ると、それは──僕が買った壺だった。

「こ、これ、なんで桔梗院さんが!?」

「昨日、借りるって言ったでしょ？　覚えてないの？」

「え……？　……ああ、言われてみれば、そんな気が……」

　昨日の夕方、桔梗院さんが悪あく霊りようを祓った──とわけのわからないことを口走った後、「一応、家の間取りとかも確かく認にんさせて」と言うので、家の中に案内したのだった。

　まあ、そのときの僕は「桔梗院さんに友達を作ってあげなきゃ」という気持ちでいっぱいだったので、話とかだいたい聞き流していたんだけど。

「どうして、これを？」

「ちょっと気になったからね。家に持って帰って詳くわしく調べたの」

　気になった、だと？

　自じ称しよう陰おん陽みよう師じの彼女が、気になっただと？

「調べてみたらわかったんだけど──」

「なんかすっごいやつだったでしょ!?　霊れい験げんあらたかな土とかで作ってるんでしょ！」

　お願い！　嘘うそでもいいからそう言って！

「いや。ただの壺だったわ」

　がっくり。僕は地面に頭を付ける勢いでうなだれた。

「つーか、駅前の百均でおんなじの売ってたわよ」

　さらにがっくり。僕は地面に頭を埋め込む勢いでうなだれた。

　百均で売ってるの？　僕、それを十万で買っちゃったの？

「あんたの話じゃ、変な男から騙だまされて買ったらしいわね。はっ。ばっかみたい。いくら出したの？　五千円くらい？」

「う、うん。まあ、そのくらい……」

　言えねえ。十万円払はらったなんて、口が裂けても言えねえ。

　そこで、ふと、なにかが引っかかった。

「あれ。でも、これがただの壺ならどうして持ち帰ったりしたの？　なにか気になることがあったんじゃないの？」

「……底、見てみなさい」

　顎あごで促うながされ、見てみる。壺の底には、墨すみで星が描かれていた。

「なにこれ？　星マーク？」

「『五芒星セーマン』。陰陽師が呪じゆ術じゆつを使うときに用いる紋もんよ。見え辛づらいけど、壺の内側にも描いてある。壺自体は百均のものだけど、複雑な術が施ほどこしてある。しかも──」

　口元を歪ゆがめて、忌いま々いましそうに言葉を続ける。

「この術のパターンは──土つち御み門かど本家のもの」

　土御門。

　分家である桔梗院家に対する──本家。

　カイの話によれば、京都では有名な、占うらない等とうのビジネスで稼かせいでいる名家だったはず。

「……ったく」くしゃり、と金髪に手を入れる。「なんで本家が出てくんのかしら？　意味わかんねえっつーの」

「それで、この壺は……？」

「一応、正しい方角にさえ飾かざれば、きちんと効果を発揮できるようにはなってたわ。呪術ってそもそも、それ単体でどうこうっていうよりは、位置関係や間取りによって力を発揮するものだから」

「…………」

「けど、あんたこれ玄げん関かんに置いといたでしょ？　この壺の場合、鬼き門もんである東北に置かなきゃなんにも意味がないわよ」

　いや、僕が聞きたいのはそんな風水の知識じゃなくって。

　占いで有名な土御門家の人間が創つくったものなら、誰かが高値で買ってくれないかなぁ、ってことだったんだけど。

「ねえ、これを売りに来た男のこと、詳しく教えてくんない？」

　ずい、と詰つめ寄よられて、僕は少し戸と惑まどう。

　桔梗院さんの──必死さに。

「二日前のことなんだけど……」

　僕は、僕が覚えている全てのことを話した。

　修しゆ行ぎよう僧そうさんの顔、格好、背せ丈たけ、声など、騙し取られた金額以外、全てを伝えた。

　話を聞き終えた桔梗院さんは「あー、なるほど。あいつかぁ」と呟つぶやいた。

「知り合いなの？」

「まあね。つっても、数年に一回会うか会わないかぐらいの仲だけど。二十代前半、男、長身痩そう躯くで、土御門の陰陽師と来たら、一人しかいない」

　土御門仙せん三ぞう。

　桔梗院さんはそう言った。

　それが、あの修行僧さんの──僕を騙した詐さ欺ぎ師しの名前らしかった。

「土御門家、直系の三男よ。陰陽師として才能がないわけじゃないんだけど、上に二人、優ゆう秀しゆうな兄貴がいるせいで、ちょっと埋もれちゃってる。ああ、そういえば、家を飛び出したとか噂うわさが流れてたけど、あれ、本当だったんだ。でもまさか、こんな詐欺まがいのことやってるなんて……」

　眉まゆをひそめ、悔しそうに言う桔梗院さん。自分の知り合いが詐欺を働いてるということを、恥はずかしく思っているのかもしれない。

「土御門仙三──陰陽師の名折れだわ。とっちめて実家に送り返してやんないと」

「それって、つまり」

　桔梗院さんの話は、途と中ちゆうで陰陽師とか呪術とか意味不明な単語が出てきたため、半分も理解できなかったけど、

「つまり、桔梗院さんは、その土御門さんを追うってこと？」

　一番重要な、このことだけはわかった。

「そうね。土御門本家に貸しを作っとくのも悪くないし」

「それなら、僕も協力するよ」

　目的が一いつ致ちしたのだ、ここは二人で協力するのがベストだろう。

「嫌」

　しかし、にべもなく断られた。

「素人しろうとに余計なことされると迷めい惑わくなの」

「でも、女の子ひとりでそんなことしたら、危ないんじゃ……」

「足手まといがいたほうが、よっぽど危なくなるっつーの」

　あまりにもはっきりと拒きよ否ひされて、少し落ち込む。しかし、なんとなく素す手での喧嘩でも桔梗院さんには勝てる気がしないので、ここは黙だまるしかなかった。

「ちゃんとお金は取り返して来てあげるから。五千円でいいんでしょ？」

「え！　あ、いや……」

「なに、もっと安かったの？」

「……ううん。五千円、ジャスト……」

　しまった。まさかこんなトラブルが待ち受けていようとは。

　見み栄え張って嘘つくんじゃなかった！

　今いま更さら『十万円でした、てへっ』なんて言えないよ！

　僕が頭を抱かかえて苦く悩のうしているうちに、桔梗院さんは、もう用件は済んだとばかりに、お別れのあいさつもなしで、さっさといなくなってしまった。

　こうなったら……。










　　　第四章　詐欺師？　陰陽師？





　とりあえず僕がとった行動は、コン部のみんなに協力を要よう請せいすることだった。

　桔き梗きよう院いんさんが詐さ欺ぎ師し土つち御み門かど仙せん三ぞうを追っているということを伝え、僕らもそれに協力しよう、と提案したのだ。

　桔梗院さんに任せておいたら五千円しか取り返せないので、僕はなんとかして事件に関わらなければならない。

　コン部の面々は、僕の提案に快く乗ってくれた（織おり野のさんはなぜかちょっと不服そうだったけれど）。

　そういうわけで、みんなの予定が空いていた土曜日。

　僕らは町に繰くり出だして、四人で情報収集をしていた。

　もちろん、桔梗院さんには内ない緒しよのまま。

「ところで栗くり栖すちゃん、今日はなんだか元気いっぱいだね」

　それなりに繁はん盛じようしている商店街を歩きながら、僕は隣となりを歩く栗栖ちゃんに言った。

　さすがに四人全員でまとまって動くのは効率が悪いので、二人ずつペアになって動いている。

　グーパーじゃんけんの結果、僕と栗栖ちゃん、織野さんと神楽井かぐらい先せん輩ぱいがペアとなった。

「え？　そうですか？」

「うん、なんかいいことでもあったの？」

「ふっふっふ。実はですねー」

　じゃじゃーん、と口で言いながら、栗栖ちゃんは鞄を開いて一枚のお札を取り出した。

「桔梗院先輩からいただいたんですよ！　これには、周りにいる浮遊霊を追おい払う効果があるそうなんです！」

「…………」

　えーっと、それはどうなのかな。

　たとえば旅館に泊とまって、掛かけ軸じくの裏にお札が貼はってあるのを見つけたとき「よかった。お札があったから安心だ」ってはならないだろう。お祓はらいの札があるイコール祓うべき対象がいるという、逆説的な存在証明になってしまうのでは……。

「栗栖ちゃん、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「はい！　これがあれば、お化けなんてちっとも怖くないです！」

















「そっか」

　まあ、本人が嬉うれしそうだから、別にいっか。

「にしても、あの桔梗院さんがねえ……。栗栖ちゃん、いつの間に仲良くなったの？」

「ええと、仲良くなったってわけじゃないんですけど……実は」

　栗栖ちゃんの話によると、昨日の昼休み、桔梗院さんがわざわざ一年の教室を訪おとずれて、お札を渡しに来てくれたらしい。

『怖がらせてごめん。これがあれば、大丈夫だから』と言って。

　僕ぼくはその話を聞いて、切ない気持ちになった。

　コン部で心霊写真の騒そう動どうがあったとき、栗栖ちゃんは本当に怖がっていた。

　そのことを、桔梗院さんは気に病やんでいたのかもしれない。

「……桔梗院先輩って、ちょっと気が強そうで、口調もキツいですけど、でも、本当は、優しい人なんですよね」

「そうだね。僕も、そう思うよ」

　静かに頷うなずいた。

　人ごみを縫ぬうように歩きながら、僕らは雑談を続ける。

「でもさ、栗栖ちゃんって魔ま法ほうは好きなのに、お化けは駄だ目めなんだね。魔法って確か、精霊れいの力を借りて使うものなんじゃなかったっけ？」

「精せい霊れいとお化けは全然違ちがいますよ」

　むう、と頬ほおをふくらませて、心外そうな顔になる栗栖ちゃん。

「精霊は森しん羅ら万ばん象しように宿るマナ──星の生命力の結けつ晶しようのようなものです。高密度のマナが形を成したのが精霊ですね。ほとんどが知能を持たないですけど、極ごく稀まれに、人間よりも高い知能を持った精霊もいます。けれど、彼かれらはみんな人間に対して友好的です」

　栗栖ちゃんのこういった知識は全て『クリアの大だい冒ぼう険けん』によるものだろう。少し昔の長編ファンタジーらしく、栗栖ちゃんはこの漫まん画がにどっぷりとハマっているのだ。

「魔法使いがなぜ呪じゆ文もんを唱えるかというと、精霊とコンタクトを取るためです。魔法使いに限らず、人間の言葉にはもともと力が備わっています。それが、言こと霊だまです。呪文は、洗練された言葉の羅ら列れつによって、言霊の力を最大元に発揮し、そこに魔力を乗せて、精霊との契けい約やくを──」

　長々と語り始めた栗栖ちゃんに、僕はやや辟へき易えきする。

　うん。全体的にどうでもいい。

「まあ、魔法とか精霊とか呪文とか、そういう難しそうな理論もいいけど」

　僕は肩かたをすくめて、苦く笑しよう交じりで言う。

「そういうのって、なんか時代遅おくれだよね」

「時代遅れっ!?」

　ずっぎゃーん、と。栗栖ちゃんは途と方ほうもないショックを受けた。

「最近の魔法モノって、そういうの全然ないじゃん。魔法ならなんでもできる、みたいな作品が主流だし。呪文とかだーれも唱えてないよ。やっぱり、流は行やってないんじゃないかなあ」

「……流行る流行んないで魔法使いやってないんですよ、こっちは」

　そう言う栗栖ちゃんは、なんだかとても悲しそうな表情をしていた。



　それから、僕らは調査の結果をまとめるため、近くのファミレスに向かった。

　……はずなのに。

「こ、この魔力はっ！」

　と言って、栗栖ちゃんがどこかにすっ飛んで行ってしまったので、僕は一人でファミレスに入ることになってしまった。

　はあ。栗栖ちゃんの中二病も深刻だなぁ。

　後輩の将来を憂うれいつつ、僕は窓まど際ぎわの席に座り、ハンバーグ定食とオレンジジュースを頼たのんだ。手帳を広げて、今日の調査結果を改めて見る。

　目もく撃げき情報を辿たどって情報を集めた結果、壺を買ったという人が二人見つかった。一人暮らしの大学生と専業主婦。二人とも、僕と同じように「家に悪霊が取とり憑ついている」と脅おどされて、壺を買ってしまったらしい。

　ただ、気になったのはその金額。

　片方は五百円で、片方は千円だった。

　二人とも「あんまりしつこかったし、それに安かったから」という理由で壺を買ってしまったらしい。それゆえに『詐欺にあった』という意識はかなり薄うすかった。皆かい無むと言ってしまっていいだろう。

　……なんで、僕だけ金額がケタ違いなんだろう。

　十万って……。十万ってなんだよ、十万って……。

「って、あああっ！」

　とんでもない事実を思い出し、僕は大声で叫さけんだ。お客さんの視線が一いつ斉せいに僕に突つき刺ささるが、そんなことを気にしてる場合じゃない。

　しまった。

　お金ないのにファミレス入っちゃった！

　すっかりいつもの気分で注文してしまったけど、現在の僕の所持金は二百円を切っているんだった。

　……もしも栗栖ちゃんと一緒にファミレスに入ったら、栗栖ちゃんにお金を払わせるところだったのか。あっぶねー。

　後輩にお金を借りるという情けない事態は避さけられたが、しかしこれは大ピンチだ。

　どうしよ……。軽く七百円はいくぞ、ここの料金……。

　そうだ！　注文を取り消せばいいじゃないか。今ならまだ間に合う！

「お待たせしました。ハンバーグ定食とオレンジジュースになります」

　料理来ちゃったー。

　店全体がうまく機能しているいいお店だったー。

　……これはまずい。料理が出てきてしまった以上、注文の取り消しは不可能だ。

　ピンチだ。籠かご島しま諦あきら、人生ベスト５に入るピンチである。

　僕はとりあえず料理を食べつつ（だって冷めちゃうし）、打開策を考える。

　ざっと考えられるのはプランＡ『食くい逃にげ』とプランＢ『正直に謝る』。

　プランＡは犯罪なので論外。

　プランＢは……うーん。これがもしも漫画だったら「食った分は働いて返せ！」とか言われて、厨ちゆう房ぼうで皿洗いをさせられるんだろうけど、現実ではそんなことはないだろう。普ふ通つうに怒られて、警察を呼ばれる可能性が高い。

「……そうだ！」

　ハンバーグ定食を完食し、オレンジジュースを飲み干した僕は、名案を思いついた。

　食事による糖分の摂せつ取しゆが脳にいいように作用したんだろう、そうに違いない。腹が減っては戦はできぬとはよく言ったものだ。

　プランＣ『知り合いを探す』である！

　知り合いを探して、お金を貸してもらうのだ！

　僕は目を皿のようにして、辺りを見み渡わたした。老ろう若にやく男なん女によ、店内店外問わず、全ての人間を観察した。探せ、探すんだ。

「……え？」

　と。

　一人、見つけた。

　店の奥おく、四人がけの席を一人で陣じん取どり、テーブルの上に料理を山盛りしている男。

　室内では編あみ笠がさは脱ぬぐのか、脇わきに置いた錫しやく杖じようにかけている。黒い僧そう衣いと草履ぞうりは、以前見たものと全く同じだった。その男の名前を、僕は桔梗院さんから聞いている。

　土御門仙三。

　僕を騙した詐欺師だった。



　居ても立ってもいられなくなり、僕は土御門さんの元に駆かけ寄よった。

　しかし、いざ顔を合わせてみると、言葉が出なかった。相手は詐欺師。どういう風に話を切り出したらいいのか、全くわからない。

　そんな僕を見て、

「ん？　んん？」

　食事の途中だった土御門さんは、もぐもぐと咀そ嚼しやくしながら首を傾かしげた。口の中のものを飲み下してから、ぽん、と手を叩く。

「おうおう。誰だれかと思えば、俺おれにまんまと騙されて、十万円も払っちゃったかわいそうなお兄ちゃんじゃねーか」

　親しげで、相手を舐なめ切きったような口調だった。土御門さんと話すのはこれで二回目だけど、前回の話し方が演技だったということがよくわかった。

「あっれー？　どしたいお兄ちゃん、黙り込んじゃって。あ、もしかして、まだ俺に騙されたことに気づいてなかったとか？　だとしたらまずったなぁ。自分からネタばらししちまったよ」

「……いや、さすがに気づいてましたよ」

「そうかい？　んまあ、なんだ、座りなよお兄ちゃん。ほら、好きなだけお食べ。俺が奢おごってやるよ。つっても、お前さんからもらったお金でだけどな。はっはっは」

「…………」

　僕は無言のまま、とりあえず席についた。

　なんだろう、このやり辛さは。

　騙した相手が現れたというのに、土御門さんには焦あせりや怯おびえが全くない。実に堂々としたものだ。出会って数秒で、主導権を握にぎられてしまったような気がする。

　このままじっとしていては、また口車に乗せられてしまいそうなので、僕が強ごう引いんに話を切り出した。

「あの、お金、返してくださいよ」

「嫌だよ。もうけっこう使っちまったしな」

　悪びれもせずに言って、からからと笑った。

「じゃ、じゃあ、あるだけでいいから返してくださいよ。お願いします、土御門さん」

「んんー？」

　サンドイッチに手を伸ばしていた土御門さんが、怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「なんで、お前さんが俺の名前知ってんだい？」

「知り合いに教えてもらったんです」

「ふぅん。そいつはもしかして、桔梗院柚ゆず希きとかいうお嬢じようちゃんかい？」

　はっとして顔を上げる。

「その顔、図星みてーだな」

　……僕って奴は、よっぽど顔に出やすいらしい。隠かくしても無む駄だだと思ったので、僕は素す直なおに認めた。

「そうですよ。でも、どうしてわかったんですか？」

「最近、どうもそのお嬢ちゃんに追われてるっぽいんだよね、俺。なんでバレたのかと思ってたけど、なるほど、お兄ちゃんと繋つながってたのか」

　どうやら、土御門さんは本当に桔梗院さんの知り合いだったらしい。

「んで、お兄ちゃんは、桔梗院の長女とどういう繋がりなわけ？　あいつに依い頼らいでもしたのかい？」

「いえ、高校のクラスメイトなんですよ。彼かの女じよ、こないだ転校してきて」

「転校？　あー、そうかそうか。あの、地方に飛ばされるわけのわかんねー制度か。俺は北海道に飛ばされたんだったよなー。懐なつかしいねえ」

「ねえ、土御門さん」

　僕は強引に話を変える。そうでもしないと、永遠に会話の主導権を握れそうになかったから。

「どうして詐欺なんてやってるんですか？　桔梗院さんは、あなたは家出しているって言ってたんですけど、それでお金がないから仕方なくですか？」

「あれま。そんなことまで知ってんのかい。おしゃべりだねえ、桔梗院の長女は」

　大して傷ついた風もなく、土御門さんは続ける。

「まあ、そうだよ。ただいま絶賛家出中。いちいちうるさい家が嫌になっちまってね」

「大丈夫なんですか？　家族が心配してるんじゃ」

「ないない。誰も俺のことなんか気にしちゃいねえよ。兄貴二人が超ちよう優ゆう秀しゆうでね。あいつらが入れば家業の方は問題ないっぽい。それに、俺の方もせいせいしてるしな、人間、自由が一番だよ」

　強がり、には聞こえなかった。

　今の自分に──実家を飛び出した自分に満足しているような、そんな雰ふん囲い気きがあった。

「いや。いくらカッコ付けても、やってることが詐欺じゃしょうがないですよ」

「詐欺始めたのは、この町に来てからだよ。つーか、お前さんが記念すべき俺の被ひ害がい者しや第一号。おめでとうさん」

「嬉しくないです。けど、この町に来てから……？　それじゃあ、その前はなにをしてたんですか？」

「人助け」

　土御門さんは言った。ひどく、短く、端的に。

「人助け？」

「そ。霊や妖よう怪かいの被ひ害がいで困ってる人達を助けてやってたのさ。無論、無む償しようってわけじゃねーけどな。俺だって霞かすみ食っては生きていけねーし」

「え、でも……」

　幽ゆう霊れいの被害にあってる人を助けて、お金をもらう。

　それは、今とやってることが同じじゃないのか？

　それを、霊れい感かん商法と呼ぶんじゃないのか？

　だって──この世には幽霊なんかいないんだから。

「お前さんの言いたいこともわかるよ」

　口にこそ出さなかったが、またもや僕は顔に出してしまったらしい。

「そうだよなぁ、一緒だよなぁ。そっち側から見れば、詐欺師も陰陽師も一緒なんだろうなぁ……」

　目を細め、困ったように笑う。

　そのときの土御門さんの雰囲気は──なにかを悟さとったような寂しい雰囲気は、桔梗院さんのそれとどこか似ていた。

　自分達とは違う世界を生きている僕らを、見下しているようでもあり、羨うらやんでいるようでもある。

「実家にいりゃ、そういうのをわかってる連中から依頼が来るんだけど、ま、それを言ってもしょうがねえか。自分で決めた道だ。……さて、そろそろ行くとすっかね」

　言い切り、土御門さんは席を立った。編笠を目ま深ぶかにかぶり、錫杖を手にとって、僕の脇を通り過ぎて行く。

　大きな背中は、とても寂しそうに見えた。

　その背中に、僕は、

「ちょっと待ってええ！」

　と突っ込みを入れ、そして僧衣の裾すそを思いっきり引っ張った。

「ここのお金！　料理の代金！　さりげなく押し付けないでくださいよ！」

　あっぶねー。危あやうく空気に流されるところだった。

　プランＣをもう一度決行するはめになるところだった。

「……ちっ」

「『ちっ』じゃないですよ！　僕、あなたのせいで全然お金ないんですからね！」

「わーった。わーったよ」

　面めん倒どうくさそうに言って、土御門さんは懐ふところから茶ちや封ぶう筒とうを取り出し、僕へと放ほうり投なげた。

　それは、先日、僕が十万円を入れて渡した封ふう筒とうだった。

「え、え？　これ……」

「入ってるのは七万だ。そいつでここの料金は払っといてくれ。使っちまった分は悪いが返せねえ。昨日と一昨日とホテルに泊まっちまったからよ」

「ど、どうして？」

　反射的に問い返していた。七万円とはいえ、お金が戻もどってきてうれしいはずなのに、疑問を投げつけてしまった。

　だって、詐欺師が、だまし取ったお金を人に返すなんて……。

「もうちっとでこの町からもいなくなるから、どうか見み逃のがしてくれよ、お兄ちゃん」

「いなくなる？」

「もうすぐ、全部終わるからよ」

　終わる？　なにが？

　詐欺が、だろうか。

「じゃあな、お兄ちゃん。縁えんがあったら、またどこかで会おうぜー」

　投げやりに言って、土御門さんは今度こそファミレスから出て行った。

　僕はどうしてか、立ち上がることができなかった。

　残りの金も返せよ、とか、一言謝れよ、とか、言い足りないことはまだまだあったはずなのに、なにも言えないまま、ただ土御門さんの背中を見送った。



　日が沈しずみかけた頃ころには栗栖ちゃんも戻ってきてくれて、僕らは駅前の噴ふん水すいに集まった。

　神楽井、織野組は、三人の被害者と接せつ触しよくできたらしい。

　専業主婦、一人暮らしのサラリーマン、フリーター。

　ありがたい壺の金額は、またもやバラバラだった。

　千二百円。八百円。そして──ゼロ円。

「ゼロ円？　タダでもらったって人がいたんですか？」

「ああ」

　噴水のへりに足を組んで座すわった神楽井先輩は、小さく頷いた。

「そのフリーターは一円も払う気がなかったそうだが、何度も断ってる内に、土御門仙三が『じゃあタダでもいいんで貰もらってください』と言い出したそうだ」

「タダなら別にいいかな、って、思ったんだって」隣の織野さんが補足する。「欲しいならあげるよ、って言われたから、一応もらってきちゃったけど」

「え。もらってきたの？」

「うん。ほら」

　僕は織野さんから壺を受け取り、よく見てみる。

　同じだ。僕が買った壺と全く同じ。底には星マークがあり、内側にも複雑な模様が描えがかれている。おそらく土御門さんは、百円ショップで大量に購こう入にゆうした壺に、星マークを描いて、売りさばいているのだろう。

　でも、タダの人がいるとは思わなかった。

　いくら百円の壺だって、タダであげたら、収益がマイナスだろう。そもそも、僕の十万円を除いて、全体的に金額が安すぎる。

　詐欺をする──罪を犯すというリスクに対して、リターンが少な過ぎる。

　──もうすぐ、全部終わるからよ。

　土御門さんは、いったいなにがしたいんだろう？

「……なあ籠島。これは本当に詐欺事件なのか？」

　神楽井先輩が、少しつまらなそうに言った。

「いくらなんでも被害が少な過ぎるだろ。被害の大きさで事件を語るようなことはしたくないが、それにしたって小規模だ」

「……そうですね」栗栖ちゃんが同意する。「みなさん、特に困ってなかったと思います。詐欺にあったとか、騙されたとか、そういう風に考えてる人はいませんでした」

　僕も同意見だった。

　僕以外の被ひ害がい者しや達たちはみんな、騙されたという意識が薄い。縁えん起ぎ物ものを買った、ぐらいに考えているのだろう。

「詐欺というのは、被害者がいて初めて詐欺になる。本人が騙されたと思っていないのだから、我々にはどうすることもできないだろう」

「私も、神楽井先輩と同じ考えです」

　僕が被害者だということを知らない二人のモチベーションが、わかりやすく下がっていた。まあ、当然だろう。二人の中では、最高被ひ害がい額がくは千二百円なんだから。

　その上、誰も困っていない。

　誰も助けて欲しいと願っていない。

　正義感が強いこの二人には、そのことがなによりも重要だったのかもしれない。

　そんな二人の反応を見て、僕が騙されたことを知る織野さんだけが、少し慌あわてた。

「で、でも、今はまだ金額が低いだけで、もしかしたら、これから被害額が大きくなるっていう可能性も──」

「いや、いいよ織野さん」

　手を伸ばして、僕は織野さんを制した。

「……籠島くん。いいの？」

「うん。なんか、もういいや」

　それから僕は「せっかくの土曜日なのに、付きあわせてすいませんでした」とみんなに謝った。

　土御門さん本人にばったり遭そう遇ぐうしたことは、言わなかった。

　言えばなにかしら事態が進展したかもしれないが、言う気が起きなかった。

　なんとなく──

　この事件は、この三人とは違う世界で起きている気がしたのだ。

　言ったところで、なんにもならないだろう。

　この事件を解決するのは、桔梗院さん以外にはいないのだろう。

「今日の調査結果は、僕から桔梗院さんに伝えておきますよ。意味があるかどうかはわかりませんけど、無駄にはしたくないですからね」





　その日の夜。

　調査結果ともらった壺を家に持ち帰った僕は、まず織野さんに電話をした。土御門さんに遭遇して、七万円返してもらったことを言うためだ。

　とりあえず心配はいらないから、と伝えた。

　次に、桔梗院さんに電話をした。僕の家に来た日に、番号を交こう換かんしておいたのだ。

　今日の調査のことや、今現在、桔梗院さんがどうやって土御門さんを追っているか、など。言いたいことや聞きたいことがたくさんあった。

　しかし。

「…………」

　着ちやつ拒きよされていた。

　僕はソファに座ったまま膝ひざを抱え、なんとか涙なみだをこらえるのだった。










　　　第五章　九きゆう尾びの狐きつねと座ざ敷しき童子わらし





　白はく面めん金こん毛もう玉ぎよく面めん九きゆう尾びの狐。

　人の姿をした妖よう狐こであり、金色の体毛と九つの尻尾しつぽを持つ。

　インド、中国、日本、と、三つの国の王朝に忍しのび込んで世に災わざわいをもたらした、神にも等しい力を持つ、史上最強の妖狐。

　日本にやって来たのは、今からおよそ八百年前。玉たま藻もの前まえという名の美女に化け、鳥羽上皇の妻として宮中に忍び込んだ。

　しかし陰おん陽みよう師じにより正体を看破され、逃とう亡ぼう。

　その後、玉藻前は那な須すに現れて悪事を繰くり返かえすが、鳥羽上皇により派は遣けんされた八万を超こえる軍勢の前に敗北し、その姿を巨きよ大だいな殺せつ生しよう石せきへと変えた。

「玉藻前は日本三大妖怪にも入っている。けっこう有名な妖怪だよ」

　いつだか、カイが僕にこんなことを話してくれたことがあった。

　幅はば広ひろい知識を持つ彼は、なにかにつけて、僕にいろいろなことを教えてくれた。

　ただ──教えてくれることは全すべて、自分以外のことだった。

　カイは徹てつ底ていして、自分のことを話そうとしなかった。

「うーん。僕は全然知らなかったよ。九尾の狐って、ナルトの作者が考えた化物だと思ってた」

「ははっ。まあ、今はそういう若者も多いだろうね。パロディの方が有名になるなんて、よくある話さ。時代は常に移り変わる」

　カイは知った風に言った。まるで時代の移り変わりを何度も目まの当あたりにしてきたかのような、深みを感じさせる語調だった。

「メジャーな妖怪だから、伝説や逸いつ話わはいくらでもある。その一つに──玉藻前には娘むすめがいた、というのがあるんだ」

「娘？　妖怪なのに、娘がいるの？」

「妖怪に娘がいたってなにもおかしくないだろう？　なにがあってもおかしくないのが、妖怪なんだからさ。たとえば、座敷童子が童子の姿をしていなかったとしても、なんにもおかしいことはない」

　それもそうか、と僕は納なつ得とくした。

　カイはひとつ咳せき払ばらいをして、朗々と語り始める。

「昔々あるところに、最強最悪の妖狐、玉藻前がおりました。

　人の世に災いをもたらし続けた玉藻前でしたが、そんな彼女にも娘がいたのです。

　娘が生まれて間もなく、玉藻前はとある陰陽師の一族に捕つかまってしまいます。

　玉藻前は二度と悪さができないよう、祠ほこらの深くに封ふう印いんされてしまいました。

　その一族は、玉藻前の娘にも封印をかけました。娘は生まれたばかりだったので、封印は首くび飾かざりひとつで済みました。

　しばらく時が経たってから、娘はこう言いました。

『一目でいい。母上に会わせてくれぬか』

　陰陽師は答えました。

『ならば向こう千年、我わが一族に尽つくしなさい』

　それから、娘はその一族に尽くしました。

　会ったこともない母親に会うために、娘は一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばりました。

　おしまい」

　カイは、ふぅ、と息を吐はき「京都の方に伝わる伝承だよ」と付け足した。





　なんでこんな話を思い出したかというと、学校の帰り、神かみ頼だのみでもしておこうかと寄った稲荷いなり神社で、狐の像と向き合っている一人の女の子を発見したからである。

「玉ちゃん？」

　僕の声に、少女は振ふり向むく。麦わら帽ぼう子しに金色の髪かみ。白い色のワンピース。桔き梗きよう院いんさんの妹、玉ちゃんだった。

「なんじゃ、お前か、小こ僧ぞう」

「どうしたの、玉ちゃん、こんなところで？」

「……玉ちゃん……ふんっ。まあいい」ぎりりと歯を食いしばるも、諦あきらめたように息を吐いた。「稲荷の神にあいさつしに来たところじゃよ。ここの神は、土地神の役割も担になっておるからの。すっかり遅れてしまった、引ひつ越こしの挨あい拶さつじゃ」

「そっか、大変だね」

　笑え顔がおで受け流しながら、やっぱり桔梗院さんから悪あく影えい響きようを受けて育ってるんだなあ、と僕は思った。

「今日は一人なの？　お姉ちゃんは？」

「柚ゆず希きなら、一人で土つち御み門かどの小僧を追いかけておるわい。『今回はあたし一人で片付けますから』だそうじゃ。じゃから、儂わしも詳くわしくは知らん。まったく。これが反はん抗こう期きとかいう奴やつかのぉ……」

　……桔梗院さん、妹から反抗期扱あつかいされてる。かわいそうに。

「あ、そうだ。玉ちゃん、ひとつ聞きたいことがあったんだけど……」

「なんじゃ？」

　僕は唾つばを飲み込み、覚かく悟ごを決めてから尋たずねる。

「……桔梗院さんのオムツを替かえたことがあるって、本当……？」

「ああ。そんなこともあったのぅ」

　玉ちゃんは遠い目をしてあっさり頷いた。やっぱり、本当だったのか……うわあ。裏が取れてしまった。嘘うそであって欲しかったのに。

「……その、それって、具体的にはいつぐらい？」

「そうじゃのう……あいつが赤子の頃じゃから、ええと……うむ。ま、齢よわい八百を超えた儂にとっては、昨日の出来事のようなもんかの」

「昨日っ!?」

　なんてこった……。よりにもよって……昨日とは。

　過去の過あやまちとか黒歴史とかじゃなくて、現在進行形の異常性せい癖へきだったのか……。

「懐かしいのぅ。儂も慣れぬことじゃったから、色々と苦労したものじゃ。顔に小便を引っ掛けられたときなどは、さすがに焦った焦った」

「──っ!?」

　哀あい愁しゆうに満ちたジジイ言葉に、僕は戦せん慄りつした。鳥とり肌はだが立ち過ぎて全身の皮ひ膚ふがめくり上がるかと思った。

　小便が、顔に……？　ええ？　昨日……オムツプレイ……姉妹で……。

　脳内に生まれそうになった具体的なビジュアルイメージを、慌てて振ふり払はらう。

　だ、駄目だっ！　アブノーマル過ぎて僕にはついていけない！

　考えるな。感じるな。無心になるんだ、僕。

　無む我がのきょーち。

「……最近、柚希はお前の話ばっかりしておるよ」

　自然と一体化し始めていた僕に、玉ちゃんがしみじみとした声で言った。

「え、本当に？」それはちょっと嬉しい。「どんなこと話してるの？」

「いろいろじゃの。ただ、会話の最後には必ず『あいつ死ねばいいのに』がつく」

「……あそう」

　やっぱり桔梗院さんには嫌きらわれたままらしい。それこそ悪霊の仕し業わざなんじゃないのかと疑いたくなるくらい、邪じや険けんにされている気がする。

　それにしても、悪霊……幽霊、か。

「ねえ、玉ちゃん」

「なんじゃい？」

「桔梗院さんって、いつから幽霊が見えるって言い出したの？」

「いつからもなにも、生まれたときからじゃ」

　そうか、生まれたときからなのか。

「なにかトラウマがあったとか、そういうわけじゃないんだね」

「ふん。トラウマがないわけでもあるまい」

　そう言って玉ちゃんは口元を歪ゆがめた。少女には似つかわしくない、長い年月を感じさせる深い笑えみだった。

「柚希には才能があるが、じゃからといってそれが楽な道に繋がるとは限らん。幼い頃から、あいつは苦く悩のうしていたよ。霊が見えるせいで、ずっと周りの人間からは気味悪がられてきた。陰陽師の定めとはいえ、かわいそうなことじゃ」

　桔梗院さんの寂しい目。こちらになにも期待していないような、あの態度。

　──ま、信じてくれてもくれなくてもどっちでもいいんだけど。

　──どうせ誰も信用しないだろうし、したとしても不気味に思うだけだろうから。

　──あたしが写真撮とると、いっつもこうなのよ。

　その理由が、少しだけわかった気がした。

　彼女は、期待した結果、裏切られたことがあったのだろう。

　だから、期待するのを止めて、諦めてしまったのだろう。

「極きわめつけは柚希が八つのときじゃな。子供の間で、こっくりさんが流行った頃じゃ」

　こっくりさん。それなら、僕も何回かやったことがある。小学生のとき、周りのみんながやっていたから、遊び半分で。

「はっ。これほど愚おろかな人間どもの遊ゆう戯ぎもあるまい。あれはれっきとした降こう霊れい術じゆつじゃ。素人が生半可な心構えで行えば、低級霊を引き寄せて面倒な事態が起こる」

　じゃからの、と、玉ちゃんは嘲あざけるように言う。

「柚希は──こっくりさんで遊んでいたクラスメイトを、引っぱたいたのじゃ」

「な……」

　僕は、絶句した。

「その結果どうなったか、なんて聞くまでもないじゃろう。それ以来柚希は白い目で見られるようになり、ずっと友達もおらず、一人で生きてきたのじゃ」

　なんとも言えない気持ちになった。

　こっくりさんで遊んでいた人達には、なんの悪気もなかったのだろう。僕と同じように遊び半分でやっただけのはずだ。それなのにいきなり引っぱたかれたりしたら、当然が腹も立つし、不気味にも思うはずだ。

　けれど。

　桔梗院さんの気持ちもわかる。

　僕にはやっぱり幽霊なんて信じられないけれど──でも、桔梗院さんのオカルトな事象に対する誠実さみたいなものは、ここ数日で、十二分に伝わって来た。

　そんな桔梗院さんだからこそ、許せなかったのだろう。

　イタズラ半分に幽霊を刺し激げきする、こっくりさんのような遊びが。

「まあ、柚希が悪い、としか言いようがないがの。我々とは違う世界を生きる者に、なにかを期待する方が間ま違ちがっとる」

「そんな……」

　そんな、悲しいことを言わなくても……。

「……なんじゃその目は？　文句でもあるのか？」

　狐目を鋭するどく細めて、玉ちゃんは僕を睨にらみつけた。僕はなにも言い返すことができずに、ただ下を向いた。

「小僧、生半可な気持ちで柚希に近づくでないぞ。柚希は孤こ独どくに慣れている。貴様が中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちで干かん渉しようすれば、ただ柚希を混乱させるだけじゃ。一人で生きる強さというものを、柚希は身につけねばならん」

「…………」

　青あお臭くさいセリフなら、いくらでも言えただろう。友情は素す晴ばらしい、とか、人は一人で生きるんじゃない、とか。

　しかし玉ちゃんの妖怪じみたプレッシャーに気け圧おされて、僕はなにも言えなかった。

　部外者が口出ししていいことじゃない、と思ってしまったのだ。

　ただ、

「……じゃあ、玉ちゃんは？」

　とだけ、言った。

「うん？」

「桔梗院さんには、玉ちゃんがいるじゃないか。全然、一人になってないよ」

　至し極ごく当たり前の指し摘てきをしたつもりだったのに、玉ちゃんは呆あつ気けにとられた顔をした。しばらくなにかを考え込んでから「……そうか。そうじゃったの」と言った。

「柚希には──儂がおったのか」





「へえ。今のが白面金毛玉面九尾の狐──玉藻前の一匹ぴき娘むすめ、玉たま音ねか。なるほど、首飾りで封ふうじられているとはいえ、綺き麗れいな妖力をしている。気品があるっていうのかな」

「うおぅ！」

　玉ちゃんが帰ってしまった後、背後からいきなり声をかけられた。

「カ、カイ……。あー、びっくりした」

　振り返れば、幼おさな馴な染じみが優ゆう雅がに微笑ほほえんでいた。

　神しん出しゆつ鬼き没ぼつという四字熟語は、カイにはぴったりと当てはまる。昔っから、急にいなくなったりいきなり現れたりする男だった。

「カイ。玉ちゃんが九尾の狐って、どういうこと？」

「ん？　あーいやいや。九尾の狐みたいに綺麗な髪をしてるな、って言ったんだよ」

　ずいぶんと変な褒ほめ方かただった。

　それから、僕は当初の目的である神頼みを果たすため、カイと一いつ緒しよに賽さい銭せん箱ばこの前に立った。十円玉を入れ（ようやく、お金を使えるようになったのである）、がらんがらん、と鐘かねを鳴らし、ぱんぱん、と手を叩たたいた。

「なにをお願いしたんだい、アキラ？」

　僕は少し考えて、

「世界が平和でありますように、だよ」

　と嘘をついた。土御門さんが捕まりますように、という願いは、内ない緒しよのままにした。

「そうか。そいつは最高にいいお願いだ」

　カイはシニカルに微笑み、そして言う。

「それで、本当のお願いは？　きみが今、心の底から望んでいるお願いは？」

「…………」

　本当に、カイは見み透すかしたようなことを言う。

　僕自身ですら理解できていない深層心理まで、カイには見透かされてしまっているような気がした。

「……桔梗院さんのこと、どうしたらいいのかな、って」

　根負けしたように、僕は言った。

　玉ちゃんといろいろと話したせいで、またわからなくなってしまった。

　おそらく桔梗院さんの抱えている暗いものは、僕には生しよう涯がいわからないだろう。それは彼女だけのものであり、彼女にしかわからないものだ。

　それなら、僕はいったいなにをするべきなのか。

　僕には、いったいなにができるのだろうか。

「アキラ」

　カイは言う。

「自分じゃ気づいてないかもしれないけど、きみは意外といい奴なんだぜ？」

　その声は優やさしく、透すき通とおっていた。

「いい奴ってのは──善良な人間ってのは、基本的になにをやったっていいんだ。やりたいことをやりたいようにやれば、だいたい誰かが幸せになる」

「…………」

「まあ、もちろん例外はあるけどね。善良であるが故ゆえに道を誤る人間もいれば、自分のことを善良だと勘かん違ちがいしている馬ば鹿かもいる。けど、アキラ、きみは違うよ」

「……カイ」

「僕はずぅっときみを見てきたんだ。だから──わかる」

　そう言うカイの笑顔は、甘あまくって苦くって、とても神秘的でとても魅み力りよく的てきで、とてもじゃないけれど、人間のそれとは思えなかった。

「失敗したからって全てが終わるわけじゃない。人間関係だろうとなんだろうと、本当に取り返しのつかないことなんて、この世にはほんの少ししかないんだぜ？」

　だからねアキラ、と、彼は真まっ直すぐ僕を見た。

「きみのやりたいようにやれよ。もし失敗したら、そんときはやり直せばいいだけだ」

　白に近い灰色の髪と黒に近い灰色の着流し。

　世界から色しき彩さいを奪うばうような──白と黒がはっきりとしないモノクローム。

　妖あやしい雰囲気を纏まとう幼馴染みに、僕は見み惚とれてしまいそうになる。

「失敗したらやり直せばいい、何度でも何度でも」

　気持ちが、すっと楽になった気がした。カイの言葉には不思議な力があって、僕の心に隙すき間まなく染しみ込んでいく。

　これが栗くり栖すちゃんの言っていた、言こと霊だまというものだろうか。

「ありがとう」と僕は言った。

「気にすんなよ」と彼は笑った。



　いくら桔梗院さんが僕のことを避さけようとも、僕と彼女は同じクラスなのである。着信拒きよ否ひされたところで、話す機会なんていくらでもある。

　翌日の昼休み、遅ち刻こくして三時間目の途と中ちゆうから授業を受けていた彼女を、僕は体育館裏に呼び出した。

　転校初日のお返しのようなものだ。まずは会話のとっかかりとして、、僕は遅刻の理由を尋ねた。

「土御門仙せん三ぞうと戦ってたのよ。逃にげられちゃったけどね」

　桔梗院さんはそう言って肩をすくめた。土御門さんが町の外れにいたせいで、学校に来るのが遅おくれてしまったらしい。土御門さんは、この町を歩き回って、あちらこちらで壺つぼを売りつけているようだ。ずいぶんとアクティブな詐さ欺ぎ師しである。

「僕のために学業をおろそかにしなくてもいいのに……」

「あんたのためじゃねえ」

　鬱うつ陶とうしそうに言って、舌打ちする桔梗院さん。

　……「あんたのためじゃないんだからねっ」っていうのは、ツンデレの代名詞とでも言うべきセリフだと思うんだけど、目の前の彼女からはデレが微み塵じんも感じ取れなかった。

「それで、結局なんの用なの、こんなところに呼び出して」

「えっと。とりあえず僕の着信拒否外してくれない？」

「嫌いや」

「……うん。じゃあいいや。本題に入るね」

　折れそうになった心をなんとか補強しながら、僕はこないだの調査のことを伝えた。コン部のみんなで町に繰り出して、詐さ欺ぎの調査をしたことを。

　案の定、桔梗院さんは露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんな顔になった。

「……あたし、言ったわよね。素人は余計なことすんなって」

「少しでも力になりたくってさ」

「くっだらない。ありがた迷惑って言葉、知ってる？」

　皮肉たっぷりに微笑む。心底僕を見下している、意地の悪い笑顔だ。

　でも、僕は見逃さなかった。蔑さげすむような瞳ひとみの奥、かすかに寂さびしそうな色が浮うかんでいることを。

　ひとつ息を吐き、僕は言う。

「そうやって悪者ぶって、僕らを危険に巻き込まないようにしてくれてるんだよね」

「は、はあ？」

「土御門さんの目的が不明で、なにがどうなるかわからないから、僕らを突つき放はなして、守ってくれてるんでしょ？」

「……意味わかんない。あんた、どんだけポジティブなの」

「ポジティブが僕のウリだからね」と、軽く肩をすくめた。

　桔梗院さんの他人を突き放すような態度は全て、優しさの裏返しなんじゃないのか。

　僕はそう考えていた。

　玉ちゃんから聞いた、こっくりさんのこと。

　桔梗院さんは、その他大勢の人間達に対して絶望し、理解されることを諦めた。

　けれど、それと同時に、決意したんじゃないだろうか。

　無関係な人間を巻き込まないために、孤独でいることを。

「本当、鬱陶しいわ……。あんたも、あんたの部活の仲間達も……。放っておいてよ。どうせあんたらには、なんにもわからないんだから」

　キッと僕を睨みつける。なにも期待していないような、寂しい目で。

「あたしは、友達なんていらないのよ。作ったって無駄だもの。あたしは、あたしと同じ世界を生きる奴らとしか、絶対にわかり合えないんだから」

「そうだね、その通りだと思うよ」

　僕は、あえて空気を読まずに軽く言った。それが癇かんに障さわったらしく、桔梗院さんが声を荒あらげる。

「だったら──」

「でも、わかり合えないからって、それが友達になれない理由にはならない」

　これは、僕が自分自身に言い聞かせたいことだろう。

　僕にも、それなりに友達はいる。たとえば先せん輩ぱいの彼女。たとえば同級生の彼女。たとえば後こう輩はいの彼女。そして、幼馴染みの彼。

　みんな大切な友達だ。しかし彼かの女じよ達たちの全てを知っているのかと聞かれたら、答えはノーだ。むしろ、知らないことの方が多いだろう。

　知った気になっていることの方が、多いだろう。

　でも、それでも、彼女達が僕にとって大切な存在であることに変わりはない。

「桔梗院さんは難しく考えすぎなんだよ。友達なんてさ、とりあえずなっときゃいいんだよ。楽しいとき一緒に笑えたら、もうそれだけで友達でいいんじゃないかな」

「……はっ。うっすい友情ね。お互たがいのことをなんにも知らなくても、それで友達だっていうの？」

「うん」

「…………」

「お互いのことをどれだけ知っているかなんて、大して重要じゃないんだよ。お互いのことをどれだけ大切に思ってるかの方が、ずっと重要だと思う」

「……なによ、それ……」

　桔梗院さんは俯うつむき、視線を地面に彷徨さまよわせる。

「そんな友達、作ったってなんの意味もないじゃない……。なんの役にも立たない」

「うん。まあ、そうだね……。たとえば、僕なんかはなんの役にも立たないよ。桔梗院さんが困ってても、助けてあげられないと思う」

「ほら見なさいよ。なんにもできないくせに偉えらそうなこと言わな──」

「なんにもできないけど、応おう援えんするよ」

「…………」

「がんばれ、って言ってあげる。それじゃ足りないかな？」

　桔梗院さんは目を伏ふせ、黙だまりこんでしまった。前まえ髪がみが顔にかかってしまい、表情がわからなくなる。

　結局、僕が選んだ道は、桔梗院さんを応援することだった。

　素人しろうとが余計なことをするなという、桔梗院さんの意見は正しい。専門外の人間がいくら頑がん張ばっても──違う世界の人間がいくら頑張っても、それは無意味だ。

　だから、僕は応援しよう。

　心の底から、誠実に。

　さながら、勇者が魔ま王おうを倒たおして帰って来ることを、ただ待っている村人の如ごとく。

















「頑張ってね桔梗院さん。桔梗院さんならきっと土御門さんを捕まえられるって、僕、信じてるから」

「…………」

　彼女はまだ顔を上げてくれない。むっつりと口を閉ざしてしまっている。

　沈ちん黙もくが降りて、少し気まずくなる。

　よし。そろそろ、とっておきを出すとするか。

「えっと、それでね。今日はプレゼントを用意してきたんだ」

「プレゼント？」

「応援するって言っておきながら、口だけだと嘘っぽくなっちゃうからね」

　言いながら、僕は鞄かばんから紙かみ袋ぶくろを取り出した。

　籠かご島しま諦あきら、困ったときのプレゼント作戦である。

「……ふん。物で機き嫌げん取ろうとか、発想が単純なのよ」

　口ではキツいことを言いながらも、桔梗院さんは割と素す直なおにプレゼントを受け取ってくれた。心なしか、口元が緩ゆるんでいる気がする。

　うんうん。やっぱり女子にはプレゼントだな。こないだ織おり野のさんも喜んでくれたし、プレゼントをもらって喜ばない女の子なんていないのだろう。

　かすかな笑みを浮かべながら、桔梗院さんは紙袋から中身を取り出した。



　僕が買った紙オムツを。



「……………………」

　桔梗院さんの表情が凍こおった。紙オムツを袋ふくろから取り出した姿勢のまま、時が止まったように動かなくなる。

「桔梗院さんがどんなに変態でも、僕は味方だからね」

　うん、我ながら完かん璧ぺきな作戦だ。桔梗院さんのアレな趣しゆ味みがバレないように、ちゃんと人目につかない体育館裏に呼び出したしね。

「それで思う存分玉ちゃんとオムツプレイを楽しんでよ。まあ、僕は理解できない趣味だけど、だからって、友達になれないなんてことはないからさ」

　桔梗院さんはまだ凍っている。どうしたんだろう、ひょっとして、あまりの嬉うれしさに感かん極きわまっちゃったのかな？　一いつ生しよう懸けん命めい涙なみだをこらえているのかな？

　…………。

　いや、しかし。

　なんだろう、この最後の最後でやっちゃった感は。

　あと一歩というところで、全てを台無しにしてしまったような気がする。

「……どうしたの桔梗院さん？　あ、もしかして、パンパースじゃなくてムーニーマンの方がよかった？　ごめんね。僕も迷ったんだけど──」

　瞬しゆん間かん、ようやく桔梗院さんが動いた。

　静から動へ。初速が凄すさまじく速かった。気がつけば、僕の視界から消えていた。

　ふわ、と体が中に浮いた。足あし払ばらいされたと気づくまで、数秒かかった。

「………臨りんぴ兵よう闘とう者しや皆かい陣じん列れつ在ざい前ぜん」

　地じ獄ごくの底から響ひびいて来たような、暗い声。

　ぐるりと反転した視界の端はし、桔梗院さんが自ら手に呪符を巻きつけていた。テーピングのようだったが、僕にはなぜか、メリケンサックに見えた。

「母様直伝──呪符パンチ」

　どむぅ。

　世界を取れそうなアッパーが、僕のボディに炸さく裂れつした。五行の力を借りて強化したような、恐おそろしい拳こぶしであった。

　薄れ行く意識の中、僕は、ムーニーマンだったのかぁ、と後こう悔かいした。










　　　第六章　生まれたときから





　翌日から、桔き梗きよう院いんさんの僕に対する態度がさらにひどくなった。顔を合わせるたびに舌打ちされ、半径十メートル以内に近寄るとどこか遠くへ行ってしまう。

　心がへし折れそうだけど……うん。まあ、いいや。

　それでも応援してるからね、桔梗院さん。

　そんなこんなで、今回の詐欺事件は、僕の中では終わりを迎むかえようとしていた。

　七万円が返ってきたおかげで、楽観的な僕の危機感は、完全に雲うん散さん霧む消しようしてしまったのである。節約して暮らせば、次の生活費が送られてくるまで、なんとか生きていくことはできるだろう。

　あとのことは桔梗院さんに任せて、いつも通りの学校生活に戻ろう。

　そう考え、僕が日常に帰ろうとしていた──そのとき。

「会わせたい人がいるの」

　と。ある日の放課後、僕は織おり野のさんに呼び出された。後ろを歩いて行くと、校門を出てすぐのところに、黒いワゴン車が停とまっていた。二人で後部座席に乗り込む。

「あれ。この車、外が全然見えないんだね」

　全ての窓がスモークウィンドウになっていた。運転席との間にも黒い壁かべがあり、運転手の顔も前方の景色も見えない。そのせいで、外界から隔かく離りされた気分になる。

「し、知らないの、籠かご島しまくん？　最近は、こういうのが流は行やってるのよ」

「へえ。そうなんだ」

　僕らが座席に着くと、車はすぐに発進した。

「……なんだかすっごいぐるぐる走ってるね」

「き、気のせいじゃないっ？」

　まるで、行き先を僕に悟さとられないようにわざわざ遠回りをしているみたいだ。

「で、織野さん、結局どこに向かってるの？　そろそろ教えてくれない？」

「秘密」

　何度目かの質問だったが、やはり教えてくれなかった。まあ、いいか。着いたらわかるだろう。

　そのままさらに数十分、ようやく車が停車した。外が見えないので、ここがどこなのか僕には全くわからない。もしかすると、町の外に出たのかもしれない。

　運転席の方から「着きました」と声だけが聞こえた。

　僕が車から降りようとすると、

「ああっ！　ま、待って待って！」

　織野さんが慌てた声を出した。そして自分の鞄を探さぐり始める。「あ、あれ……？　ない、アイマスクがない……。嘘、忘れてきちゃった……」とかなんとか、小声で呟つぶやいていた。

「織野さん、僕、先に降りてるよ」

「だから待って！　お願いだから！」

　ふーむ。いったいどうしたんだろう。

　僕が見つめる中、織野さんは自分のポケットやら座席のポケットやらを探り始めるが、それでも目当てのものは見つからなかったようだった。

「うぅ～……。こうなったら……」

　すごく困った顔で悩なやんだ後、織野さんは、

「か、籠島くん、あっち向いてっ」

　と言った。さっきからなにやってんだろう、と疑問に思いながらも、あっちを向いた。

「だ、だーれだっ？」

　ぱっと目め隠かくしされた。

　柔やわらかく温かい手が、僕の目に覆おおいかぶさった。

「…………」

「…………」

「……織野さん」

「だ、大正解っ！　私、織野栞しおりでしたぁ。籠島くん、すごいっ」

「…………いや、織野さん」

「…………お願い。お願いだからなにも言わないで……」

　震ふるえた声だった。目隠しされているから見えないけど、後ろの織野さんは泣いているのかもしれない。

　いったい、なにがしたいんだろう……。

　まあ、いっか。織野さんってたまに変なこと言うからな。気にしたら負けだ。

　その後、僕は『だーれだ？』をされたまま、車を降りて、歩き始める。

「……ねえ、織野さん、いつまでやってるの？」

「……一生のお願いだから、なにも言わないで……」

　一生のお願いと言われてはしょうがない。黙っていよう。

　目隠しされながら歩くのは少し怖こわかったけど、織野さんが「ここ、右」「ここは左」と、僕の頭をぐりんぐりん操作してくれるので、そんなに苦労はしなかった。

「階段だから、気をつけて」

　いつのまにか、足で踏ふんだ感かん触しよくが、軟やわらかい土からもっと硬かたいものに変わっていた。風も感じなくなった。どうやらどこか室内に入ったようである。

　階段を上ったり下りたりした後、

「着いたよ」

　がちゃり、とドアが開くような音がして、僕は一歩踏み込む。ようやく目的地に着いたようだ。『だーれだ？』が終わり、視界がクリアになる。

「織野さん、いったい──」

　振り返ると、すでにドアが閉まるところだった。

　辺りを見渡す。殺風景な白い部屋だった。僕の部屋よりも遥はるかに広いのに、窓がないせいで圧あつ迫ぱく感かんがある。天てん井じようの四よ隅すみでは監かん視しカメラが稼か動どうしていた。

　部屋の中央にポツンと机と椅い子すがあり、それ以外はなにもなかった。

「久しぶり、になるのかな。籠島くん」

　机に座っていたスーツの男が、こちらを向いて言った。

　その男には、見覚えがあった。

「柾まさ木き、さん……」

　織野さんが会わせたかった人とは、柾木さん（役名）のことだったらしい。





　先月、僕はとある事件に巻き込まれた。

　まあ、事件というほどじゃないのかもしれないけれど、織野さんの所属する映画サークルの撮さつ影えいに、飛び入りで参加したのである。

　柾木さん（役名）は、その映画でボス役をやっていた人だ。

　機関を裏切ってテロ活動を行うが、織野さん（役名オリノ）やキラ子こさん（役名久く我が山やま）に倒されて機関に連つれ戻される男──という役。

　織野さんの話によれば、

『柾木さんは失うには惜おしい人材だから、処分されることはなかったわ。もちろん、無罪放ほう免めんってわけにもいかなかったけどね。電でん子し錠じようで能力を封じられて、しばらくは機関に監かん禁きんされることになった──っていうエピローグはどうかな？』

　とのことだった。

「どうしてもきみに直接会って謝あやまりたくてね。織野に無理を言って連れてきてもらったんだよ」

　柾木さんは、正面に座った僕ぼくに言った。

　伸のびていた髭ひげは綺麗に剃そってあり、無造作だった長ちよう髪はつもびしっと整えてある。そのせいか、前に会ったときとはずいぶんと違ちがう印象を受ける。

　いや、外見だけじゃない。ギラギラしていたオーラが消えて、雰ふん囲い気き全体が柔らかくなったような気がする。

　ってそりゃそうか、あのときは撮影中で役に入り込んでたんだもんな。

「あのときは、本当にすまなかった」

　柾木さんは、深々と頭を下げた。あまりにも真しん剣けんな謝罪だったので、焦あせってしまう。

「い、いいですよ。そんな……。ていうか、僕の方こそ、勝手に映画に乱入しちゃってごめんなさい」

　確かに柾木さんは僕を殺そうとしたけれど、それは全部映画の中での話だし。

「……きみは、本当にそうなんだな。織野の言っていた通りだ」柾木さんは困ったように笑った。「だが、これは俺おれの気持ちの問題だ。けじめという奴だよ」

「はあ。それなら、まあ……。あの、それでここってどこなんですか？」

「今度の映画で使うセットだよ」

　さらりと答える柾木さん。なるほど、セットか。部屋全体に漂ただよう無機質で冷たい雰囲気から察するに、秘密研究機関の地下にある空き部屋、ってところかな。

「本当、ここのサークルは精力的でいいですよね。メンバーもみんな仲が良さそうですし。けっこう付き合いは長かったりするんですか？」

「そうだな。織野とも、もう五年くらいの付き合いになるのか」

「五年ですか。へえ。織野さん、五年も前から映画サークルに入ってたのか」

　五年前というと、小学生か。子役で頑張ってたのかな。

「いや」柾木さんが首を振った。「五年、というのは、俺がこの映画サークルに入ってから五年ということだ」

　一拍ぱく置いて、言う。

「織野は生まれたときからここにいる」

「……生まれた、ときから？」

「ああ。俺達は基本的に、才能を見み出いだされて集められた集団だ。久我山もそうだ。だが織野は違う。あいつはここで生まれて、ここで育った」

　柾木さんも久我山さん（本名キラ子さん）も、後から集められた。

　けれど、織野さんは──織野栞は、ここで生まれ、ここで育った。

　…………。

　赤あかん坊ぼうの頃から映画に出てたのか。織野さん、すげーな。

「……すまない。今のは織野には言わないでもらえるか。あいつは、自分のことを『幼い頃に連れて来られた』と思い込んでるから」

「わかりました。まあ、そうですよね。赤ん坊の頃の自分の映像とか、ちょっと恥はずかしいですもんね」

「……ああ、そうだな」

　柾木さんは苦く笑しようし、それから物もの憂うげに目を細めた。

「……先月、映画撮影のとき、俺が妨ぼう害がい装置を使って、織野の能力を封じたことは覚えているか？」

「はい。印象に残るシーンでしたから」

　柾木さんは、特化型スペシヤルだけに作用する妨害装置を使って織野さんを苦しめた。その妨害装置が作動している間は、特化型スペシヤルの超ちよう能のう力りよく者しやは能力を使えなくなるはずだった。

　それなのに織野さんは、小規模とはいえ能力を使用した。

　そのシーンは、やけに僕の脳に焼き付いている。

　だって。

　あまりにもご都合主義な展開だったから。

　まるで、映画みたいに。

「俺は妨害装置に問題があったんだと思っていた。試作段階のものだったからな」

　だが、と柾木さんは独り言のように続ける。

「上の連中が調べた結果、あの装置にはなんの問題もなかったらしい」

　装置に、問題がなかった。となれば──

「……いや、でも映画ならそれでいいんじゃないですか？　ピンチになったら眠ねむっていた力が目覚めちゃうっていう、よくある展開で」

「……そうだな。映画なら、それでいいんだけどな」

　柾木さんが眉まゆをひそめ、険しい表情になった。

　わけのわからない、理解できないものに直面した人のような顔だった。





　帰り道、僕は来たときとほとんど同じステップを踏んで帰った。ひとつ違ったのは、織野さんが『だーれだ？』をしてくれなかったことだ。僕が柾木さんと話している間に、アイマスクを買ってきたらしい。

　……いや、別に残念だなんて思ってないし。全然悔くやしくないし。

『だーれだ？』した状態で急に止まったりしたら、織野さんが僕の背中にぶつかって、しかも手を僕の目にかぶせた状態だから受身が取れなくって、それによって織野さんの胸が僕の背中に当たるんじゃないかなあ──なんてちっとも考えてないし。

「……はぁ」

「なんでそんなに残念そうな顔してるの……？」

　隣となりを歩く織野さんが不思議そうに訊きいてきたので、なんでもないよ、と返した。

　学校付近で車から降ろされた後、僕と織野さんは帰路についていた。僕は織野さんの家を知らないのだけど、途中までは道が一緒らしいので、同行している。

「ああ、そうそう。ついでだから、今渡わたしとくわ」

　そう言って、織野さんは僕に封筒を渡した。その中身を見て、僕は驚おどろく。

「……これは」

「神楽井かぐらい先せん輩ぱいから預かってたのよ。籠島くんから桔梗院さんに渡して欲ほしいんだって」

　ああ、なるほど。

　そうか。神楽井先輩なら、こういうこともやってのけるか。

「あの人も粋いきなこと考えるね。でも、どうして僕が？」

「それは、籠島くんが桔梗院さんから嫌われてるからでしょ？」

「……なるほど」

　そういえば桔梗院さんがコン部に入らない理由って、僕がいるからだったな……。

「うん。わかった。頑がん張ばって桔梗院さんに好かれるように努力するよ」

「……そ、そこまで頑張んなくていいからね。えっと、その……桔梗院さんが籠島くんのこと本気で好きになっちゃったりしたら、大変だから……。うん、籠島くんは、嫌われてるくらいがちょうどいいのよ」

　なんだかひどいことを言われた気がしたが、まあ、気のせいだろう。

　封筒を鞄にしまい、僕らは再び歩き始めた。



「やあ、アキラ」



　と。

　なんの前まえ触ぶれもなく、いきなりカイが現れた。妖よう怪かいのように神しん出しゆつ鬼き没ぼつな彼かれは、気がつけば目の前のガードレールに座っていた。

「どうしたの、カイ？　こんなところで会うなんて珍めずらしいね」

「ただの散歩だよ。いや、パトロールでもいいかな」

　最近この町が嫌な感じでね、とよくわからないことを付け足しながら、カイは僕らの元に歩いて来る。

「アキラ。こちらのかわいいお嬢じようさんは？」

「え、あ、私？」

　唐とう突とつな褒ほめ言こと葉ばに、織野さんが顔を赤くする。キザったらしいセリフも、カイが言うと嫌な感じがしない。

　なるほど。これが『ただしイケメンに限る』か。

「織野さん、織野栞さん。僕のクラスメイトで、委員長さんだよ」

　僕は当あたり障さわりのない自己紹しよう介かいをし、織野さんは軽く頭を下げた。

「で、こっちはカイ。篠しの瀬せ戒かい。僕の幼馴染み」

「はじめまして、織野栞さん」

　カイはにこりと微笑む。対して織野さんは「あ、はい。どうも……」と、なぜか怪け訝げんそうな表情になった。その表情のまま、僕の方を向く。

「この、篠瀬くんが、籠島くんの幼馴染み……？」

「うん。そうだけど……どうかしたの？」

「……籠島くんの幼馴染みって、だいきくんとよしこちゃんじゃなかったっけ？」

　だいきくん？

　よしこちゃん？

「誰だれ、それ？」

「あれ……。いつか、言ってなかったっけ？　よく遊んだのはその二人だって……」

「うん……？　いや、そんな覚えはないけど……」

　なんだろう、この噛かみ合あわない感じは。僕ら二人の認にん識しきに、齟そ齬ごが生じている。

　織野さんが、なにか思い違いをしているのだろうか。

　僕の幼馴染みは、カイだけなのに。

　僕ら三人の間に、微び妙みような空気が流れ始めた──そのとき。



「臨りん兵ぴよう闘とう者しや皆かい陣じん列れつ在ざい前ぜん──雷らい！」



　聞き覚えのある叫さけびが大気に響き、夕焼け空に雷らい光こうが走った。

　そして数メートル先、林立する建物の屋上から、アスファルトへと静かに飛び降りるひとつの影かげ。

　桔梗院さんだ。いつぞや見た、陰おん陽みよう師じコスチュームを着ている。

「ああ、もうっ！　土つち御み門かど仙せん三ぞうの奴……。式神を足止めにして逃げやがって……」

　忌いま々いましげに呟きながら、鋭い眼まな差ざしでなにもないはずの空間を睨みつける。

「……相変わらずはっちゃけてんなあ、桔梗院さんは」

「へえ」隣のカイが、感かん嘆たんの息を漏もらした。「大陰陽師安倍晴明が用いた式神、十二天将。そのうちの一匹ぴき、騰とう蛇だ、か。十二天将は全て、晴明の直系血族である土御門家にあるはずなんだけど、どうしてこの町に……」

「え。なんか言った？」

「いや。あちらのかわいいお嬢さんもアキラの知り合いなのかな、って言ったんだよ」

「桔梗院さんだよ、転校生の。前に話したよね」

「ああ、思い出した。……なるほどね、そういうことか」

　一人で納なつ得とくし、全てを把は握あくしたような笑顔を浮かべる。

「騰蛇と戦ってるのは……管くだ狐ぎつねが三匹、か。なるほど。『狐に憑つかれた一族』らしい式神だ。とはいえ、十二天将相手じゃあ分が悪いかな……。玉たま藻もの前まえの娘むすめがいれば楽に勝てるんだろうけど……どうやら彼かの女じよは来てないみたいだね」

　カイがよくわからないことを呟き始めたので、僕は織野さんを窺うかがう。



「なに……あの化物達……」



　彼女は目を見開き、青ざめた表情をしていた。

「化物？　なに言ってるの、織野さん？」

「いるじゃない、あそこに……。アナコンダみたいに大きな赤い蛇と、白い狐が三匹、宙に浮いてる……」

「？」

「見えないの……籠島くん……？」

「きみには見えるのかい、織野栞、さん？」

　と、カイはなんだか嬉しそうに言った。

「……見えるもなにも、あんなにはっきり……。でも、籠島くんには見えないって……じゃあ、桔梗院さんが今戦ってるのは……本当に……」

　混乱し始めた織野さんに、僕が声をかけようとしたとき、

「痛ぅっ！」

　桔梗院さんが地面に崩くずれた。なにか攻こう撃げきを食くらったというよりは、攻撃を避けようとして勢い余って倒れてしまったような転び方だった。

「ちょっと、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　織野さんが、桔梗院さんの元に駆かけ寄よった。

「……なんであんたがここに……？」呟きながら、僕の方に視線を移す。「あの馬鹿まで……ああもうなんだっていいから、どいて。邪じや魔ま」

　織野さんを押おしのけて、桔梗院さんは立ち上がる。虚こ空くうを見み据すえたまま、懐ふところから数枚のお札を取り出す。臨兵闘者、と九つの文字を唱えつつ、地面を蹴けった。

「やっぱり……桔梗院さんって、ホンモノだったんだ……」

　驚きよう愕がくと納得をブレンドしたような表情で立たち尽つくす織野さん。それから、慌あわてて僕の方を向いた。

「ごめん籠島くん。私、桔梗院さんに内緒の用事があるから、先に帰ってて」

　僕が返事をする間もなく、織野さんは飛び出した。自身の体にサイコキネシスでもかけたかのような、女子高生とは思えない脚きやく力りよくで。

「アキラ。行こうぜ」

　状じよう況きようについていけずに戸と惑まどっていると、ぽん、と肩かたに手が置かれた。

「カイ……。でも、いいのかな」

「大丈夫さ。見る限りあの式神──騰蛇は、誰かを殺すような指示は受けてない。術者は足止め目的で呼び出したんだろう。心配しなくても、死にはしないよ」

「え？」

「おっと間違えた。うん。まあ気にするなよ。女には女の世界があるんだ。ガールズトークに男は入れねえんだぜ？」

　カイが僕の腕うでをぐいぐい引っ張って行く。相変わらずカイの考えていることはなにひとつわからないけれど、僕は黙ってついて行くことにした。

　しかし、それでも後うしろ髪がみを引かれる思いがあって、振り返ってしまう。

　距きよ離りはだいぶ離はなれてしまっていた。怒ど鳴なり散ちらすような桔梗院さんの声だけが、かろうじて聞き取れる程度だった。

「……はあ？　あんた──によ、それ……──超ちよう能のう──？　そん──当にあったんだ────ばかっ！　岩なんかが霊れい体たいに当たるはずないで──イコキネシスだか──しらないけど──素人──っ込んでてっ！」

　胸むな騒さわぎがした。どうしても、このままカイと一緒に去ることはできなかった。

「あ。おい、アキラ」

　カイの手を振り切って、織野さんと桔梗院さんの元に駆ける。

　なにか明確な理由があったわけじゃない。ただなんとなくだ。

　来た道を半分ほど戻もどった──そのときだった。

　視界の遠く、桔梗院さんが呪符を持った手を力強く振った。敵の攻撃を受け止めるのではなく、受け流したような仕草だった。

　その行動からワンテンポ遅れて、僕の右側、三階建ての雑居ビル、その三階部分コンクリートの一部が、球状に凹くぼんだ。

「え？」

　破は砕さい音おんに反応して上を向いたときには、もう遅おそかった。

　視界全部に広がった、無数のガラス片へん。きらきらと乱反射を繰り返しながら、地球の重力に従って落ちてくる。

　逃げ道もなければ、逃げる間もなかった。

　ガラス片の雨が、僕に降り注そそ──



「やれやれ。きみは本当に手がかかる奴だな」



　耳に入ったのは、いつも通り静かで優しい、幼馴染みの声だった。

　彼は緩やかに、焦った様子など微塵もなく、さ、と手を振った。

　それだけで、空間が軋きしみ、時間が歪ゆがみ、世界が狂くるったような気がした。

　僕の体は、甘い、温かな光に包まれる──





　はっとした。数すう瞬しゆん、意識を失っていたようだ。

「……え、え、あ、あれ？」

　困こん惑わくしたまま、自分の体を眺ながめる。

　無傷だった。傷ひとつなかった。

　続いて僕は、視界の範はん囲いを少しずつ広げてゆく。周囲のアスファルトには、ビルから落下した無数のガラス片が散らばっていた。

　僕の周りにだけ、ぽっかりと穴が開いたように、ガラス片が落ちていなかった。

「アキラ。怪け我がはないかい？」

　ガラス片を避けるようにして、カイが近づいて来た。顔には疲ひ労ろう感かんと安あん堵ど感かんがある。なにか特別な力を使って、消しよう耗もうしたかのようだった。

「……大丈夫。ひとつも当たんなかったみたい」

「へえ。それはすごい幸運だね。奇き跡せきだよ奇跡」

「うん。よかった。ツいてたよ」

「ああ。きみは憑ついてるよ」

　カイの手を借りて立ち上がる。こんな事故に遭あったのに無傷で済むなんて、本当にツいていた。日ひ頃ごろの行いがよかったのかな。

「のんきな顔しちゃって。こっちの苦労も知らないで──っと」

　言葉を途中で止め、カイは一点を眺めた。視線の先には、桔梗院さんと織野さんがいる。二人とも、もうなにかと戦うような仕草はしていなかった。

「あんた……なにやったの？」

　詰きつ問もんするような調子て、桔梗院さんが言った。

「わかんない……。無む我が夢む中ちゆうで……」

　織野さんは、途と切ぎれ途切れの言葉で答えた。

「呪じゆ術じゆつを使わずに、霊体に直接干渉して送り返すなんて……。そんなの、安倍晴明にだってできないわよ……。サイコキネシスって、そんなこともできるわけ？」

「そんなの、わかんないよ……。だって、あんなの見たのだって、今日が初めてだったから……」

　なにかが終わったような空気は感じ取れた。それなのに二人の表情には、少しも勝利を感じ取れなかった。

「おりのしおり。へえ」

　隣で、カイが歌うように口ずさんだ。

　好こう奇きの色を浮かべた視線は、さっきからずっと一点に集中している。

　自分の掌てのひらを眺めながら、不安そうな表情を浮かべる、織野さんに。










　　　第七章　仲のいい姉妹





　翌日の放課後、僕は桔き梗きよう院いんさんを家に呼んだ。織おり野のさんから預かった品を渡すためである。

　僕のことを嫌きらっている節がある桔梗院さんは当然猛もう反はん発ぱつをしたけれど、

「絶対嫌いや。つーか、話しかけないで。あたし、マジであんた嫌いだから」

「オムツプレイ」

「……っ。…………な、何時に行けばいいのよ……」

　とまあ、こういう具合に、魔ま法ほうの言葉でなんとかなった。

　……こんなことしてるから、どんどん嫌われてくんだよなぁ。

　まあそんな感じで、桔梗院さんが僕の家にやって来た。

「……で、なんの用？」

　ソファに座すわって足を組み、差し出したお茶をずずっと啜すすってから、苛いら立だちを隠かくそうともせずに僕を睨にらみつける。

　これ以上余計なことをすると好感度が大変なことになりそうな気がしたので、僕はさっさと用件を伝えることにした。

　すっ、と。封ふう筒とうを一枚、テーブルの上に置いた。桔梗院さんはそれを手に取り、訝いぶかしげに眺める。

「開けてみて」

　促うながすと、渋しぶ々しぶという様子で封筒を開いてくれた。

「……こ、これって」

　桔梗院さんが目を見開く。

　封筒に入っているのは、こないだ部室で撮とった写真だ。

　ただし、それはもう心しん霊れい写真じゃない。

　神楽かぐら井い先輩には足があるし、織野さんには腕があるし、栗くり栖すちゃんの横に幽ゆう霊れいはいないし、僕の顔もある。

「神楽井先輩が、パソコンで修正したんだよ」

　あの人の技術なら、このくらいは朝飯前だったんだろう。

　戸惑った様子で写真を眺める桔梗院さんだったが、やがて、写真の裏うら面めんのサプライズにも気づいた。

　裏面は、寄せ書きになっている。

『お前の気にしていたことなんて、この程度のものだぞ』と神楽井先輩。

『お化けは怖いですけど、桔梗院先輩は怖くないですよ』と栗栖ちゃん。

『入りたいなら入れば』と織野さん。

『とりあえず、そろそろ着ちやつ拒きよ外してくれない？』と僕。

　コン部全員からの、新メンバー候補に対するメッセージ。

　なんのことはない。

　桔梗院さんのことが気になっていたのは、僕だけじゃなかったということだ。

　しばらく写真を眺めた後、桔梗院さんは困ったように眉まゆ根ねを寄せた。

「……だから、なんだっていうの？　こんなことまでして、あたしを部員にしたいわけ？　あんたら、よっぽどあの部室が惜しいのね」

「うーん。まあ、それもあるだろうけど……」

「けど、なによ？」

「みんな、お人ひと好よしだからさ」

　もちろん、桔梗院さんを部員にしたいという計算も多少はあったんだろうけど、一番の理由は、桔梗院さんを放っておけなかったから、だろう。

　結局、彼女達はみーんなお人好しなのだ。

　まるで、テレビや漫まん画がに出てくる、正義の味方のように。

「……はん。お人好しでお節せつ介かいの集まりなのね、あの部活って」

「そうだね。だから、桔梗院さんにぴったりだと思うよ」

「…………」

「部活に入るか入らないかは、桔梗院さんの自由だよ。でも、僕らは桔梗院さんに仲間になって欲しいんだ」

　なんとなく、本当になんとなくだけれど。

　彼女達なら、桔梗院さんの友達になれる気がする。

　人にはそれぞれ事情がある。話せないことや隠しておきたいことがある。

　けれど、それが友達になれない理由にはならない。

　わかり合えない人間同士だからこそ、わかり合えることもあるんじゃないだろうか。

「……考えとく」

　小さくそう零こぼし、桔梗院さんは写真を鞄にしまった。すごく、大事そうに。

　その光景を見ていた僕は、温かい気分になる。

　なんかもうニヤニヤが止まらない。ニヤニヤニヤニヤ。

「なにニヤニヤしてんのよ、気持ち悪い──ん？」

　ふと、桔梗院さんがなにかに気づいた。

「その壺、なんで二個あんのよ？」

　視線の先には、棚たなの上に飾かざってある二つの壺があった。

「ああ、こないだ人からもらったんだ」

　僕は先日の調査のことを話した。壺を買った人を探していたら、その内の一人が壺をくれたので、とりあえず僕が持っている、と。

「タダでもらった奴がいたの……？　ますます意味不明ね、土つち御み門かど仙せん三ぞうの奴……。いったいなにがしたいのかしら？」

「あ、そうだ。せっかくだから、僕らの調査の結果、見る？」

　いろいろとあったせいで、未いまだに桔梗院さんには見せていないのだった。

　せっかくだから、今見てもらおう。僕は棚にしまっておいた町の地図とメモ帳を取り出して、テーブルに広げた。

「ふーん。あんたらは被ひ害がい者しやの方から接せつ触しよくしたわけか……」

「そういえば、桔梗院さんはどうやって土御門さんを追ってたの？」

「探知術式使って、あいつの霊れい力りよくを追ってたのよ。それが一番てっとり早いから。でも、今はあっちの妨害術式とイタチごっこしてる状態。上う手まくすり抜ぬけられれば、相手の位置がわかるんだけど」

　探知術式。占うらないかなにかだろうか。占いで相手の場所を探るなんて、なんだかすごいバトルをやってるんだなぁ。

「……ったく。土御門の三男が不出来なんて誰が言い出したのかしら。このあたしと対等に渡り合ってる時点で、才能がないはずがないのに……」

　忌々しげに言葉を吐はいて、桔梗院さんはテーブルの上の地図に目を落とす。

　この地図には、被ひ害がいにあった家の場所がマークしてある。刑けい事じドラマを参考にして、被害があった場所をマーキングしてみたのだ。

　黒点のマークは、全部で五つ。

「なにか、法則性みたいなものはないのかな……？」

　被害者にも被害額にも統一性はないように思える。

　行き当たりばったりに、気が向いたところで詐欺を働いているとしか思えない。

「わかんない。……あいつ、なんのために、こんなしょぼい詐欺ばっかり繰くり返かえしてんだろ……。詐欺やるにしても、もっといくらでもやりようがあるはずなのに……」

「うーむ」と唸うなりながら、もう一度地図を眺める。

　これが漫画とかだったら、土御門さんが町全体を使って魔ま法ほう陣じんを描かいていた、みたいなオチで終わると思うんだけど。とりあえず、口に出してみるか。

「町全体を使ってドデカイ魔法陣を描いてるとか、ない？」

「ない。それはあたしも最初に考えた」

　考えたんだ。なんだかシンクロニシティ。

「町ひとつ覆うような五芒星セーマンの陣じんを描くとかは、過去に何度かあったわ。でもその場合、陣の基点となるのがこの壺になるわけだけど、もしそうなら、壺を客に売ったまま放置なんていい加減なマネはしないわ」

「…………」

「つーか、ここに二つある時点で、もう失敗してるしね。他の壺だってどうなってるかわかんないわよ。買った人が捨てたり割ったりしてるかもしんないし」

　冗じよう談だんで言った考えだったのに、ずいぶんと真面目まじめに受け止められちゃったな……。

「やっぱり考えるだけ無む駄だよ。捕つかまえたら、わかることだから」

「……そうだね。きっと土御門さんは、観光気分で町を歩き回ってるだけだろうし」

「そうよ。馬鹿みたいにあっちこっちを歩き……っ？」

　言葉が途と中ちゆうで止まった。

　桔梗院さんは口元に手を当てて、食い入るように地図を眺める。

「……そうだ。あいつ、なんで歩き回ってんのかしら？　町の端から端まで……こないだ町の外れまで行ったかと思えば、昨日は、この辺まで戻ってきてるし……」

「それは……土御門さんがいい加減な性格してるからじゃないの？　計画性がないから、町の端から端まで、行ったり来たりしてるんじゃ……」

「………行ったり来たり……つまり……ジグザグに？」

　地図を眺めたまま、桔梗院さんは極きわめて真剣な表情で考え始めた。

　一分ほど考え込んだ後、

「………わかったっ！」

　と、大声で叫んだ。

「禹う歩ほよ禹歩！　ああもうどうして気づかなかったんだろう！　これは禹歩だわ！」

「…………」

「禹歩禹歩っ！　土御門仙三の目的がようやくわかった！　あいつは禹歩をやってたのよ、禹歩っ！」

　ようやく気づいた嬉しさと今まで気づけなかった悔しさを混在させた、複雑な表情で叫び続ける桔梗院さん。

　僕は、リアクションに困った。

　どうして急にウホウホ言い出したんだろう……。

　ゴリラのモノマネでも始めたのか、それとも玉ちゃんを見習って、口調でキャラを立てようとしているのか。

　後者だったら非常にまずい。いくらなんでも語ご尾びにウホを付ける女子はキツいって。

　よし。ここは友達として、僕が桔梗院さんを魔ま道どうから救ってあげよう。

「あのね桔梗院さん。口くち癖ぐせでキャラを立てようとするのは止めた方が──」

「馬鹿なこと言ってないでこれを見なさい！」

　善意からの教えを一いつ蹴しゆうして、桔梗院さんは地図上にペンを走らせた。

「禹歩は、陰陽師が用いる歩法よ。ジグザグにステップを踏むことによって退魔の効果をもたらすの。土御門は、これを超ちよう大だい規き模ぼで行ってるんだわ！」

　図形を描かき終えると、バンっ、と勢い良くテーブルを叩いた。

　地図には、僕の描いた五つの点の他に、さらに四つの点が書き足されていた。

「この、四つの点は？」

「おそらく、この四ヶ所でも土御門は壺を売っているはずよ。そうよ、禹歩なら全部説明がつく。金額が安かったり、タダの奴やつがいたりしたのは、あいつの目的が金じゃなくて、『術を施ほどこした壺を他人に譲渡する』ことだったから……。町を端はしから端まで行ったり来たりしていたのは、壺を売りつける順番が重要だったから……」

　僕らの調べた五人の被害者と、桔梗院さんが推測した新たな四人の被害者。

　その九つの点はジグザグに結ばれ、トゲトゲした図形になっていた。

「なるほど……陣を描くつもりなら起点となる物は起点となる場になければいけないけど、禹歩なら話が変わる……。『術を施した壺を他人に譲渡する』ことが、禹歩における一歩を表していたのね……」

　ぎりり、と悔しそうに歯を食いしばる。

「これは、従来の禹歩のシステムを利用した、土御門仙三の新術だわ……。くそっ。完全に盲もう点てんだった。無能じゃないとは思ってたけど、まさか、オリジナルの術を編み出せるほどの才覚があったなんて……」

　一人で呟きながら立ち上がり、慌ただしく玄げん関かんへ向かう。

「ちょっと待ってよ桔梗院さん！　土御門さんはいったいなにがしたいの？」



「土御門仙三は──この町の妖怪を一いつ掃そうしようとしてる」



　僕の声に振ふり返った桔梗院さんは、焦り上ずった声で言った。

















　妖怪を一掃？

「えっと、よくわかんないけど、それって、いいことなんじゃないの？」

「……そう単純な話じゃないのよ。少なくともこんな大おお雑ざつ把ぱなやり方で、上手くいくはずがない。……とにかく、あいつを止めないと！」

　止める間もなく桔梗院さんは飛び出して行ってしまって、僕は一人取り残された。

　追いかけたい、という気持ちもあったけれど、追いかけたところで僕にはなにもできないだろう。どうしてか、そう感じた。

　ただ、信じて待っていよう。

　それがきっと、僕ができる唯ゆい一いつのことだ。

　がんばってね、桔梗院さん。

「おい小こ僧ぞう」

「うおぅっ！」

　ソファに体重を預け、夕日の眩まぶしさに目を細めながら、いい感じにカッコ付けて自己陶酔に浸ひたっていた僕を、低い声が現実に引ひき戻した。

「た、玉ちゃん……」

　いつの間にか、正面のソファに玉ちゃんが座っていた。桔梗院さんの残したお茶をすすっている。

　あー、びっくりした。いきなり当然のようにそこにいるなんて、まるでカイみたいな神しん出しゆつ鬼き没ぼつぶりだ。

「柚ゆず希きを知らぬか？」

　僕は、ついさっきまでここにいたけどもういない、と教えたあげた。

「すれ違いだったね。お姉ちゃんからなにか聞いてないの？」

「聞いとらん。今回、柚希は儂わしになにひとつ教えてくれん」玉ちゃんは少しだけ寂しそうな顔になった。「追いかけようにも、儂に霊力を気取られんようにしておるようじゃ。ふん。いったいなにを考えておるんじゃか……」

「そうか。お姉ちゃんに除のけ者ものにされて、寂しいんだね」

「なっ。ち、違うわい！　誰が寂しがるか！　儂は齢よわい八百を超こえる妖よう狐こじゃぞ！」

「はいはい。そうだったねー。そんな設定でお姉ちゃんと遊んでるんだよねー」

　こういうのもこのくらいの年だったらかわいいなあ、と思いながら玉ちゃんの頭を撫なでてあげようと手を伸ばし、そして『なにか』に弾はじかれた。獣けものの尻尾しつぽのようなふさふさとした感触がしたようなしないような……。

「たわけ。気安く儂に触ふれるな。……ん？　これは……」

　玉ちゃんが、テーブルの上にあった町の地図に気づいた。

「……禹歩ではないか。こんな巨きよ大だいなものは、初めて見る……」

「ああ、それはお姉ちゃんが描いてったんだよ」

　僕は、桔梗院さんから聞いたことを全すべて教えて上げた（僕自身理解できてないので、聞いたことをそのまま伝えただけだけど）。話を聞き終えると玉ちゃんは「ふん」とつまらなそうに鼻を鳴らした。

「なるほどのぅ。この町の妖怪や幽霊が騒さわがしかったのはこのためか。土御門の小僧もくだらんことを考えたものじゃ。しかし、新術を編み出すとは……あやつがそこまで有能な陰陽師だとは思いもせんかったわい」

　子供らしくない、皮肉げな口調で言う。

「じゃが、この術式では町の妖怪を弱らせるくらいしかできないじゃろうな。弱らせて、それから一匹ぴき一匹狩かるつもりなのかのぅ……？　しかしこんな強ごう引いんなやり方では……ふん。まあなんだっていい。おい小僧」

　僕を狐目で見上げるようにして、

「儂を柚希のところへ連れていけ」

　と言った。

「いや、悪いんだけど、桔梗院さんの場所、知らないから」

「ここじゃ」と玉ちゃんは地図を指した。そこは、禹歩とかいう図形の真ん中にある点だった。「ここが禹歩の中心点。儀ぎ式しきの最後には、術者がここにいなければならん。土御門の小僧はここにいる。故ゆえに、柚希もここに向かったはずじゃ」

　その場所は、ここから歩いて数キロ離れた、自然公園だった。元そよ風公園とは違い、遊具ではなく森林浴を楽しむためのスポットである。

「ひとりで行ってもいいんじゃが、妖力を使えば柚希に感づかれるかもしれんからの」

　要するに、こっそりお姉ちゃんを追いかけて驚かせたい、ということだろうか。



　自然公園に近づくにつれて、人気はどんどんなくなっていた。「人ひと払ばらいの結界か。まあ儂と一いつ緒しよにいれば問題はない。構わず進め、小僧」と玉ちゃんが意味不明なことを呟つぶやいていたが、今の状況とはなにも関係ないことだろう。

　木々の隙すき間まを縫ぬうようにして歩いてゆくと、開けた場所に出た。一面に芝しば生ふが敷しき詰つめられた、フリスビーを使って犬と遊びたくなるような広場である。

「っ！　隠れろ、小僧」

　広場に足を踏み入いれる直前、玉ちゃんが僕の頭を掴つかんだ。子供の、いや、人間のものとは思えない腕わん力りよくで、僕を近くの茂しげみに無む理り矢や理り引きずり込んだ。

　玉ちゃん、力強いなっ！

「これ以上近づけば感づかれる。ここから高みの見物といこう」

　玉ちゃんの視線を追うと、そこには土御門さんと桔梗院さんがいた。

　土御門さんの手には錫しやく杖じようが握にぎられていて、それを降るたびに、しゃらん、しゃらん、と涼すずしい音が鳴った。

　桔梗院さんはいつの間に着き替がえたのか、陰陽師コスチュームだった。両手に扇せん子すの如ごとく呪符を広げている。

　二人とも疲ひ弊へいした様子で、肩で息をしていた。

「邪魔すんじゃねえよ！　桔梗院のお嬢がぁああっ！」

「いい加減大人しろっ！　土御門の三男っ！」

　二人が吠ほえた。

　一人は錫杖で空間を裂さき、一人は呪符で空間を撫でた。

　距離は十数メートル開いていた。その中間地点で──異音。そこだけ、大気の密度が濃くなったような、妙みような違い和わ感かんがあった。

「ふむ。戦せん況きようはわずかに柚希が優勢か。土御門の小僧の方が霊力は高いようじゃが、今、あやつは禹歩の方に力を割さいておる。ふん。それにしても、土御門仙三がうつけ者というのはやはり嘘うそだったようじゃな。本家にいるときは道どう化けの振りでもしていたのかのぉ？」

　一緒に隠れている玉ちゃんが、すごいそれっぽい解説を始めた。

　少年漫画の解説キャラのようである。

「あのさぁ、玉ちゃん……」

　僕にもわかるように言ってくれない？　あの二人はなんで踊おどってるの？　一族に代々伝わる再会の儀式かなにか？

　と、そんな風にいろいろと尋たずねたかったけれど、

「人と妖怪が目指すのは共存なのよ！　どうしてそれがわかんないのよ！」

　桔梗院さんの叫びに、思わず耳を傾かたむけてしまった。

「陰陽師はそのバランサーとして存在している。あんたの計画には陰陽師の誇ほこりが欠片かけらも感じられない！　妖怪を一掃なんて、そんなの上手くいくはずがないでしょ!?」

「……はっ。誰も最初っから上手くいくなんて思っちゃあいねえよ。何度も何度も繰り返し、精度を高め、この新術を完成させるつもりだ」

「どっちにしたって間ま違ちがってるわよ、そんなの！　人と妖怪の間に立って、両者を繋つなぎ止とめるのが陰陽師なのよ！」

「教科書通りの解答だねえ。優等生のお嬢ちゃん」

　錫杖を振り回しながら、土御門さんは嘲あざけるように笑った。

「だったらなにかい？　実家で大人しく金持ちどもの相手だけしてりゃあいいっつーのかよ？　ええ、お嬢ちゃんよぉ」

「…………」

「俺は昔っから土御門が大っ嫌いだったんだよ。国のお偉いさんにこび売って繁はん盛じようしてるような家がな。面めん倒どうな妖怪退治は全部分家に押し付けて、偉えらそうにふんぞり返ってる家に吐き気けがしてたぜ。お前さんだって苦労してきたんだろう、なにせ『狐に憑かれた一族』だからな」

「……っ」

　桔梗院さんが眉根を寄せ、唇くちびるを噛かみ締しめた。隣の玉ちゃんも、不快そうな悲しそうな、複雑な顔になってしまった。

「だから、俺は家を飛び出した。そして驚いたよ。この国の人間の、怪かい異いに対する知識の薄うすさにな。鬼き門もんの方角すら知らねえ奴がごろごろいるんだぜ？」

「……じゃあ、なに？　あんたが放ほう浪ろうしてたのは、怪異がらみのトラブルから人を守るためだったの？　そんな正義の味方みたいなマネをしてたっていうの？」

「そうだよ。悪いか？」

　当然のように吐かれたその答えに、桔梗院さんは言葉を失った。

「人知れず、世のため人のために頑がん張ばっちゃいけねえのかい？　お嬢ちゃん」

　悪いはずがないだろう。

　僕はそう思った。桔梗院さんもおそらくそう思ったのだろう、二の句が継つげなくなっている。

「俺おれは妖怪を悪とみなそう。間違いであろうとも、人間が幸福になれるなら、俺はそれで構わない」

　土御門さんがなにをしていたのか、僕にはよくわからない。

　けれど、彼には一本芯しんとなるなにかがあったようだ。

　全ては人のために。見知らぬ誰かのために。

　誇りを捨てて、詐欺まがいのことまでして、成なし遂とげたいなにかがあったらしい。

　もしかすると、全国を放浪していたときに、なにかあったのかもしれない。

　自分の無力を思い知るような──なにかが。

「……ふん」

　そんな土御門さんの信念を感じさせる瞳ひとみを受けて、

「ばっかみたい」

　しばらく沈ちん黙もくしていた桔梗院さんが、ようやく口を開いた。

「あんたの都合なんてあたしは知ったこっちゃないのよ。つーかね。ぶっちゃけ陰陽師の誇りとか実家の教えとか、あたしもあんま興味ないのよねー。時じ代だい錯さく誤ごで古ふる臭くさくって、正直うんざり」

　はーあ、と大おお仰ぎようにため息をついて、気だるそうに続ける。

「ま、どうやったってあたし達は人間の側にしか立てないわけだし。いいんじゃない、あんたの考えも。妖怪なんて人に害をなす奴の方が多いんだから、無差別に虐ぎやく殺さつしても、トータルで考えればプラスよね」

「……へえ。なんだよお嬢ちゃん。話がわかるじゃねえか。俺に協力してくれるってことかい？」

「ばーか。嫌いやよ、そんなの。……あたしにはあんたみたいな目的も大義もないの。正義？　そんな偽ぎ善ぜん臭くさいことも言うつもりはないわ──けれどね」

　桔梗院さんは言う。

　皮肉げな笑えみを消し、覚かく悟ごを決めたような瞳で。

「あんたがこの町で新術を完成させると、あたしの家族が迷惑すんのよ。だからあたしはあんたに敵対し、あんたを止める。ただ、それだけ」

　桔梗院さんの家族。それは、玉ちゃんのことだろうか。

　土御門さんが禹歩（よくわからないけど）を完成させると、玉ちゃんになにか、不都合なことがあるのだろうか。

「……ふん。小こ童わつぱが。言うようになったものじゃ。……うん？　なんじゃ小僧？」

「いや、嬉うれしそうだなあ、と思って」

「はあっ!?　う、嬉しくなんかちっともないわっ！」

　うーん。かわいいなあ、玉ちゃん。

　と、僕が少女の可愛かわいらしさに感かん銘めいを受けていると、土御門さんが、しゃらん、と錫杖を構えた。

「はいはいなるほど。そういや桔梗院家にはいたね、一匹、とてつもない化物が。はっ。回りくどいねえお嬢ちゃん。だったら最初っからそう言えよ」

　言葉が、次し第だいに重量を増していく。土御門さんの軽けい薄はくな雰ふん囲い気きが、徐じよ々じよに重く、濃こくなっていった。

「やれやれ。分家なら本家を立ててくれねえかな」

「実家に帰るってんなら、考えてもいいわよ」

「そりゃごめんだ。んじゃ、バトるとすっかい。桔梗院柚希」

「あんまり舐なめるんじゃないわよ。土御門仙三」

　数秒、二人は睨み合った。どちらも手を出さない。

　さらに数秒、同時に地を蹴り、同時に動いた。



　それから──数分。

　二人は戦い続けた。



　パントマイムをしていたという表現の方が的確であるはずなのに、どうしてか、僕は『戦った』と表現したくなった。

　大気が震ふるえ、大地が律動し、呪符が舞まい、錫杖が唸り、不可視のなにかがぶつかり合うような激しい攻こう防ぼうの末。

　立っていたのは、桔梗院さんだった。

「……くそったれ」

　芝しばの上に仰あお向むけになった土御門さんは、憎にく々にくしげに吐はき捨すてた。

　解説キャラの玉ちゃんによると、

「やはり、土御門の小僧が新術の方に力を割いていたのが大きかったようじゃな。ふむ。呪術において、一番重要なのは下準備。土御門を止めるためだけに準備を進め、呪符や装備を選せん択たくしておった柚希が勝ったのも、必然といえば必然か」

　と、いうことらしい。

　なんだかよくわからないけれども。

「とりあえず、終わったのかな」

「まあ、終わってみればあっけなかったの。わざわざ心配して見に来ることもなかったわい……。新術を編み出すほどの奴ならば、柚希一人で倒たおすのは厳しいかとも思っていたんじゃが……」

　なんだかんだ言いつつ、玉ちゃんはやっぱり心配して見に来たらしい。お姉ちゃん思いの妹である。

　力を出し尽くして立つこともできなさそうな土御門さんに、桔梗院さんが近づく。危なっかしい足取りで、こちらもだいぶ疲つかれているようだった。

「とりあえずあんたを封ふうじとけばオーケーよね。五芒星セーマンが大地に刻んであるあっちの大木の下にさえ行かせなければ、禹歩の最後の一歩が完成しないはず」

　遠くにある木を見据え、再び足元の土御門さんを見下ろす。

「どうする？　もう二度とこんなことしないって誓ちかうんなら、本家には今回のこと黙だまっててあげてもいいけど。このまま見み逃のがしてあげるわ」

　あたしはどっちでも構わないけど、と言外に込めるような、軽い調子だった。

　……このタイミングでこういうことを言うのもなんだけど、桔梗院さん、完全に僕のこと忘れてるよなぁ。五千円は取り返してくれるって言ってたのに。

「……けっ。強いねえ、お嬢ちゃん。さすがはあの桔梗院家の長女だよ──」

　土御門さんは立ち上がることもせずに、ただ憎々しげに言葉を吐く。

　これはきっと、ただの負まけ惜おしみだったのだろう。

　なんの目的も意味もなく、嫌いや味みを言っているだけだったのだろう。

「玉たま藻もの前まえの一匹ぴき娘むすめを騙だましてこき使ってるだけはあるなあ」

　だから。

　こんな言葉には、なんの意味もない。

「自分らで白はく面めん金こん毛もう玉ぎよく面めん九きゆう尾びの狐──玉藻前をぶっ殺しておきながら、その娘を堂々と利用してんだからよ。いやいや、我わが分家ながら恐れ入るぜ」

「……そうね」

　桔梗院さんは──頷うなずいた。

　肯こう定てい──した。

　否定──しなかった。

「何代も前の桔梗院家が始めたことだろうと、今現在、あたし達が継けい続ぞくして玉たま音ね様を騙し続けていることに変わりはないわ……。悪いとは思ってるわよ。玉音様は、今でも玉藻前は生きてるって信じてるんだから……」

　自じ虐ぎやく的てきな笑みを口元に貼はり付けながら、桔梗院さんは土御門さんに応じた。

「……なんの話をしてるんだろうね、玉ちゃ──っ！」

　僕は──ぞっとした。

　玉ちゃんが、ありえない表情をしていたから。

　大きく見開かれた狐目。その奥おくには、一いつ切さいの光を感じ取れない。少女が、いや、人間が浮かべるものとは思えない、人外の冷たさを持った無表情だった。

「え──え？　あ、あれ？」

　気がつけば、玉ちゃんが消えていた。

　きょろきょろと辺りを探すと、いつの間にか玉ちゃんは、桔梗院さんと土御門さんのそばに立っていた。

　ふっ、と消えたかと思えば、ぱっ、と現れた。

　幽霊のようで、妖怪のようで、怪異のような動きだった。

「……柚希。今の話は本当か」

　玉ちゃんが言った。低く、低い声で。

　少女の存在に気づくと、疲弊した二人は愕がく然ぜんとした。

「た、玉、音さ、ま……。どうして……」

　桔梗院さんの声は震えていた。顔色は死人のように青ざめている。玉ちゃんがここに来るなんて、思ってもいなかったんだろう。

「……なるほどのぅ。お前が今回、ことごとく儂に頼たよらなかったのは、こういうわけか。真実を知っている土御門家の三男が敵だったから、か」

「……そ、それ、は」

「母上は──死んでおったのか」

　玉ちゃんが天を仰あおいだ。

　魂たましいが抜けてしまったような、生気のない顔つきだった。

「……なんと滑こつ稽けいな。儂は母上の敵にいいように遣つかわされていたのか。八百年もの間、母上に会うためだけに、耐たえて来たというのに……」胸むな元もとの首くび飾かざりに触れる。「こんな無様なものまで、着けさせられて……。なにが、なにが家族じゃ……」

　ぎちぎち、と、首飾りが軋む。

「玉音様！　おやめください！　その首飾りを無理に外そうとすれば──」

「黙れええええっ！」

　悲痛な叫びが轟とどろいた。玉ちゃんは首飾りから手を外すことはせずに、力任せに握りしめる。そのためなのか、小さな手の爪つめが剥はがれ、皮ひ膚ふが裂さける。

　それでも玉ちゃんは、首飾りから手を離さなかった。

「貴様の言うことはもうなにも信じぬ！　なにも信じぬ！　よくもよくもよくもよくもよくもよくも……ああああああああああああ──────っ！」

　ぶちん。

　首飾りは千切れて、玉ちゃんの足元に落ちた。

　そして──



　コォ──ン。



　狐、だった。

　狐の鳴き声だった。

　それは哭ないているようでもあり、泣いているようでもあった。

　寒い。気温が、一気に十度ぐらい下がった気がした。それなのに、体中から嫌な汗あせが溢あふれてくる。

　玉ちゃんが──一歩踏み出した。

　麦わら帽ぼう子しがはじけ飛び、ワンピースのお尻しりの部分が大きく揺ゆらめく。

「きゃああああ！」「ぐ、あああっ！」

　直後。桔梗院さんと土御門さんの二人が、爆ばく風ふうに煽あおられたように、芝の上を数メートル転がった。

「…………」

　玉ちゃんはなにも言わない。ただ、凍こごえる視線を二人に向けている。

「な、なんて妖力、なの……。体が、すくんで動け、ない……。これが、玉音様の本来の力……」

「これ、ほど、とはな……。九尾の妖力を受うけ継いでいる、だけはある。はは……。立っていることすら、できねえ、なん、てよ……」

















　土御門さんの言葉通り、すでに力を使い果たしていた二人は、立ち上がれない。絶対的で圧あつ倒とう的てきな力を目まの当あたりにして、身動きひとつ取れないようだった。

「お願いします玉音様！」這はいつくばったまま、桔梗院さんが言う。「話を聞いてください！　お願いします！」

「無駄だぜ、嬢じようちゃん。あの狐、完全に自分の妖力に喰われてやがる。長い間封ふう印いんしてたせいで、溜たまりに溜まったもんが爆ばく発はつしやがったみてえだ……。はは……。俺の失言だったなぁ、こりゃ。悪かったよ、桔梗院の嬢ちゃん」

「玉音様……玉音様！」

　全てを諦あきらめたような土御門さんの謝罪を無視し、桔梗院さんはひたすらに叫ぶ。

　家族の名前を。

「…………」

　す、と。玉ちゃんが手を上げた。

　それだけで上空に暗雲が立ち込め、ざあざあと雨が降り始めた。

「……おいおいマジかよ。天候まで自由自在か、あの狐……」

　ゴロゴロ、と、黒い雲が唸り始める。

「こ、この技は……まさかっ」

「なんだ、なにか知ってるのか!?」

「……昔、聞いたことがある。数百年前、玉音様が五代前の桔梗院家の当主と一緒に中国に渡ったとき、雷かみなりの神、九きゆう天てん応おう元げん雷らい声せい普ふ化か天てん尊そんから、雷をいただいたって……」

「九天応元雷声普化天尊っつったら、道教における雷らい神じんの最高位じゃねえか……。おいおい、んな大層なもん持ってんのかよ、あの狐……。ああ、そうか、そういや玉藻前は、インド、中国って渡って、日本に来たんだったよな。そういう繋がりかよ……」

「玉音様の秘術──《九ここのつ雷かみなり遊あそび》。あれが落とされたら、この辺り一帯が、一いつ瞬しゆんで蒸発する……」

「桁けたが……いや、格が違いすぎんだろ……。人間が、神の力に抗あらがえるわけがねえ」

　地に伏ふせたまま、二人は覇は気きのない言葉を交かわしていた。顔に浮うかぶ絶望の色は、段々と濃くなってゆく。

　と。

　そのとき、ポケットで携けい帯たい電話が震えた。

　誰かと思えば、カイからの着信だった。

『アキラ、なにが起こってるんだ……？　この大気に満ちる妖力は、九尾のものだ。玉音は、首飾りで封印されてるんじゃなかったのかよ……』

　僕はとりあえず、僕の知る限りの事情を説明した。

　するとカイは、大きくため息をついた。

『《九つ雷遊び》……玉藻前の術だ。まさか娘にもその素養が受け継がれていたとは……。この狐雨はその序章というわけか。やれやれ、とんだ狐の嫁よめ入いりだよ──アキラ』

　聞いたこともないような真剣な声で、カイは言う。

「織野栞しおりさんを呼ぶんだ」

　僕は首を傾かしげた。

　どうしてここで、織野さんが出てくるんだろう？

『土御門仙三と桔梗院柚希……あの二人に九尾を止めるのは不可能だ。いや、暴走した九尾を止められる陰陽師なんて、京都にだっていないだろう。けれど──織野栞。彼女なら──式神に直接干渉した彼女の理り不ふ尽じんな「力」なら、もしかしたら……』

　僕は、数日前の出来事を思い出した。

　僕がガラス片に降られ、織野さんが桔梗院さんの元に駆けたあの日。

　カイは、物もの珍めずらしそうに織野さんを眺めていた。

　自分自身の力に怯おびえたような表情の彼女を、確かに見ていた。

『頼たのむぜ、アキラ。事態は一刻を争う』

　それは、懇こん願がんするような声だった。僕は携帯を耳に当てたまま、辺りを見み渡わたす。

　暗雲が立ち込める空。そこから降り注ぐ、地に打ち付ける雨。

　虚うつろな瞳で天を見上げて、呪じゆ文もんのようなものを口ずさむ玉ちゃんと、その様子をただただ見ていることしかできない、土御門さんと桔梗院さん。

　状況を全て把は握あくした後、僕はこう言った。

「嫌だよ。織野さん、忙いそがしいだろうし」

『……え？　お、おい、アキラ』

「ていうか、切るね。雨降って来たから、急いで帰らないと」

『待てよアキラ！　アキ──』

　一方的に電話を切り、ポケットにしまった。そして茂みの中から立ち上がり、僕は歩き出した。のんびりと、いつものペースで、桔梗院さんと土御門さんの元に歩み寄る。

　うーん。

　みんな、さっきからなにやってるんだろうなあ。

　一人取り残されちゃった感があるぞ。

「……おいおい兄ちゃん。どうしてここに……いやいや、つーか、なんでこんな馬ば鹿かみたいな妖力の渦うずの中、平然と歩ける……？　実はお前さん、すげー霊れい能のう力りよく者しやだったっつーつまんねーオチかい？」

「違う……。こいつ、霊れい感かんがゼロだから、なにも感じてないだけだわ……。自分がどれだけの偉い業ぎようを成し遂げてるか、全然わかってない……」

　二人は首だけを持ち上げて、珍めずらしい生き物を見るような眼差しを僕に向けていた。

「桔梗院さん。なにやってんのかさっぱりだけど、天気も悪くなってきたし、とりあえず一いつ旦たん家に帰ろうよ。あ、土御門さんも。詳くわしい話は室内でしましょう」

「「…………」」

　僕の常識的な提案に、二人は顔を見合わせてため息を吐ついた。

「……あんた、もうお願いだからどっか行って。今はあんたに構ってる場合じゃないの。命が惜しかったら、この町からいなくなることをおすすめするわ」

　ま、間に合わないでしょうけどね、と、桔梗院さんは小さく零した。

　その瞳に映るのは──諦てい観かん。

　なにもかもを諦めた瞳で、ぼんやりと玉ちゃんを眺めている。

「そうそう、玉ちゃんだよ。風か邪ぜ引いたら大変だ。早く連れて帰んなきゃ」

　僕は九歳さいの少女に向かって歩き出した。しかし桔梗院さんに足首を掴まれて、がくっと転びそうになる。

「待ちなさいよ！　なに考えてるの！　今の玉音様に近づいたら、さすがにただじゃ済まないわよ。あんたは霊感がないからわからないんでしょうけど……それは、麻ま酔すいで痛みを感じないのと一緒なの。だから、これ以上近づくと、本当に危険……」

「危険？　どうして？」

「ああもうっ！　いいから黙ってあたしの言うことを聞けっ！　今の玉音様は自じ我がを失って妖力に──」

「玉ちゃんが、危険なはずないじゃないか」

「……だか、ら」

「桔梗院さんの妹だよ。いい子に決まってるんだ」

「…………」

「桔梗院さんの──大切な家族なんでしょ？」

　僕は、ただ当たり前のことを言った。

「……ははっ。あはは……、ははははは」

　それなのに桔梗院さんは、泣き笑いのような表情を浮かべた。

「あははっ。あー、バッカみたい。あんたって、本当なんなのかしらね……」

　言いつつ、懐ふところから呪符を一枚取り出して、僕に渡した。

「これは……？」

「あたしと玉音様の精神をシンクロさせる──って、んな説明はあんたには無意味か。とりあえず、それを玉音様に渡してちょうだい」

「うん？　まあいいけど」

「ありがと……。頼んだわよ」

　うん、と頷いて、僕は歩き始めた。

　片手を天に向けたまま、目の焦しよう点てんが合っていない玉ちゃんの元に。

　もう数メートル、というところで──

「っ！」

　かくん、と膝ひざが崩くずれた。全身の力が抜け、芝の上に倒れてしまう。頭から思いっきり倒れたせいで、口の中に濡ぬれた芝が侵しん入にゆうした。ぺっぺっ、と吐き出したら──

「うっ。うええええええええええええ」

　吐いた。胃が裏返ったかのように、中身を全て逆流させてしまった。

　あれ。どうしたんだろう。

　なんか、すっごい気持ち悪い……。

「おい！　あいつ、やべえぞ！」後ろで、土御門さんが吠えた。「霊感がゼロってことは、耐たい性せいもゼロってことだろ。あんだけの妖力に間近で触れたら、いくらなんでも……」

　続けて、桔梗院さんの声もした。

「ごめん！　やっぱり止やめてっ！　呪符、渡さなくていいから！　逃にげてっ！」

　必死な声は続く。

「逃げなさいよ、籠かご島しま！　籠島諦あきらっ！」

「…………」

　名前を呼ばれたのは初めてだった。

　桔梗院さん、僕の名前、覚えててくれたんだ……。

　僕は嬉しくなり、口元をぬぐって、立ち上がった。

　また、歩き始める。

　後ろから、やめろ！　とか、逃げなさいってば！　とか、いろいろな声が聞こえたけれど、無視して玉ちゃんの元へと歩いた。

　それにしても、気持ち悪いな……。吐き気がするし、頭痛はひどいし、足ががくがくするし、視界も朧おぼろげだし。

　こりゃ風邪だな。うん、きっと風邪だ。雨で体が冷えてしまったんだろう。

　玉ちゃんに近づくにつれて症しよう状じようがひどくなっているような気がするけど、まあそれは気のせいだろう。

　僕は歩き続ける。

　一歩踏み出すごとに、尋じん常じようじゃない不快感が体中を駆かけ巡めぐるけれど。

　それでも、なんとなく、立ち止まりたくなかった。

「……玉、ちゃん……」

　口を動かすのもしんどくなってきた。上手く舌が回らない。

　そのせいなのか、玉ちゃんは僕の声になにも反応しなかった。光を失った瞳で、空を埋うめ尽つくす暗雲だけを見つめている。

「……雨、強くなってきたよ……。このままだと、玉、ちゃ、んも……僕みたいに、風邪引いちゃうよ……」

　ようやく、僕は玉ちゃんの元に辿たどり着ついた。

「だから、ね……」

　桔梗院さんから受け取った呪符を渡しながら、僕は言う。



「おうちに帰ろうよ、玉ちゃん」



　呪符が、小さな手に触れた。

　ばちん。

　脳のう髄ずいで火花が散り、膨ぼう大だいなイメージが頭の中に流れこんで──



★★★★★



　自我、というものが芽生えたときから、儂の首には首飾りがあった。儂が生まれて間もなく、桔梗院家の人間が着けたらしい。

　母である白面金毛玉面九尾の狐きつねは、桔梗院家の祠ほこらに封印されている。ずっと、そう言い聞かされていた。

　故に、儂はひたすらに桔梗院家に尽くし続けて来た。

　全ては、母上に会うために。自分の母がどんな顔をしているか、知るために。

　そんな儂に転機が訪おとずれたのは、今より十数年前のことじゃった。

「玉音様。お話があります」

　桔梗院家の現当主、桔梗院楓かえでが、儂に声をかけた。楓は性格の悪さにさえ目を瞑つぶれば優ゆう秀しゆうな陰おん陽みよう師じで、その当時、儂を連れ回していたのは主に楓じゃった。

「なんじゃと？　この儂に、赤子の面倒を見よというのかっ!?」

「はい。先日生まれた我が娘むすめ、柚希の面倒をあなたに見てもらいたいと思っています。私は桔梗院家当主として、これから地方を回らなければなりませんので」

「断る！　なぜ儂がそんなことをせねばならん！」

「そうですか……。残念ですね。まあ、そうですよね。妖よう怪かいである玉音様に、人間の子供の面倒を見ることなど不可能ですよね。できないものはできませんよね」

「な……」

「無理を言って申し訳ありませんでした。どうやら私は玉音様を過大評価していたようです。残念ですねえ。あーあ。ベビーシッターでも頼むとしましょうかね」

「ま、待つのじゃ、楓！」

「はい？」

「儂が育てる！　儂が育てるのじゃ！　九尾の血を引く儂に、不可能はない！」

　……そのときの楓が、そりゃあもう意地が悪そうな笑みを浮かべていたことを、このときの儂は気づかなかったのじゃ。



☆☆☆☆☆



　物心ついたときから、あたしのそばには玉音様がいた。学校から帰って一緒に遊ぶのは玉音様だったし、呪じゆ術じゆつを教えてくれたのも玉音様だった。

　親しい友達など、いなかったから。

「どうしたんじゃ、柚希？　集中できておらんぞ。禹歩の際、三歩目のときに体が右にズレるクセが戻っておる。やる気がないなら止めてしまえ」

　十歳の頃ころだろうか。屋や敷しきの庭で、呪術の修しゆ行ぎようをしていたときのことだ。

　玉音様の言う通り、そのときのあたしは全く集中できてなかった。

「……学校で、みんなが、こっくりさんをやってて……」

　あたしは学校でのことを全て話した。こっくりさんをやっていたクラスメイトに、カッとなって手を出してしまったことを。

　そして──みんなから白い目で見られるようになったことを。

「ふん」

　話を聞いた玉音様は、つまらなそうに鼻を鳴らした。

「理解を求めるな、柚希。霊感を持たぬ人間になぞ、期待するだけ無駄じゃ。孤こ独どくで生きる術を身につけろ。お前の母も、その母もそのまた母も、そうして強く生きてきた」

「……でも、一人は寂さびしいです。母様も、たまにしか帰ってこないですし……うぅ」

「ああ、泣くでない……。まったく、お主は楓には全く似ておらんな。あやつがお前ぐらいの頃は『あたしって神に愛されてるぅ？』とか言っておったぞ……。ええと、ほ、ほれ。修行は止めて、けん玉でもするか、それとも、お手玉か？」

　わたわたと慌あわて始はじめ、不器用ながらも優やさしい言葉をかけてくれる。

　あたしが泣き出すと、玉音様はいつもこうやって慰なぐさめてくれた。それだけであたしは、ずいぶんと心が軽くなった。

「うぅ……。じゃあ、プレステがいいです……。ウイイレやりましょう」

「……嫌じゃ。だってあの箱、意味不明なんじゃもん」

　まあ、テレビゲームは苦手だったけれど。

　私は、玉音様が大好きだった。



★★★★★



　柚希が五歳の頃ころじゃろうか。

　屋敷の縁えん側がわで茶を啜すすっていた儂に、笑え顔がおの柚希が寄ってきた。この頃の柚希はよく笑う子供じゃった。まだ己おのれの宿命を理解していなかったからじゃろう。

「ねーねー。玉音様。この首飾り、すっごいきれいだねー」

　無む邪じや気きな笑顔で言う柚希に、儂は皮肉たっぷりに返した。

「ふん。忌いま々いましきはこの首飾りよ。これのせいで、儂の妖力は十分の一以下に封じられ、桔梗院家の許可がなければ力を使うことができん。こんなもの、犬や猫がつける首輪と同じじゃ」

「じゃあ玉音様はこの首飾り、つけてるのが嫌なの？　嫌だったら外せばいいのに」

「それができれば苦労せん。妖怪の儂がこれに触れれば、ただではすまん」

「ふーん。じゃあさ、あたしが外してあげるよ」

　なに、と、儂が反応を返すよりも早く、ぷちん、と首飾りが落ちた。

　儂をこの家に縛しばり付つけている首輪が──外れた。

「はい。よかったね、玉音様！」

　眩しいほどの笑顔に、儂は戸と惑まどった。

　もう、儂を縛るものはなにもなくなった。自由じゃ。これでもう、楓にこき使われることも、柚希の面倒を見る必要もない。

　持てる力の全てを尽くし、土御門家に桔梗院、その他諸もろ々もろの名家を滅ほろぼし、封印されている母上を救い、共に妖怪の世界へと戻ればよかったのじゃ。

　それなのに──

「……戻せ」

　と、儂は言った。言ってしまった。

「え？　どうして、玉音様……」

「早く戻せと言っておるっ！　儂の気が変わらん内に早く！」

　儂の怒ど号ごうにびくりと身を揺らすも、柚希は言うことを聞いて、儂の首に、元通り首飾りをつけ直した。

「ごめんなさい、玉音様……」

「……いや、すまん。儂も、大声を出して悪かった……」

　ああ──そうじゃ。

　思い出した。

　儂はあの日、飼われることを選択したんじゃった。

　顔も見たことがない母上よりも、柚希との『今』を失うことを、儂は恐おそれたのじゃ。



☆☆☆☆☆



　忘れもしない。あたしが十五歳の誕生日を迎むかえた日。

「柚希。あなたにも、桔梗院家の真実を伝えなければなりません」

　板張りの間に正座したあたしに、同じように座して向かい合った母様が言った。母様にしては珍しく、ひどく真しん剣けんな調子だったのをよく覚えている。

「玉音様の母上──白面金毛玉面九尾の狐は、すでに死んでいます」

　あたしは絶句した。

　玉音様は、いつも自分の母上のことを誇らしげに話している。封印されている母上にいつか会いたいと、常々言っていた。

「そ、そんな……。母様っ！　それじゃあ玉音様は騙されて……」

「そうです。我ら桔梗院家は、玉音様を騙しています」

　当たり前のように母様は頷いた。

「八百年前、わが桔梗院家の先祖は、玉藻前を滅ぼしました。しかしその方法は、生まれたばかりの玉藻前の一匹娘を人ひと質じちに取るという、えげつない手段でした」

　玉音様を人質に？

　つまり、誕生したばかりで、意識のない玉音様を？

「んま、玉藻前による被ひ害がいを鑑かんがみれば、仕方のないことなのかもしんないけどねえ。玉藻前ってやべえこといろいろやってたから──さて」

　普ふ段だんの口調から真面目な口調に戻し、母様は続ける。

「その時と代きより、我が桔梗院家は呪のろわれました。『狐に憑かれた一族』。噂うわさくらいは、あなたも聞いているでしょう？　玉藻前の呪いにより、我が一族は女児しか生まれず、さらには代を経へるごとに髪かみの色は金色に──玉藻前の毛色に近くなっています」

　あたしは言葉を失ったまま、自分の髪を改めて眺ながめた。あたしの髪の色が玉音様とよく似ていたのは、そういう理由だったのか。

「呪いがこの程度で済んでいる理由は、玉藻前の娘である玉音が、桔梗院家に所属しているからです。玉音様が我わが家やに使し役えきされているうちは、呪いの進行を食い止めることができます」

　なるほど、とあたしは納なつ得とくし始めていた。はるか昔の桔梗院家の人間は、だから玉音様に対して、『玉藻前は生きている』と嘘をついたのだろう。

　玉音様を都合よく桔梗院家に所属させ、そして所属し続けてもらうために。

「つってもねー、柚希。おい、柚希」

　と、母様はまたいつもの口調に戻った。

「あたしゃーね、これは呪いなんかじゃなくて、愛なんじゃないのかって思うんだよ」

「愛？」

「母の愛よ。玉藻前は、きっと娘を守りたかったんでしょうね。だから、うちに呪いをかけた。あたしら陰陽師が娘を殺さないように、そういう呪いを、ね」

　正座から足を崩し、金きん髪ぱつの髪をくしゃくしゃと乱す。

　私と同じ色の──金髪に。

　玉音様とよく似た──金髪に。

「まあ、そうはいっても？　やっぱ、騙してんのって気分悪くない？　あんたもそう思うっしょ？」

「それは、はい……」

「だからあたしは──玉音様にあんたを育てさせたのよ」

　あたりは呆あつ気けに取られた。言っている言葉の意味が、上う手まく飲み込めなかったのだ。

「騙すんじゃなくって、玉音様が自分からうちらに協力するようにしたいのよ。そうすれば、いつか玉藻前の呪いも解ける。そう思うのよねー」

「……じゃあ母様は、あたしを利用したんですか」

「信じたのよ。あたしの娘なら、きっと大丈夫だってね」

「…………」

「あたしにゃ無理だった。あたしは玉音様のパートナーにはなれても、家族にはなれなかった。だからね柚希。あんたに託たくすわ。うちのかわいいペット、しっかり育てな」

　呆あきれてものも言えなかった。

　さすがは母様だ。この人は、自分の娘だろうとなんだろうと、利用できるものはなんでも利用する。

　とはいえ、あたしはちっとも母様を恨うらんではいなかった。

　だって母様のおかげで、私は玉音様と共に生きてこれたのだから。

　優しいお姉ちゃんが、できたのだから。



　──はっ。

　意識が戻ると、背中に濡れた芝の感かん触しよくがした。いつの間にか、僕ぼくは仰向けになって倒れていたらしい。

　瞼まぶたを持ち上げると、雲ひとつない、眩しいほどの青空が目に入った。

　雨が、止やんだらしい。

「…………」

　さっきの映像はなんだったんだろう。桔梗院さんと玉ちゃんの昔話のようだったけれど、でも、玉ちゃんの姿が今と全く変わってなかったから、そんなはずがない。

　うーん。ただの夢かな。

　それにしても、いきなり気を失うなんて……。いよいよ本格的に風邪を引いてしまったようだ。早く帰って暖かくして寝ねないと。

　……あれ。でも、もう全然気持ち悪くないな。熱もないし、吐き気もないし、妙に頭がすっきりしている。体は重いけれど、気分はいい。

　なんだか、いい気分だ。

「玉音様……」

　細い声がした。

　よろよろと体を引きずるようにして、桔梗院さんが歩いていた。その先には、玉ちゃんがいる。

　目に生気が戻り、不安そうな顔でお姉ちゃんを眺める、小さな女の子が。

「長き時を生きるあなたにとっては、あたしと過ごした時間なんて、本当に些さ細さいなものでしかないのでしょう。しかし、あたしは生まれたときから玉音様と一緒にいました。あたしの時は全て、玉音様と共にありました……」

　その言葉に、玉ちゃんは目を閉じた。

　いろいろなものを飲み下したような、沈ちん痛つうな表情だった。

「許されることだとは思っていません……。これから、どんな償つぐないでも──」

「……もう、よいのじゃ、柚希」

　玉ちゃんは目を閉じたまま言った。固く閉ざされた瞼から、一筋涙なみだが落ちる。

「なにも言うな。なにも言わなくてよい……」

　目を開き、玉ちゃんは視線を地面へと向ける。狐目の先には、さっき外れてしまった首飾りがあった。

「のぉ、柚希。首飾りが取れてしまったのじゃ」

　玉ちゃんは言う。

「また、儂に首輪をつけてくれぬか？」

「……はいっ」

　涙を堪こらえるように強く頷いて、桔梗院さんは首飾りを拾った。玉ちゃんの後ろに回り、優しい手つきで首に巻く。

　その一連の動作を見ていて、僕は胸が温かくなった。

　桔梗院柚希と桔梗院玉音。

　本当に、仲がいい姉妹だなあ。



















　　　エピローグ





「ふーん。じゃあ、その土つち御み門かどという詐さ欺ぎ師しの件は解決したんだな」

　神楽井かぐらい先せん輩ぱいの言葉に、僕は「ええ」と頷いた。

　放課後のコン部の部室には、今日は二人しかいなかった。僕は栗くり栖すちゃんが持ってきた花に水を遣やり、神楽井先輩はギャルゲーをしている。

　あの、急な夕立が降り始めた日から、三日が経たっていた。

　土御門さんは「お前さんは命の恩人だぜ。この恩は一生忘れねえ」「いや、そんなのはいいからお金返してくださいよ。残りの三万円」「……あー、いや、まあ、それは、そのうちなぁ」という感じで、口約束ではあるが、いつか返す、と言ってくれた。

　桔き梗きよう院いんさんが「ちゃんと金返さなかったら、本家に今回のことチクるからね」と念を押おしていたので、きっと大丈夫だろう。

　僕のこと以外にも、桔梗院さんと土御門さんはいろいろと二人で話していた。詳しい話は聞いていないけれど、

「あいつ、また旅に出るってさ。根は悪い奴じゃなさそうだから、まあ大丈夫なんじゃない？」

　と言っていたので、まあ大丈夫なんだろう。

「それで、桔梗院はどうしたんだ？　ここ数日、学校に来ていないようだが」

「妹と一緒に、お墓参りに行くって言ってましたよ」

　姉妹で仲良く、栃木県にあるお墓に行くと言っていた。それが誰だれのお墓なのかは、僕は知らない。

　そういえば、白面金毛玉面九尾の狐──玉たま藻もの前まえが殺せつ生しよう石せきとなった場所も栃木県だったと思うが、桔梗院姉妹とはなにも関係のないことだろう。

「ふぅむ。困ったな。いい加減、部員の申しん請せいをして、ちゃんとした部にしたいのだが、肝かん心じんの本人が登校して来ないんじゃ……」

「ああ、それなら大丈夫ですよ」

　僕はポケットから一枚の紙を取り出す。笑みを抑おさえきれず、どうしても口元がにやけてしまった。

「これ、預かってますから」

　その紙は、入部届。

『桔梗院柚ゆず希き』と、家いえ柄がらの良さが滲にじみ出でているような達筆な字で書かれている。

　彼かの女じよはようやく、僕らの仲間になることを決心してくれたのだ。

「ははは。そうか、それはよかった」

　おおらかに笑う神楽井先輩。

「しかし、桔梗院が入部届をお前に預けるとはなあ。そのときの光景を思おもい浮かべるだけで愉ゆ快かいな気分になる。きっと顔を真っ赤にして『し、仕方なくだからねっ』とか言ったんだろう？」

「いえ、宅配便で送られて来ました」

「…………」

「しかも、着ちやく払ばらいで」

「……お前、本当に嫌きらわれてるんだな」

　いやいやそんなはずがない。きっと、面と向かって言うのが恥はずかしかったという理由だろう。うん。きっと。きっと……。

　……でも、未いまだに着ちやつ拒きよ外れてないんだよなぁ……。

「ま、確かに桔梗院さんのツンデレな反応も見たかったですけど、それはこれからに期待しましょう」

「そうだな、これからいくらでもそういう機会はあるだろう」

　満足そうに頷いて、神楽井先輩は脇わきの机に手を伸のばした。

「桔梗院が正式にメンバーになったことだし、この写真を堂々と飾るとするか」

　机の奥から取り出したのは、いつか撮さつ影えいした、僕ら五人の写真。

　それを写真立てに入れて、窓辺に飾る。

　おお。なんか、いい感じだ。

「部室を確保するためだけに人数を集めたわけだが、なにかの縁えんでこうして五人も集まったんだ。せっかくだから、なにか部活らしいこともやってみるか」

「そうですね。期待してますよ、部長」

「お前もな、副部長」

　顔を見合わせて笑った。

　僕らの写真はしっかりとした写真立てに入っているから、少々の風が吹ふいた程度では倒れそうもない。

　ギャルゲーのＯＰでよくあるシーンのように、ひらりと床ゆかには落ちないけれど、それでもなかなか風ふ情ぜいがあるように思えた。










　　　もうひとつのエピローグ





　そういえばカイに借りていた五百円を返すのをすっかり忘れていたので、学校の帰り、僕は稲荷いなり神社へと向かった。

「いつでもよかったんだけどね」

「そうはいかないよ。金の貸し借りはしっかりってお父さんに言われてるからね」

　それから、いつものようにまったりと時を過ごした。

　僕はなにげなく、今回巻き込まれた事件について説明した。カイなりに事の顛てん末まつが気になっているだろうと思ったからだ。

　カイは僕の話を楽しそうに聞いていた。

　話が終わると、カイは感かん慨がい深ぶかそうに目を閉じ、

「……ようやく、か」

　と言った。

　開かれた瞳には、僕が見たこともない、人外の輝かがやきが宿っていた。



「『檻おりの死し澱おり』は、ようやく霊れい体たいにも干かん渉しようできるようになったか」



「え？」

　檻の死澱？　おりのしおり？　織おり野の栞しおり？

　織野さんが、どうかしたのだろうか？

「とはいえ、計画の成功率は五割ってとこかな」

「計、画……？」

「本当は、禹う歩ほで弱体化させた玉たま音ねを『檻の死澱』に倒させて一気にレベルアップさせるはずだったんだよ。今の『檻の死澱』じゃ、全開の玉音を倒すのはさすがに厳しいから、禹歩によって力を調整しようと思ってたんだ。そのために土つち御み門かど仙せん三ぞうに接せつ触しよくして、新しい術を教えてやったっていうのに……」

　苦く笑しよう気味に言って、僕を見る。

「きみにはしてやられたよ、アキラ。まさかあんな風に決着を付けちゃうとは、思いもしなかった。本当、面おも白しろい奴だよ、きみは」

　土御門さんが、新術を編み出すことができた理由。

　雨に降られた日、カイが僕に電話を掛かけて来た理由。

　ガラス片へんに降られた日、カイが織野さんを嬉しそうに眺めていた理由。

　かすかに残っていた違い和わ感かんが、全て融ゆう解かいしたようだった。

「でもまあ、『檻の死澱』も少しは成長したみたいだから、よしとしようか」

　なんだろう、この感じは。

　これじゃあ、まるで──

　ここ最近の出来事が全て、織野さんに玉ちゃんを倒させるためだけに起こっていたみたいじゃないか。

　全てが、カイの掌てのひらの上だったみたいじゃないか。

「なに、言ってるの……？」

　僕の声は、震えていた。心の中に棘とげみたいな恐きよう怖ふ心しんが生まれる。

　目の前にいる幼おさな馴な染じみが、僕の知っている幼馴染みじゃ、なくなっている。

「ん？　おいおい、まさかとは思うけど──」

　カイは言う。

「僕のこと、座敷童子だなんて勘違いしてないよね？」

「…………」

「座敷童子の、知らないうちに友達になっている能力を使ってアキラの幼馴染みになった、なんて思ってないよね？」

　思ってない。

　だって、座敷童子なんているはずがないから。

「それはない、か。アキラは、そういうの信じてないからなあ。十年前に『変なスーツのお姉さん』に遭あって以来、信じてないし──気づかないんだよね。そうさ、それでこそ籠かご島しま諦あきらだ」

　声が、透すき通とおるようだった彼かれの声が、段々と濁にごり、粘ねん着ちやく性せいを増してゆく。

　瞳ひとみは、鮮せん烈れつに人外の輝きを放ち続ける。

　彼は独白のように告白を続けた。

「僕がきみの幼馴染みになったのは、座敷童子の能力じゃない。僕の僕だけの能力を使って、僕はきみの幼馴染みになった。いや、幼馴染みだったということにした、かな？　だいきくんとよしこちゃんの二人のポジションを──奪うばったんだよ」

　──籠島くんの幼馴染みって、だいきくんとよしこちゃんじゃなかったっけ？

　あのときの織野さんの言葉が、脳のう裏りに蘇よみがえった。

「あのときおかしかったのはきみじゃないんだよ、アキラ。きみが記き憶おくを操あやつられていたわけじゃない。あのときおかしかったのは『檻の死澱』だ。この世界で彼女だけが、僕の能力──《たった一行で行われるどんでん返しフイニツシングストローク》に対応できる。いや、対応しつつある」

　この世界で彼女だけが──おかしかった。

　僕の能力を彼女だけが──犯おかしかかった。

　カイはそう付け足して、あはは、と無邪気に笑った。

「ガラス片からきみを救ったのも僕の《たった一行で行われるどんでん返しフイニツシングストローク》だけど、別に運を操ったわけじゃない。そういう能力じゃないからね」

「……能力？」

「思い出してごらんよ、アキラ。ヒントは出してやったんだ。『死の世界』なんていうわかりやすすぎる偽ぎ名めいの他にも、もう一個ヒントは出した」

　僕は回想する。

　ここ最近で、一番心に残っている、カイの言葉を。



　──失敗したらやり直せばいい、何度でも何度でも。



「気づいた？　そう。やり直したんだよ。アキラが奇き跡せき的てきに無傷で済むまで何度も。十二回くらい世界を繰り返したかな、あのときは」

　世界を繰り返した。

　奇き跡せきが起きるまで、何度も何度もループさせた。

　偶ぐう然ぜんを必然にするために。

　目的の目が出るまで、サイコロを振り続けるように。

　僕が奇跡的に無傷で事故をやり過ごせるまで、何度でも何度でも。

「……なに、それ？　え？」

「《たった一行で行われるどんでん返しフイニツシングストローク》は時間軸じくや因果律の外側に位置する能力だ。世界の外側にいる僕は、時間跳ちよう躍やくの結果起こるであろうタイムパラドックスを、全て無視できる。すっげー簡単に言えば、世界を自分の都合のいいように作つくり替かえることができる能力だ」

　淀よどみない口調で、緩ゆるやかな笑顔を浮かべたまま、カイは続ける。

「ギャルゲー風に言えば、あらゆる選せん択たく肢しを選択し終えた後で、自分の好きなルートを歩む能力かな？　きみの幼馴染みにもこの力を使ってなった。きみの幼少期に時間跳躍し、幼馴染みとして十数年、きみと付き合ってきた。ずっと──きみを見てきた」

「…………」

　疑問が、頭の中で渋じゆう滞たいしている。

　──なに言ってる座敷童子だなんて思ってないよじゃあきみは何なん歳さいなの人間なの檻の死澱ってなに篠しの瀬せ戒かいは偽名だったの本当の名前はその能力はいくらなんでも最強すぎるだろ桔き梗きよう院いん家とか土御門家とか詳しかったけれど妖怪だからじゃないの時間跳躍ってなんだか神楽かぐら井い先輩みたいねえカイ僕らは友達じゃなかったの──

　あまりにも疑問が多すぎて、僕はなにも言えず、ただ沈ちん黙もくしていた。

「きみは本当になんにも知らないよなあ」

　哀あわれむような声が、心に突つき刺ささる。

「僕はなんでも知ってるぜ。きみが大好きな彼かの女じよ達たちのことも」

　カイは言う。

「たとえば桔梗院柚ゆず希き。彼女は由ゆい緒しよ正しき陰陽師だ。大陰陽師安あ倍べの晴せい明めいの直系である土御門家。その分家のひとつ、桔梗院家の長女。扱あつかう式神は主に管くだ狐ぎつねで、得意な呪術は雷系。白はく面めん金こん毛もう玉ぎよく面めん九きゆう尾びの狐、玉たま藻もの前まえの一匹娘である玉音に赤あかん坊ぼうの頃から育てられているため、姉妹のように強い絆きずなで結びついている。管狐と雷を使う戦せん闘とうスタイルは玉音の影えい響きようだ。玉音は生まれながらにして尻尾しつぽが九本ある恐るべき妖狐だけれど、その妖力が充じゆう実じつする前に、桔梗院家に封印されている。まあ、今回のことで、もう首飾りは必要なくなったようだけど、それでも世せ間けん体ていってのがあるから、今後も外しはしないだろう」

　カイは言う。

「たとえば神楽井もにゅ美み。彼女ははるか未来から訪れたエージェントだ。コンピューターに支配された社会から人類を解放したいと願う革命軍『リローダー』と戦っている。四つ年上の兄であるガク太たは、今はぬいぐるみになってる。神楽井家といえば、石神井しやくじい家、神しんヶが井い家と並ぶ、『井いノ上うえ御ご三さん家け』のひとつだ。兄のガク太は、ちゃらんぽらんな性格だったが、極きわめて優秀な人材だった。それだけに彼が死んだときは、多くの人間が哀かなしんだ。もちろん、最も哀しんだのは言うまでもなく妹の神楽井もにゅ美だけどね。彼女のアバターが今使っている武器、リル・ソーディアはガク太の形見だ。ちなみに、もにゅ美という名前は、彼女の時代じゃ割とよくある」

　カイは言う。

「たとえば栗くり栖す＝クリムゾン＝紅く莉り亜あ。彼女は異世界からやってきた魔ま法ほう使つかいだ。本名はクリエスティア・クリムゾン・クリードエンデ・クリストゥフーア・栗栖という。栗栖徹とおるとアルア・ミルス・クリードエンデ・クリストゥフーア・シュレイの間に生まれたハーフだ。アルアは『高嶺の花ハイエンドフラワー』と謳うたわれた優秀な魔法使いで、火属性の魔法が特に素す晴ばらしかった。クリエスティアもその才は十二分に受うけ継ついでいる。十数年前、クローレ大陸西岸で起こったトガラグールの激戦を経て、アルアは王都リューレインの教団から除名され、栗栖徹は命を落とした。ああ、それと彼女、実は十四歳だよ。この地域には中学校がなかったから、安あ達だ太た良ら高校に年ねん齢れいを偽いつわって入学したんだ」

　カイは言う。

「たとえば織野栞。彼女は世界統一異能研究機関、通つう称しよう機関に所属する超ちよう能のう力りよく者で、サイコキネシスの特化型スペシヤル──なーんてね。そんなことはあるはずがない」

　僕はなにも言えない。思考が回らず、なにもわからない。

　ただ、流れが止まったことはわかった。

　織野さんのところで、流れが止まった。



「『檻おりの死し澱おり』は──僕が創つくった」



　創った？

　──織野は、生まれたときからここにいた。

　柾まさ木きさんの言葉。なんだ……。なんだ、この、辻つじ褄つまが合ったような感覚は。

「彼女の能力はサイコキネシスじゃない。彼女の本当の能力──《神のみ得ざる手ブツクマーカー》は、そんなチャチな能力と比べ物にならないほど凄すさまじい。まあ、今は未完成だから、サイコキネシスのように見えてるけどね」

「…………」

「そもそも機関自体、僕が『檻の死澱』を創るための器として創ったものだ。機関という檻の中で、無数の死が澱のように積もって生まれた存在。故ゆえに『檻の死澱』。いい名前だと思わないかい？」

　もはや、疑問文にすら答える気力が起きなかった。

　ただ、思考はようやく追いついてきた。

　今まで『気のせい』で済ませてきた事こと柄がらが、気になってしょうがなくなっている。

　腹話術とか、コスプレとか、除じよ霊れいごっことか、腹痛とか。

　全ての綻ほころびが緩んで、堰せきを切ったように溢れ出す。

　変なスーツのお姉さんにかけてもらった呪いが──解けた。

　ああ。全てがわかった。もう、わかっちゃった。

　僕は──気づいた。

　気づいてしまった。

「……なんで？」

　僕は言う。

　聞きたいことはいくらでもあったけれど、まずはこの質問だった。

「どうして、僕なんだよ……。どうして、僕の幼馴染みに……？」

　僕は、どこにでもいるような普ふ通つうの子供なはずなのに。カイに──いや、目の前の『なにか』に目を付けられる理由なんてあるはずがないのに。

　主役になんてなれるはずもない、脇わき役やくの僕なのに。

「十年前」彼は言う。「きみは一人の女子に会った。そよ風公園で出会った『変なスーツのお姉さん』だ。彼女の正体は、もう気づいているんだろう？」

「…………うん」

　締しめつけられるような胸の痛みに耐たえながら、なんとか言葉を搾しぼり出だす。

「……あの人は、織野さんだったんだろう？　おそらく、神楽井先輩の時間跳躍に巻き込まれた形で、たまたま僕の元にやって来たんだ」

「大正解。やっぱり、きみは本当は賢かしこい人間なんだね。ひとつ気づいてしまえば、全てが連立して閃ひらめくタイプだ。ただ、その最初の一歩を封ふうじられてしまったから、きみは今まで気づかなかった」

　彼は愉快そうに言う。

「あの十年前の邂かい逅こうは、きみの人生において重大なイベントのひとつだ。けれどね、あの邂逅は、彼女にとっても特別なイベントだったんだよ」

　僕だけでなく織野さんにとっても。

　十年前の出会いは、特別だった。

「あの直後、彼女は柾木創そう平へいの妨ぼう害がい装置を突とつ破ぱした。ひとつ、壁かべを壊こわしたのさ。その日から僕はきみに注目した。《たった一行で行われるどんでん返しフイニツシングストローク》できみの幼馴染みとなり、きみのことを観察し続けた──その結果、わかったんだよ」

　彼は微笑ほほえむ。甘あまくも苦くもない、らしくない笑顔だった。

「『檻の死澱』の成長には、籠島諦の存在が必要不可欠。きみを通じて複数の世界と触ふれることによって、彼女は僕の望む通りに成長している」

　複数の世界。

　それは、たとえば彼女達のような。

「今回、あの狐を倒たおしたら、いっきにステップアップすることができると踏んでいたんだけど……まあいいか。このまま進めてみるのも面おも白しろそうだ」

「……カイ」

　震ふるえる唇くちびるを動かして、僕は言う。

「きみは、いったいなにがしたいの……？　なにが、目的なんだ？」

「僕の目的？　そんなのは簡単だよ。『檻の死澱』を完成させ、《神のみ得ざる手ブツクマーカー》を我わが物とし、《始まらない物語ネバーエンデイングプロローグ》を創り上げることだ」

「…………」

「わけわかんねーって顔だね。うん。別にいいぜ。わけわかんねーように話してるから」

　ゆるり、と。カイが立ち上がった。人間のものとは思えないほど緩やかで、静かで、不安定な動きだった。

「いつか、きみにも全てがわかる日が来るといいね」

　他ひ人と事ごとのように言って、僕の瞳を覗のぞき込む。

　動けない。なにをされているわけでもないのに、指一つ動かすことができなかった。

　妖よう美びな輝きを放つ瞳から、目を逸そらすことができない。

「きみが複数の世界を結びつける特異点のような存在と成り得ているのは、きみが気づかないから、なんだろうね。普通は、一つの世界に触れたらその世界に引きずり込まれる。異世界で命を落とした、栗栖徹がいい例だ」

「…………」

「『檻の死澱』を完成させるためには、きみは気づいてはいけない」

「……今いま更さら、なに言ってるんだよ」

　僕はもう、気づいてしまった。

　彼女達の想おもいを、全て無む駄だにしてしまった。

　あのお姉さんの──織野さんの願いを、無む為いにしてしまったんだ。

「今日いろいろと教えてあげたのは、アキラは気づいたらどんな顔すんのかなぁ、って思ったからだよ。ただそれだけ。本当になんとなく、ただの気まぐれで気づかせてやったんだ。うん。思ったよりもいい顔で驚おどろいてくれたね。話した甲か斐いがあったよ」

「…………」

　もう、わからない。

　なにがなんだかわからない。

　ただ、無む性しように悔くやしかった。腹の底から、ふつふつと感情が煮にえたぎる。

　僕が──僕らが大事にしてきたものを、こいつは気まぐれでぶち壊したんだ！

「おっと怖こわい怖い。へえ、そんな顔もできたのか。初めて見るよ、アキラの怒おこった顔なんてさ」

「カイっ！」

　胸の奥おくで感情が沸ふつ騰とうし、いつの間にか拳こぶしを握り締めていた。生まれて初めて、誰かを殴なぐりたいと思った。

　しかし、僕が動くよりもはるかに速く、カイが僕の頭を掴つかんだ。左手で僕の両目を隠かくすようにしながら、階段に押おさえつけた。



「ごめんね、アキラ」



　降って来る声は、とても哀しい響ひびきを帯びていた。目め隠かくしされているせいで、彼の表情は見えない。ぽたぽたと、僕の頬ほおになにかが落ちて来た。

　涙？

　泣いている？

「……きみは、巻き込まれたんだよ、出来そこないの神様の遊ゆう戯ぎに。許してくれなんて言わない。でも、諦あきらめてくれ」

「……カ、イ？」

「信じてるぜアキラ。きみなら、きっと彼女を完成させることができる──だから」

　彼は言う。

















「きみにはやっぱり気づかせない」








　刹せつ那な。

　淡あわい光が世界を支配した。

　数日前味わった、あの感覚。

　空間が軋きしみ、時間が歪ゆがみ、世界が狂くるっていくような感覚。

　この世界を構成する全ての要素が、たった一人の存在のために動いているような。

　誰かにとって、あまりにも都合がよく物語が展開していくような。

　そんな不思議な感覚を味わいながら──



《たった一行で行われるどんでん返しフイニツシングストローク》



　僕は──










　　　もうひとつのエピローグ『神のみぞ知る』





　そういえばカイに借りていた五百円を返すのをすっかり忘れていたので、学校の帰り、僕は稲荷神社へと向かった。

「いつでもよかったんだけどね」

「そうはいかないよ。金の貸し借りはしっかりってお父さんに言われてるからね」

　それから、いつものようにまったりと時を過ごした。

　僕はなにげなく、今回巻き込まれた事件について説明した。カイなりに事の顛末が気になっているだろうと思ったからだ。

　カイは僕の話を楽しそうに聞いていた。

「お疲つかれ様さま。アキラ」

「うん？　僕はなにもしてないけど」

「なんとなく、だよ。なんとなく言いたくなったんだ」

　目を細め、優しく笑う。苦くて甘い、カイのいつもの笑顔だ。

　いつも通りの、僕の幼馴染みだった。

　僕の大切な友達。

　篠しの瀬せ戒かい。

　それから僕らは、二人で並んで本を読み始めた。

　僕は大きくて分厚いコロコロを読んで、彼は小さくて薄い文庫本を読む。

「アキラは、ドラえもんの道具で一番なにが欲ほしい？」

　しばらくしてカイが言った。視線は僕の手元、ドラえもんの特集ページを開いたコロコロに向けられている。

「んー。そうだねえ。まあ、僕くらいになると、一周してやっぱりヘリトンボかな。ああ、ヘリトンボっていうのは、タケコプターの連れん載さい初期の名めい称しようのことね」

「……僕くらいってどんくらいだよ」

　軽く肩かたをすくめてから、カイは言葉を続ける。

　その瞳は、どこか遠くを見ていた。

「この質問にさ、『もしもボックスが最強！』っていう奴やつがよくいるだろ？」

「うん。いるね」

「そういう奴らは、なんにもわかってねえんだよ」

　カイはゆっくりと目を閉じた。

　口元には、ほんの少しだけ自じ嘲ちようめいた笑えみが浮かぶ。

「世界を自分の思い通りにできるっていうことの虚むなしさを、無意味さを、絶望を、なんにもわかってないんだ……」

　目を開くと、カイは空を眺めた。空よりもずっと高いところを眺めているのかもしれない。僕はそう思った。

　その悲しげで切ない表情を、僕はただ見ていた。

　見たところで、なにもわからなかった。

　カイが何者なのか、僕は知らない。

　ただ一つだけ確かなことは。

　篠瀬戒は籠島諦の幼馴染みで、大切な親友であるということ。

　少なくとも、僕はそう思っている。

　カイもそう思っていると、僕は信じている。

　馬鹿みたいに、信じている。










　　　あとがき





　このシリーズの作風からもわかるように、僕ぼくは今まで誰もやったことがないことをやりたいと常つね々づね考えています。

　というわけでやってみました。主人公を嫌きらいなヒロイン＆男の幼おさな馴な染じみ！

　……やってみるとわかります、どうりで誰もやらねえわけだ、と。

　そんなこんなでお久しぶりの望のぞみ公こう太たです。

　今回はあとがきが一ページしかないのでさくっといきます。

　まずは謝しや辞じ。なんかもう世界のみなさん、ありがとうございました。

　そして注ちゆう釈しやく。今作に登場する某ぼうキャラの着物が左前になっているのは、そういう仕様ですので悪しからず。間違ったわけじゃないです。

　そして次回予告。今回割わりとシリアスになってしまったので、次回はギャグでぶっ飛ばします。具体的には某ヒロインが主人公と一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ったり。

　それでは、縁えんがあったらまた会いましょう。
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